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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【　Prelude　碧い欠片アクアステル　】
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「静せい刃じ君、こんばんは」

　……声……

「前にお約束した通り、家庭教師をしますよ。２人っきりで」

　アリスベルの、声、だ。

　──見えてきた。

　鏡に向かって何やらセリフを練習している巨大なアリスベルが。

　私のそばには、パールホワイトの携帯がある。

　その画面によれば、時刻は私が殺害されてから数分しか経たってない。

（よかった）

　何事も、保険はかけておくべきだな。

　私が予あらかじめ自分に掛けておいた、死を契機トリガーにする式しきが無事に発動したようだ。

「静刃君、こんばんは。前にお約束した通り──」

「アリスベル」

　制服のスカーフを整えつつ鏡に語るアリスベルに、語りかける。

「!?」

　ぼんっ、と赤くなって周囲を見回すアリスベルだが……すぐには、私の事に気づかない。

「ここだ。私はここだ。目の前。化粧台の上だ」
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　キャー！　というアリスベルの悲鳴に続いて、どしんっ。

　振動音がした。

　我が家の２階、アリスベルの部屋（という事にアリスベルが勝手にした部屋）から。

（──何だ!?）

　念のため妖よう刕とうを手に、俺おれは居間から２階へ向かう。

　台所からはセーラー服にエプロンをつけた祈いのりも出てきた。

「どうしたッ」

　ドアを開けると──部屋の中では、アリスベルが思いっきり尻しりもちをついていた。

　腰が抜けたのか、立てた膝ひざを開いた状態で。

「……っ……」

　ケガしたりしてる様子はないので、俺おれはアリスベル……の膝ひざの間から目を逸そらす。

　そのまま室内を見回すと、化粧台の上から、

「静せい刃じ。緊きん急きゆう事態だ」

　そのマンガじみた光景に、俺も腰が抜けかける。

　そこでは俺が先週アリスベルに買ってやった『アルパカ君ちゃん』が、まんまるな手……というか前足で、ケータイと自らを繫つなぐヒモを外していたのだ。

　う、動いてる。自律的に。ストラップのヌイグルミが。

「そ、その声……貘ばく？　ヘンなイタズラはやめて」

　頰ほおを引きつらせて言う祈いのりに、くる、とアルパカが向き直る。

「悪戯いたずらではない。ついさっき、私は殺されたのだ。分かりやすく言うと、今は緊急措そ置ちとして魂だけをこのヌイグルミに憑ひよう依いさせた状態だ。声は振動で再現している」

　こ、殺された？　魂たましい？　つまり貘は今、そのアルパカってことなのか？

　混乱する俺の前で、顔面蒼そう白はくになりながらヨロヨロ立ち上がってきたアリスベルは──

「ば、貘……！」

　震ふるえる手で、アルパカを掬すくうように持ち上げた。

　驚おどろいた目をしつつも、この事態を必死に理解しようとしているようだ。

「──教会へ行くぞ。死体の状態を確認したい」

　ぴょん、とジャンプしてアリスベルの肩に乗ったアルパカの貘だけが、当事者でありながら最も冷静な声で語っている。




　裏の小さな廃はい教会は扉が開いており、身しん廊ろうには月光を通したステンドグラスが色とりどりの光を落としていた。

「大だい丈じよう夫ぶだろう。ヤツの式気けはいは無い」

　と言うアルパカ貘に促うながされて、教会に入ると……

　中は、クーラーでも入れたかのように寒くなっていた。吐く息が白くなる。

　ガサガサと鳴った足あし下もとには、円、ドル、人じん民みん元げん、ユーロ──の、紙し幣へいが大量に落ちていた。これは貘の金か？

「……碧あおい、欠片カラツト……？」

　震えながら屈かがんだアリスベルが、床に散らばっていた宝石を拾い上げる。

　俺も１つ拾うが……貘の瞳ひとみにも似た色の、小さな宝石だ。

　内側には水のように揺れる、遊色がある。

「それが私の体だ。集めてくれ、数を確認したい」

　普段クールだった貘の声に、微かすかな緊張感がある。

　その声こわ色いろから、俺にもようやく実感が湧わいてきた。

　一般論でいう死とは違うが、貘ばくは死んだのだ──ここで、何者かの襲しゆう撃げきを受けて。




　俺おれたちは、青い宝石を拾い集めた。数は……63個。アリスベルが広げた白いハンカチの上へ、貘がそれらを丸い手で器用に並べていく。人体のような、形に。

　そして、

「……心臓が無い。鵺ぬゑが持ち去ったか」

　悔くやしそうに、呟つぶやいた。

「何なんだよこれは」

「私は不ふ慮りよの死が訪れた際、肉体を『アクアステル』という宝石に転換する式しきを自らに掛けていたのだ。これは、その欠片かけら。鳳おおとりの欠片カラツトと似た物だが、質は遥はるかに低く、魂たましいを容いれる事ができない。それで、魂だけはこのヌイグルミに憑ひよう依いさせたのだ」

「ば……貘は、殺されても死なないの？」

　ちょっと不気味なものを見る目で聞く祈いのりに、

「妖あやかしとて不死ではない。人間も、医学で死を避けるだろう。その延命措そ置ちに、私たちは別の手法を使うというだけの事だ」

　貘は、キリッとした声で返している。

　しかし、その姿は今や手のひらサイズのヌイグルミだ。

　今までみたいな頼りがいのある存在ではなくなってしまった事が、俺にも分かる。

「今の私について説明しておこう。まず、この体では式の使用が制限される。ＯＳやソフトは変わらないが、格段に低スペックなＰＣに変わってしまったようなものだ。それと……肉体のアクアステル化と魂の憑依は、どちらも私には過ぎたる式。この命、保持できて１年だろう」

「ど、どうすればいいのですかっ」

　今までショックのあまり口数が少なかったアリスベルが、貘の余命を聞いて慌あわて出す。

「方法は幾つかあろう。１つは、私を殺した妖あやかし──鵺から、私の宝石の残り１つを取り返す道だ。だがこれは推すい奨しようしない。ヤツは強い。身なりや言動で愚ぐ者しやを装よそおっているが、頭も切れる。私とは長年ある理由で対立してきたが、決着がつかずにいた難敵なのだ」

　鵺……ってのが、犯人か。

　確かに、手て強ごわそうだな。貘を殺したとなると、俺たちより格上だぞ。

「……」

　その場に数すう瞬しゆん、沈黙が流れ──

　──俺は、この状況がもたらすもう１つの深刻な問題に気づかされた。

　今、貘は途中から話をずらして……気づく者は気づくように、気づかぬ者は気づかぬように上う手まく喋しやべったが……『方法は幾つかある』と言ったくせに、１つしか言わなかった。

　そして、別の方法に思い至ったのであろうアリスベルは黙っている。俺の方を見ない。

　──鳳おおとり、だ。

　アリスベルは鳳の願いを１つ使って、貘ばくを甦よみがえらせるつもりだ。たとえ、貘の命が尽きようと。

　鳳が叶かなえるという願いは８つ。アリスベルの願いは殺害された両親の復活。それはおそらく２つにカウントされる。俺おれの願いも２つある。さらにビビ、キリコで２つ。それに貘の復活を加えて、合計もう７つの願いが必要になっている。

　鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨが続けば、俺たちの誰だれかがさらに死ぬかもしれない。

　もし２人以上の死者が出たら、その復活のせいで叶えられる願いの数が不足し、誰の願いを叶えるかで対立が起きる可能性がある。俺たちが鳳を前に、再び殺し合うことになりかねない。

　端的に言えば、死んでも甦れるのはあと１人だ。

　２人目以降は、死んだら甦れない。







【　Episode 05　土曜サバトの歌　】




　あんな事があっても、学校では普通に授業がある。世間とは無情なもんだ。

　あれから数日経たった金曜の昼休み、俺は旧校舎の屋上で──

　ピクニックシートに座る共同戦線コミユニテイのメンツを、改めて見回す。

（ここからは……俺、アリスベル、ビビ、キリコで、最後まで戦わなきゃいけないんだよな）

　しかも、死ねるのは１人までだ。

　願いを報ほう酬しゆうに敵と交こう渉しようしたり仲間を増やしたりする手は、打ちづらくなってきた。

　いや、もう打てないだろう。

　ノーミスでクリアできるゲームなんて無いのと同じだ。命──残機をムダ使いはできない。

（なのに、この４人……全員が攻撃一辺倒のパーティーだよな。バランス悪すぎだろ……）

　そしてバランスが悪いのはそれだけじゃない。

　俺の前に強制的に並べられた、お弁当の数々もだ。

　元はといえばビビが俺に弁当を作ってきたらアリスベルが抜け駆けがどうのとか言って作り出し、対抗して祈いのりが毎日作るようになり、さらにキリコが参戦したんだが……

　アリスベルの春はる巻まき。ビビのサンドイッチ。祈が作ったハンバーグ。それにキリコが分けてくるシリアルが加わる。多い上に、和わ洋よう折せつ衷ちゆうどころじゃない。

「……」

　しかしこれをどれか残すと、残したのをくれたヤツがなぜか俺おれをボコる。

　なので先日食べたフリをしてこっそり捨てたら、バレてフルボッコにされた末……こうして皆の前で食べる法律が制定された。

「キリコお前、毎日こればっかり食ってて飽あきないのか？」

　ハッキリ言ってマズいシリアルのミルクがけを食べつつ、俺がキリコにボヤくと……

「ナンセンス。これは必要な栄養素を正しく摂せつ取しゆする合理的な食事」

　カメラを思わせる目で、無表情に返された。

　ちなみにこのメカみたいなチビ女は、賑にぎやかになってきたＸ組でも相変わらずちょこーんと置物のように座っているだけだ。

　授業態度はマジメといえばマジメで、特に数学にはめっぽう強い。どんな複雑な問題でも、数式を一切書かずに即答する。キリコにとっては高校の数学なんか掛け算九九みたいなものだから、いちいち式を書くのはナンセンスなんだとか。

　だがそのかわり、現代文の文章読解がまるでできない。特に「筆者の気持ちを答えよ」系の問題を全問誤答する。頭がいいのかバカなのか分からんヤツだ。

「ちっちゃくなった貘ばく、カワイイわ。ちょっと貸しなさいよ」

　と、アリスベルの携帯からアルパカ貘を勝手に外すビビは……

　勉強がニガテで、授業中よく寝ている。なので俺が休み時間ごとに「荷電粒子砲メビウス！」と消しゴムを投げつけて起こしてやるんだが、それをやるとアリスベルが恥ずかしがってキレる。という流れがほぼ日課になった。

　居眠りしてるのは本人曰いわく「仕事で忙しいのよ！」だそうだが、コイツが小こ遣づかい稼かせぎ程度にしか芸能活動をしてない事はネットで調べれば一発で分かる。

　ていうか、こないだなんか居鳳いのう駅裏のゲーセンにいたし。

「返しなさい！　あなたは静せい刃じ君の事といい、なぜ私の物を取ろうとするのですか！」

　と、引き続き俺を物扱いしつつ、「いたた、こら、よせ」と苦く悶もんの声を上げるアルパカ貘をビビと左右に引っぱるアリスベルは──

　Ｘ組きっての、優等生だ。全教科、バランスよく出来る。

　特に英語は大得意で、教科書を読む発音は完かん璧ぺきだし、そもそも声が女子アナみたいにキレイだからお手本いらず。お行ぎよう儀ぎがいいから、先生ウケも割といい。

　そもそも、アリスベルは大人おとなウケがいいのだ。町の商店街では持ち前の育ちの良さを発揮し、誰だれにも礼儀正しく接する天使のような子として慕われ始めている。正体は魔女なのにな。




　そんな昼休みが終わり、午後はセアラ先生の授業が始まるんだが──

「……？」

　Ｘ組に戻ってから、しばらく待っても先生が来ない。

　先生の遅刻だ。

　教室にはアリスベル・ビビ・キリコ……つまり、女子だけ。なので、やる事がない。

　窓の外を見ても、少し離れた新校舎の窓には女子しか見えない。

　男は俺おれだけ。孤独だ。こうなると早く山やま之の内うちユウ・ナオ兄弟に来て欲しい。オチは始業式の記憶からもうだいたい読めているが、見た目はどうあれ男は男なんだろうからな。まだ友人になれる可能性が微粒子レベルでは存在するぞ。

（そういえばＸ組には、あと１人不登校児がいたよな）

　名前は、モモイ……なんだっけ。

　などと、ぼんやり考えていると──

　俺の隣りん席せきに『静せい刃じ君が女子の着衣を盗まないよう監視します』という名目で定住したアリスベル……の、通学鞄かばんから垂れ出ていたアルパカ貘ばくが……びくっ。動いた。

『静刃』

　続けて俺の頭の中に、声が聞こえてきた。貘の声だ。

「なんだよ」

『こら。念話テレコに声で答えるな。黙って聞け』

　はいはいテレパシーですか。もう驚おどろかないよ俺は。

　見れば、貘はシッポで廊下の方を示している。

『教師の森もりセアラと共に、強大な式力ちからを持つ者が接近している。念のため、用心しておけ』

　もう隠す必要もない空気なので、俺は妖よう刕とうを常に１本、机に立て掛けているんだが……

　それに触れながら、貘に言われた通り一応警戒しておく。

（……何だ？　この表示ガイドは……）

　すぐさま準潜在能力開放セミオープンアクトが始まり──視界の下部に、表示ガイドで字幕が視みえ始めた。

　加えて、セアラさんと誰だれか若い女性の、少し緊きん張ちよう感かんのあるムードの声が聞こえてくる。

　若じやつ干かんの雑音がある。補足の表示で分かったが、これは彼女たちが使っているテレパシーを、妖刕が盗とう聴ちようしてるんだそうだ。妖刕お前、多機能だな。

〈それは、この学校の与あずかり知るところではないわ。私は軍国教育には荷担しない。学の独立は教育の前提条件よ。それを脅おびやかす者とは、たとえ誰とでも戦う〉

　これは、セアラさんの声だな。

　今まで彼女から聞いた事のないような、強い口調ではあるが。

〈違います、先せん輩ぱい。あ、いえ、先生。私が派遣されたのは『パンスペルミアの砦とりで』に抵触する事象の監査のためです。リスクは小さくても早めに管理せよと、総理も……〉

　なんだ？　総理？　もう１人の女がヘンな事を口走ったぞ。

　まさかとは思うが、日本の内ない閣かく総理大臣──麻あ相そう玄げん朗ろうのことか？




　がらがら。

　保母さんみたいな笑顔で、スライド扉を開けたセアラ先生は──

「はーい。遅れてスミマセンでしたー。さて今日は、今日が初登校となったＸ組の生徒さんを紹介しまーす。はいどうぞ、入って」

　そう促うながして、背後から１人の女子を登場させた。

「は、はい」

　ちょっと緊きん張ちようムードで入ってきた彼女は、ふんわり緩ゆるやかにウェーブしたピンクブロンドのロングヘア。長い睫まつ毛げの目はおっとりした感じで、優やさしそうな人だ。

　春風に乗って、彼女からミルクみたいな甘い香りが微かすかに漂ただよってくる。

　だが、それらのほんわかムードはさておき──

　アリスベル、ビビ、俺おれに緊張感が走る。

（で、でかい……ッ！）

　背はセアラさんより少し低いぐらいだが、む、胸がっ。先生以上っ……！

　ふざけてんのか！　ってサイズだ。

　俺がそこに注目してしまったので、妖よう刕とうも彼女の胸に表示を出した。

『[image: １００]cm　Ｊカップ』……だと……!?

　じぇ、Ｊって。

　アリスベルも明らかに彼女の胸を見ており、「モ、モーレツ……！」などとびびってる。

　たしかにモーレツなデカさだ。

　その服は居鳳いのう高の制服的にも規格外だったのか、セーラーブラウスの裾すそが巨大な双球で持ち上がってしまっている。そのせいで、くびれた腰と形のいいオヘソが丸出しだ。

[image: ]

　ブラウス側も負けじとＪを押しつぶすように押さえつけているものの、それが逆にぱっつんぱっつん感を演出し、胸の巨大感を強調してしまっている。

（こ、これは……セアラ先生と並び立つと、壮そう観かんだな……！）

　今までは、キリコ＜ビビ＜アリスベル＜セアラ先生だったが──

　その序列のトップに立つ大天使が、Ｘ組に降臨したことになる。

「えーっと、17歳だから、高２でよかったわよね？」

「あ、はい」

　おっとり同士でセアラ先生と彼女が語ってるけど、いま学年を決めたんかい。

　ていうか今、セアラさんの方に振り向く動作で、彼女の制服のチェックスカートが広がって気づかされたんだが……

　か、下半身も凄すごいぞ、あの先せん輩ぱい。

　ばんっと張り出した臀でん部ぶが、短いスカートを持ち上げてしまっており──そこから女らしい曲線を描えがいて、むっちりと肉づきのいい太ももが伸びている。

　だが足が長いので、太いという印象は全くせず……その腰と脚との合わせ技で、ただでさえ短い居鳳高のスカートが超ミニに見える。

　そんなすごい肉体が、そんな色っぽい女子高生が、法的に許されるのか。

　などとテンパってたらアリスベルに机の下で足を踏まれ、後ろの席のビビに後頭部を殴なぐられ、俺おれが「痛いッ……！」と呻うめく中──

　セアラ先生が黒板に『桃もも井い 矢や子こ』と彼女の名前を書くのであった。

「はい、じゃあ質問タイムでーす。質問のある人は挙手どうぞー」

　ニコニコ顔のセアラさんが振り返り、俺たちは（キリコ以外）顔を見合わせ……

　不機嫌そうなアヒル口をしてたビビが、手を挙げた。

「ずいぶん美人ね。芸能関係の人？　どこかのミスコンに出たキャリアは？」

　なんだよその質問。

　ここは教室だ、オーディション会場じゃないんだぞ。

「い、いえ、そんな。とんでもないです」

　ほら。桃井矢子さん、わたわたしちゃった。困ってる。

「忘れっぽいわね、矢子は。ほら、バチカン飛地修道エンクレイブ女校・モーナカで」

「えっ、あ、そうでした。忘れてました。恥ずかしい思い出だから……」

　セアラ先生に横から小声で言われた矢や子こさんは、かぁ、と赤くなって俯うつむく。

　今の会話に「？」という顔をする生徒一同に、

「えーっとですね。今は先生と生徒ですが、私と矢子ちゃんは昔、先せん輩ぱい・後輩だったのです。その頃ころ──女子校で行われたミスコンという悲ひ愴そうな催もよおしがあったんですが、なんと彼女はそのグランプリに輝いたんですよー！」

　セアラ先生は、パチパチ矢子さんに拍手しつつ語るが……

　バチカン、とか言ったな。さっき。

　キリスト教・カトリック教会の総そう本ほん山ざん、バチカン市国の事か？

　そこに留学経験があるのか、この先輩は。居鳳高うち的にはいかにもな人だな。

『──静せい刃じ』

　貘ばくの声が、また頭の中に聞こえてくる。

「なん……」

　なんだよ、と言いそうになった俺おれは口を噤つぐみ、なぜか敵対的な顔で矢子さんに質問をしてるアリスベルを横目に貘の念話テレコとやらを聞く。

『うちの共同戦線コミユニテイのリーダーは、お前だ。お前が感じ取れてないと問題なので、私の見立てを伝えておく。あの女はアリスベルやビビとはフォーマットの異なる、白魔女だ。異能としての伎倆キヤパは、お前たちよりかなり上だろう。かなりの大きさを感じる』

　よく分からんぞ、という顔をアルパカに向けると、

『……要するに、トリケラトプスがクラスに来たようなものだと思え。おとなしいが、デカい。角つのもある。こちらから危害を加えない限り安全だとは思うが、まあ仲良くしておけ』

　と、彼女を草食恐きよう竜りゆうに喩たとえてきた。

　そんな矢子さんに、アリスベルとビビは思いっきり危害を加えそうな目を向けている。

　特に彼女のドでかい胸を、まあ睨にらむこと睨むこと。

　だが矢子さんは優やさしげな笑顔で「好きな食べ物は、すあまです」などとアリスベルの質問にニコニコ答えている。２人の敵意には気づいてないらしい。

　どうやら、ちょっと天然な人みたいだな。普段の祈いのりみたいに。

『それと、もう一つ気になることがある』

　そんな矢子さんに少し気を抜いていると、貘が──

『桃もも井いという苗みよう字じは、お前と兄妹きようだいになる前の──祈と同じ姓だ』

　少しも気の抜けないような一言を、付け加えてくるのだった。




　矢子さんはその後、教室の一番後ろの席に座って……

　特に発言することもなく、普通に授業を１時間だけ受けて早退していった。

　まずはクラスの様子を見にきた、って感じだったな。

　で、放課後、アリスベルとビビは『矢や子こ対策会議』とかで教室に居残りを決め込んだ。

　なので俺おれは登下校向けに包帯で巻いた妖よう刕とうを手に、１人で居鳳いのう高を後に──

　──しかけた校門付近で、

「あの。原はら田だ……静せい刃じくん。ちょっといいですか」

　その矢子さんに、遭そう遇ぐうしてしまった。

　何やら俺を待っていて、勇気を出して声をかけてきたような感じだ。

　仲良くしておけ、と貘ばくにも言われていたので……俺は一応立ち止まり、

「桃もも井い先せん輩ぱい、敬語使わなくていいですよ」

　会話に、応じておく。

　すると矢子さんは緩ゆるく握った手を口元にやり、はにかむような苦笑いをした。

　か、かわいい仕草だな。先輩なのに。

「じゃ、じゃあ原田君も……敬語使わなくていいよ」

「い、いや、先輩にタメ口なんて……」

「でも、あの……」

「いや、その……」

　なにこの超ぎこちない会話。

「じゃ、じゃあタメ口にしま……するよ。桃井さん」

「矢子さん、でいいよ」

「それじゃバランスが取れない。本当に同級生みたいだ」

「えっと、えと、じゃあ、私は原田くんをあだ名で呼ぶね。それでバランス取ろう。うーんと、静刃くんだから……せーくん」

　にっこり。矢子さんは『名案でしょ？』ってほんわか笑顔で首を傾かしげてみせた。

　同時に、ちょっと体を横に傾けた矢子さんの──胸が、ゆさり。

　重々しく揺れたので、俺は少したじろいでしまう。

「私にもつけていいよ、あだ名」

「それじゃあバランスが元に戻っちゃうって」

「あっ、そうだね。ふふっ。じゃあ……『矢子さん』って呼んでね」

「は、はあ」

「練習しよう。せーくん」

「……矢子さん」

「ふふっ。せーくん」

「矢子さん」

　何やらされてんだ俺。先輩命令とはいえ。

　でも矢や子こさんは楽しそうだ。幼児とお遊ゆう戯ぎしてる保母さんみたいに。

　そして、今しょうもない会話をしつつも何となく感じた印象だが……

　この人は、ガチで優やさしい、いい人っぽい。

　どういう人なのか分からない内から、あまり硬くならず話せたしな。

　女相手にこういうのは珍しい。ひょっとすると、俺おれと相性がいいのかもしれない。

　などと思って見つめていると、矢子さんは、

「……いい子で、よかった……」

　ちょっと嬉うれしそうに顔を伏せて、そう独り言してから──

「急にごめんね。ちょっとだけ、お喋しやべりしたかったの。また……来週ね。バイバイ」

　ぎくしゃくと挨あい拶さつをし、たゆんっ、と胸を振り回すようにターンして、たた、たたた。

　あまり運動神経を感じさせない足つきで、小走りに去っていく。

「……」

　なんというか……

　俺がどういう人間なのか、向こうも第一印象を探ってきたような感じだったな。

　俺がこの学校では珍しい男子だからなのか、何か別の意図があってか、判断はつきかねるが。

　……それはそうと、ついでに叱しかっておくか。

「盗み聞きはいかがなものかと思うぜ、キリコ」

　──妖よう刕とうの表示で分かっていたが、聞かれてたのだ。一連の恥ずかしい会話は。

　キラキラした校門の陰にいた、メカ女のキリコに。

　トコトコ、と出てきたキリコは悪びれる様子もなく、

「ナンセンス。異性に注目して注意散さん漫まんになっていた方が悪い。壁かべに耳あり障しよう子じに目あり」

　国語の成績が悪いくせに、ことわざで口答えしてきた。

　そして、ぴっ。両手をチョキにして、ツインテールの赤い玉飾りを１つずつ挟はさむように左右から添えてる。なんだその決めポーズ。

　と思ったらどうもその玉飾りは機械らしく、透明なプラスチック・カバーの中で、きょろっ。

　眼球のように、カメラレンズが収納された。撮影してやがったんだな。防犯カメラ女め。

「静せい刃じは共同戦線コミユニテイのリーダー。キリコは１件、報告をしに来た」

「どいつもこいつも俺をリーダー扱いしやがって……言っとくがあれはお前たちが勝手に」

「キリコは欠片カラツト探知専用のスキーム・スキン・バルーンを、従来のトリセンサーからクワッドセンサー化した」

「俺の話に割り込むな。あとお前の話は分からん。結論だけ言え」

　と言った俺に、キリコは命令通り──

「──キリコは火の鳥の欠片を探知した」

　重要な結論を伝えてきた。

「鳳おおとりの、欠片カラツトか……！　どのくらいの大きさだ。誰だれが持ってるんだ」

「今まで欠片の質量はほぼ均一だった事から、44個分と推定される。所有者は不明」

　44個！　ってことは、アリスベルが持ってる19個と合わせれば──

　一気に、63個になるじゃねえか……！

　取れれば、鳳の復活まであと１個だぞ。

　ちょっと……話がうますぎる気もするがな。

「ただし」

　そらきた。

「ただし何だ」

「これは存在が観測されたにすぎない。容易に取れるものではないと推定している」

「観測……推定？　どこにあるんだ」

「機密保持のため静せい刃じに言えるのはここまで。キリコは週明けから京きよう菱びし居鳳いのうヶが浜はま工場に入り、対応を開始する。土日に補習があれば出席するが、来週は登校しない。静刃は後日、現代文のノートのコピーとプリントを届けにくること」

　俺おれをリーダーと持ち上げつつパシリ扱いするのにはイラッと来たが、今のコイツには欠片を探知した手柄があるからな。

　ここは、引き受けよう。というか……マジメなアリスベルあたりに押しつけよう。




　翌日、ノンビリ過ごす予定だった土曜日の朝。

　俺は登校している。

　昨晩、金曜ロードショーを満喫していた俺に──『明日、音楽の補習に出ろや』と、八や九く藻も先生から電話が掛かってきたのだ。

　補習も何も、音楽の授業を受けた事がないぞ。居鳳いのう高じゃ、まだ。

　不審すぎる電話だったのでアリスベルに尋たずねたところ、この呼び出しは各クラスを横断して相当な人数にかかっているものらしかった。アリスベル、ビビ、あとキリコも来るらしい。

　そのアリスベルは、なぜか今日は一足先に登校してしまったので……

　俺は１人で、居鳳高の門をくぐる。

（異能の生徒を集めて、『補習』か……）

　イヤな予感しかしないな、これ。

（妖よう刕とう１本以外は、手ブラで来ちまったけど……大だい丈じよう夫ぶかな）

　授業は新校舎の多目的ルームとやらで行われるそうだが、そこで『今日は皆さんにちょっと殺し合いをしてもらいます』とか言われたらどうしよう。

　もう１本の妖刕と黒套コクド、持ってくりゃ良かったかな。

　いやいや、ないない。これは授業。授業だよ、音楽の。心配しすぎだぜ静刃。

　だがそう考えると、別の意味で手ブラはマズいよな。

　筆記用具ぐらいは持って行くべきかもしれない。

　と、マジメな俺おれは旧校舎に寄り道し、Ｘ組に置いてある予備のペンケースを取りに向かったところ……

（……ん？）

　Ｘ組の中に、人の気配がある。土曜なのに。

　一応、何かあったらすぐ妖よう刕とうを抜けるよう左手に持ち──

　がら。教室のドアを開ける。

　すると、うおっ……眩まぶしっ！

「「……！」」

　教室には、ハダカ……！　ハダカ、ハダカ──

　の、アリスベル、ビビ、キリコが……いる！　なんでッ!?

　み、み、見ちまったッ。モロに、しかも３人も……！

　白いヒモ水着を持っていたアリスベルとビビは、女子更衣室状態のＸ組に闖ちん入にゆうした俺を見て硬直しており……

　ヒモというか水着というかを淡々と身につけたキリコが、ぴっ。

　チョキにした両手を、また左右の髪飾りに横から添え──ビシュッ！
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　玉飾りから、レーザーみたいな光線を俺おれの足あし下もとに撃ってきやがった！　あっぶね！　床に穴開いたぞオイ！

　それを皮切りに、

「──モーレツッッ！　またですかこの下着ドロッ！」

「こここのエロガッパ！　おおお金払いなさいよッ！」

　環かん剱けんのパーツがビュンビュンと、細い雷がジグザグと、俺めがけて襲おそい来るッ！

　なっててよかった準潜在能力開放セミオープンアクト。俺はそれこそ格闘ゲームキャラみたいなムチャな動きでそれらを回避し──逃げるッ！

　逃げないと殺されちまうよ、マジで！

　ていうか、なぜ３人して水着に着替えてたのかはともかく、通常こういうのは鞄かばんや教科書を投げつけられるのが関せきの山だろうに。刃物に電撃にレーザーって。いかがなものかと思うぜ！




　というわけでペンケースは諦あきらめ、俺は新校舎へ逃げ込んだ。

　マジで刀しか持ってないよ俺。音楽の授業受けるのに。刀って。

　だがまあもう仕方ない。人生、諦めも大事だ。特にここは居鳳いのう高だしな。

　などと入った、白亜の新校舎は──

「……すげえ……」

　なんだこれ。校舎内が超キレイだ。ほぼ新築じゃねーか。

　床も壁かべもピカピカで、上の階に行こうと思ったらエスカレーターまである。

　チラッと覗のぞいた教室にはホワイトボード。掲示板は高輝度のデジタル・ディスプレイ。

　旧校舎と差がありすぎだろ、これは。こちとら黒板とチョークで授業受けて、掲示板なんざコルク板いたに画が鋲びようで藁わら半ばん紙し貼はってんだぞ未いまだに。

　と、ふてくされながら着いた多目的ルームは……

　児童館にありそうな、もしくは幼児番組のスタジオみたいな大部屋だ。

　机やイスは無い。壁はパステルカラーで、高校とは思えんファンシーさだ。

　男子的には『ガキ扱いすんな』とクレームを付けたい部屋だが、ここは元々女子校だからな。許されるんだろう、こういうのも。

　壁のデジタル掲示板によると、室内は土足禁止らしい。

　なので靴くつ下したで上がった室内は、マット敷き。

　目の届く範囲には誰だれも居いないものの……

　だだっ広いこの教室には間仕切りがあり、その向こう側からキャッキャッという女子たちの戯たわむれる声がする。やっぱり、けっこうな人数が来てるぞ。

　楽しげな、声だが……あの向こうの女子だらけの輪に入っていける自信は無い。孤立確定だ。

　とはいえ部屋や声の様子からして、バトルロワイヤル的な展開も無さそうなムードだな。

　普通に音楽の授業をやるってんなら、隅すみっこでおとなしくしてりゃ済む話だ。行くぞ。

　と、間仕切りの向こう側へ回り込むように入っていくと──

「──！」

　ま、またしても……眩まぶしっ……！

　ハダカではない。ハダカではない、が……！

　そこでは30人ぐらいの女子が、全員、布面積のやたら少ない白のマイクロビキニ姿で戯たわむれていたのだ。

　その肌はだ色いろ空間では──

　いろんな子が、いろんな事をしている。

　ヌルい鬼ごっこをしてる女子たちがいる。元女子校らしく、お化粧のさせあいっこなんかをしてる女子もいる。胸を張り合って大きさを比べてる女子もいる。

　ただし全員、白のマイクロビキニで。

　珍しいところでは、初等部と思われるチビっ子もいる。ブロンド髪に白い肌の留学生もいる。壁かべ際ぎわに体育座りしてニーチェを読んでるメガネもいる。

　ただしこれも全員、白のマイクロビキニで。

　ま、まさかあれが居鳳いのう高の学校指定水着なのか。なんちゅう学校だ。狂ってる。

　いや、それ以前になんで水着なんだ。音楽の授業なのに。

　ちなみに通常のスクール水着は胸に名前を書いた白布を付けるものだが、こいつらが着てるのは、

・一辺10cmもない白い三角布が上に２つ

・同様の小布が下に１つ（向きは逆）

・あとは白いヒモ

　というトンデモ水着なので付ける場所がない。かわりに肩ヒモにハート形のバッジがついていて、そこに各生徒の名前が書いてあった。商品みたいで、なんか逆にいやらしいぞ。

　そこにたった１人、制服姿で現れた俺おれに──

　きゃあきゃあ。女子たちが、騒ぎ始めた。

　だが、みんな楽しそうだ。恥ずかしさもあるんだろうが、半裸なのが自分だけじゃないから割とみんなすぐこの状況を面白がり始めてる感じだ。女は集団になると強気になるからな。

「あ、いや、俺はその……」

　壁際に後ずさる俺に、何人かの女子がイタズラっぽい目で近づいてくる。

「原はら田だ君も補習だったんだ、うれしー」「先生が来るまで遊ぼうよー」「おしくらまんじゅう、しよっかぁ」「あんこは原田君ねー」「あはっ、いいねそれ！」

　う、ううッ……！

　気がついたら、室内の半数ぐらいのマイクロビキニが俺を取り囲みつつあるぞ。

　ここに男が俺おれしかいないからって、みんなナメきってる感じだ。

　見た目に惑わされるな、静せい刃じ──ここは居鳳いのう高。ただの女子のように見えても、こいつらは得え体たいの知れない異能力者たちなんだ。このままじゃ、何をされるか分からんぞ。

　額に汗をかいた俺が、妖よう刕とうの鞘さやを少し固く握った時──

　パン、パン。手を打つ音と、

「──みなさん、お静かになさいな。男子が来たぐらいで、はしたなくてよ」

　多目的ルームの奥の方から、気取った感じの声が上がった。

　俺を取り囲む女子たちの向こうを見れば、そこには……

　もう１つ、女子たちの輪がある。

　その中心から、ひときわ目立つ背の高い女子が室内を睥へい睨げいするように見回していた。

　黄おう金ごん色のロングヘアは優美な曲線を描えがいて広がり、その毛先は丁てい寧ねいな巻き髪にしてある。

　両側頭部には、イバラを模した髪飾りがあって──それで纏まとめられたテールが、流れる髪に隠されるようにして左右に垂れていた。ツーサイドアップとかいう髪型だ。

（変則的だが、ツインテール……）

　って事は、魔女マツキか、魔法少女マツキーナか。

「ああ、ごめんなさいね。もしあなたがその状況を愉たのしんでいたのなら、余計なお節介だったのかもしれないけれど」

　と、こっちに話しかけてきた彼女に……

　俺は、少し立ちすくんでしまう。

　その美び貌ぼうに、吞まれた──という感じだ。

　まず彼女のプロポーションは、ハリウッド女優のように完かん璧ぺきなもの。

　マイクロビキニをパツンと突き上げる、形のいい大きな胸。蜂はちのようにくびれた腰。脂し肪ぼうの厚すぎず薄すぎない、完璧な美脚。

　ツンツン睫まつ毛げのキツい目も──気高いムードを放ち、絶対不可侵の気配を纏まとっている。

　このふざけた多目的ルームでさえ、彼女がいる事で女王の居室のように感じられるほどだ。

「私は、瑠る姫きハニーリズ。Ⅳ組マツキ３年、この学園の生徒会長よ。本来は、あなたから話しかけるべきだったけれど……困っているように見えたから」

　自分を取り巻くように集まっている女子の輪の中から、瑠姫ハニーリズ──ハーフなのか？──は、フン、と鼻を鳴らしてきた。

　それで少し分かったが……

　どうも、彼女は俺の事が気に食わなかったようだ。

　さっきまで周囲にチヤホヤされてた自分が、冴さえない俺に少し人気を取られてしまったのが面白くなかったんだろう。

　ただ実際、瑠姫のおかげで俺を囲んでいた女子たちは解散してくれたので、

「いや、助かった。実際、俺おれは困ってて……」

　そう礼を言う俺の背後から──

「そうは見えなかったけど？　このエロガッパ」

　というビビの声がした次の瞬しゆん間かん、ぐにぃ！

「何いやらしい目で女子を見てるんですか」

　いつの間にか現れていたアリスベルが、頰ほおを力一杯つねってきた！

「これは授業のための水着なのですから、邪よこしまな目で見る事はモーレツに許しませんよ」

「いたたたたッ！　おいよせやめろッ、なんて握力してんだお前ッ！」

　手を払って振り向くと、アリスベルとビビ、それとキリコも──

　き、着てるッ……冗談みたいに布面積の少ない、白のマイクロビキニを……！

「……っ……！」

　その光景に、さっき教室で見てしまったオールヌード×３が脳裏をよぎる。

　そこに妖よう刕とうが『先刻の記憶を基もとに透視（魔改造）しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ』とか選せん択たく肢しを視界内に表示してきやがった。窓から投げ捨てられたいのかお前。

「……」

　一瞬『ＹＥＳ』を眼球運動で指定しかけた俺の脳裏を、さっきのレーザー電撃魔ま剱けんがよぎり──間一髪、理性の力で踏みとどまる。

　だがマイクロビキニはマイクロビキニなので……

　アリスベルの胸は、やはりかなり大きい事がよく分かる。普段は下着で補正して形を整え、大きく見えすぎないようにしてるのかもしれない。妖刕によれば、88のＤ……って何なんだよ妖刕、さっきから。お前実はスケベだな。

　一方87Ｄと僅きん差さでアリスベルに負けたビビは、ビキニがよく似合ってる。多分グラビア撮影とかで着慣れてるんだろう。少し気になってこの間ネットでイメ検けんしたら、ヒットしたもんな。ビビの水着写真。

　キリコは……82のＣとチビの割にはちゃんとあるんだが、富める者たちの中にいると貧しく見える。しかも背が低く、胴がイカみたいな幼児体型だから、マイクロビキニ姿が痛々しい。

　妖刕の協力のもと、１秒で今の分析を終えた俺は──

　顔を素すに戻して、この異様な室内を改めて窺うかがう。

　室内には……女子たちが、古今東西の様々な楽器を運び込んでいる。

　それも、次々と。いつの間にか、壁かべ際ぎわは多様な楽器で埋まりつつある状況だ。

　元からあるっぽいピアノに、バイオリン、フルート。サックス。ギターはアコギもエレキも。キーボード、ショルキー、あっちではドラムセットを組み立てているのもいる。

（音楽の授業っぽくは、あるんだが……）

　などと首を傾かしげていると、

「はぁーい。森もりセアラでーす」

「おーう、授業やるでぇー」

　来た。セアラ先生と、八や九く藻も先生が……！

　青少年の健全育成によろしくない、みんなとお揃そろいのマイクロビキニ姿でッ……！

　セアラ先生は──どこもかしこも熟れた果実みたいな色っぽい肉体を、ほぼまるまる晒さらして下さっている。俺おれと同年代の女子にはありえない、高級な色香を感じるぞ。

　八九藻先生は──競泳水着が似合いそうな、しなやかなボディーラインをしていらっしゃる。健康的で、スポーティーに引き締まった身体からだだ。野生動物を思わせるね。

　……って、そうじゃなくてだな！

　抗議しないとッ。これはさすがに。

「せ、先生。この部屋──みんな水着なのは、なぜなんですかッ」

　という俺の質問を『なんで俺だけ水着じゃないんですか』という意味だと勘かん違ちがいしたらしい、おとぼけセアラさんは……隣となりに歩み寄ってきて、

「うふふ。だって原はら田だくんは、純粋な戦闘特化型の異能だから」

　ブロンドの髪が俺の顔にかからないよう手で押さえつつ、耳打ちしてくる。

　ついに言い出したな、先生も。異能がどうのとか。

「原田くんには、セージ能力が無いわ。だから『受信』のみで授業を受けて。耳だけ出てればいいのよ」

　……静刃セージ？　いや、文脈から考えて違うだろう。

「その、そうじゃなくて……みんな、こんな、際きわどい水着で……」

　俺がセアラ先生のほぼ丸見えの２大球体にたじろいでいると……ごちん。

「『発信』は歌だけやなくて、体の動き──舞踊典礼儀式ダンサートリガーからも発せられる。肌はだの露ろ出しゆつが多いほど効率がええんや。文句垂れるなや」

　こっちはヒソヒソ話じゃなくてゲンコツと共に、八九藻先生がそんな事を言ってくる。

　明らかに俺だけが先生に特別扱いされてる、その光景に──

　瑠る姫きハニーリズ……さっきの女王様然とした先せん輩ぱいが、また表情をムスッとさせていた。

「はーい、それでは音楽の授業を始めまーす。出席は取りませーん」

　改めてセアラ先生が皆にそんな事を言うが、誰だれも、何も、質問しない。

　みんな、待ちかまえている。これから始まることを。

　何が起きるのか分からないままに、それでも真剣に。

　先生が来てから、さっきまでのお遊ゆう戯ぎムードは消え去った。

「ではでは、お歌を楽しく歌いましょう！　楽器はお好みのものをどうぞー」

「生ナマや、お前らついてこい。気に入った歌い手は覚えとけや。相性ってもんもあるからな」

　ローランドのシンセサイザー・61鍵けんキーボードの前に立ったセアラ先生と、エレキギター、ギブソンのレスポールを取った八や九く藻も先生は──一いつ瞬しゆんだけ視線を合わせてから──

　いきなり楽器を搔かき鳴らし、歌い始めた。

（……っ……！）

　なんだこれ。上う手まい。まるっきりプロじゃねえか。

　曲はFly me to the Moon──バート・ハワードのスタンダードナンバーを、アップテンポの現代音楽コンテンポラリーにアレンジしたものだ。鳥とり肌はだが立つほど、カッコいい。

　流りゆう麗れいな発音で２人が歌う、英語の歌に──

「なるほどね、セージングだわ」「やっぱり先生ってケタ違いね」「歌うの恥ずかしいな」

　１人、また１人と、女子たちが何かに気づいたような顔をしている。

　そして壁かべ際ぎわにあった楽器を選び、それを手に手に……

　彼女らも、演奏・合唱を始めた。先生たちのリードに合わせる形で。

　曲は、メドレーになっていく。Take five──As time goes by──

　認知度の高い洋楽のアレンジから、Ｊ─Ｐｏｐ、アニソンまで繫つながれていく。

　全部、アドリブで繫いでる感じだ。みんな打ち合わせした様子も無いのに、凄すごいぞ、これは。

「お手並み拝見、ううん──お手並み拝はい聴ちようですね、ビビ」

「言っとくけど、あたしプロだからね。あんたたちラッキーよ、タダで聞けて」

　などとギターとベースを取ったアリスベルとビビも、アイドルの歌から合唱に加わる。

　勝負するように、しかし息の合ったデュエットでメドレーを繫ぐ２人も──

　う、上手い。聞き惚ほれて、我を失ってしまいそうになる。

　ヘタなプロより全然上じよう手ずだ。この場の全員が。ヘタじゃないプロも１人いるが。

　ばきゅん、と指ピストルでウィンクしてきたビビの仕草に、本当に胸を撃たれたような気分になり──恋の歌をその美声で歌うアリスベルに、誘惑されてるような気分になる中で──

　俺おれは、ようやく気づいた。

　２人の歌を聴きく自分の身に起きている、異変に。

（──12……13％……？）

　潜在能力開放オープンアクト──

　妖よう刕とうの機能が、勝手に上がっているのだ。歌に反応して、その機能を試すかのように。

　だが、この値はおかしい。

　納刀状態での上限値は10％のはずなのに、それを明らかに上回っている。




　インターバルを挟はさまず28分間も続いたメドレーが、終わり……

　音楽の授業を終えた多目的ルームは、休きゆう憩けい時間となった。

　ルーム内ではノドを癒いやすカリン茶をもらった女子たちが、少し疲れた表情で談笑してる。

　すっかり圧倒されて壁際に座り込んでいた俺の左ひだり隣どなりに、

「……どうでしたか、静せい刃じ君。感じ取れましたか」

　カリン茶のコップを手にした、アリスベルが体育座りしてきた。

　マイクロビキニ姿のアリスベルにまた少し焦あせった俺おれは、目を逸そらしつつ──

「ここは音楽学校にした方がいい。その方が世のため人のためになるぜ」

　茶化して返したが、声と表情は硬いままだ。

　この授業が、やっぱり居鳳高の音楽の授業だったって事が分かったからな。

　アリスベルも俺がこの授業の正体を察した事は分かったらしく……

「今のは『セージングSaging・タクティクスtactics』──古来より吟遊詩人バードたちが発展させてきた、音楽を使った式しき。その受発信テストだったようです」

　大っぴらにそうとは言わず、暗黙の了解でやらせる辺りも居鳳いのう高的だったな。

「これは異能に限った事ではないのですが、音楽は人の心、ひいては能力に影えい響きようを及ぼします。異能は戦闘中にも、歌で味方を支援する戦略を取ることがあるのですよ。式力の消費が激しく、直じかに攻撃する方が効率がいいので、後回しにされがちな技術なのですけど」

「モンハンの狩しゆ猟りよう笛ぶえだな、まるで」

「もんはん……？」

　頭の上にハテナマークを浮かべるアリスベルはさておき……

　まあ、あるよな。ゲームの世界にも。戦闘系のキャラを歌や音楽で支援する戦術は。

　あれも元々、伝承とかにあったこの魔術を基もとにして作られた設定だったんだろう。

　異能は、異能を、強化できるのだ。

（となると、少し考えなきゃいけないな……）

　実際、俺の準潜在能力開放セミオープンアクトも13％まで上がった。歌が終わった後、ゆっくり戻ったけどな。

　今後もし俺が、自分と同じぐらいの強さの敵と１対１になったら──

　こういった強化による支援の有無が、生死を分けるかもしれない。

　だからみんな、歌が上う手まいんだな。歌に、命がかかってるんだから。

（貘ばくはオンチだったが……まさか、そのせいで殺されたとか言うんじゃないだろうな？）

　などと考えていると、

「で、誰だれの歌が良かったですか？」

　アリスベルが、変にモジモジしながら聞いてくる。

「みんな上手かったけどな。お前の歌も良かったぞ」

　俺が率直な感想を言うと、かぁああぁああ。イチゴみたいに、頰ほおを赤くしてるよ。

　なんでだ？　上手いヤツに上手いって言っただけなのに。

「ふーん。じゃあ、あたしのは？」

　と、俺の右みぎ隣どなりには柑かん橘きつ系の香りがするビビが座ってきた。微妙に、への字口で。

　するとアリスベルが一いつ瞬しゆん『邪じや魔ま者ものが来た』的な表情でビビを睨にらんだが、

「ビビのも良かったよ。まあお前は上う手まくて当たり前だけどな」

　と言うと、ビビは『アリスベルざまあ』的な表情でアリスベルをニヤニヤ見てる。

　なにこの、女同士の視し殺さつ戦……？

　今度は俺おれが頭上にハテナマークを浮かべていると、キリコもやってきて──

「──一般的に、人には好きな歌手がいるもの。静せい刃じにも、いるものと推察される」

　相変わらずこっちを見てるのか見てないのか分からない目で、話しかけてきた。

「好きな歌手……？　いるけど、それが何だ」

「森もりセアラと八や九く藻もの会話から推察したが、『異能の歌の効果』には、『聞き手の好き嫌い』と相関性がある。つまり、聞き手が歌い手のファンかどうかが大事」

　その言葉にアリスベルとビビは『バラすな！』的な表情でなぜか赤面してるが……

　なるほど、それでこの授業がこういう形式で行われた理由も分かったな。

　要するに異能同士で歌い合わせながら、自分に合う歌い手と──

　──自分が歌って戦わせるべき、戦士を探させていたのだ。お互いに。

　と、そこに……

「すみませんっ、チコクしちゃいましたー……！　寝坊、しちゃいまして……はぁ、はぁ」

　たゆんっ、たゆんっ、ゆあゆよーんっ……！

「──！」

　俺の目玉が、今度こそ本気で飛び出しそうになる。

　両胸の先を申し訳程度にしか隠さないマイクロビキニを整えながら、Ｘ組先せん輩ぱい──

　矢や子こさんが、[image: １００]cmＪカップを振り子運動させつつ駆け込んできたのだ。

　す、すげえもんを見ちまった。

（超常的な質量になると、女性の胸とは、あのように振り回されるものなのかッ……！）

　って、いかん。あんまり見てると、またアリスベルの頰ほほ肉にくちぎりが来る。目を逸そらそう。

「あー……もう終わったで、授業」

「んもー、矢子ったら。それじゃあ、受信はいいから何か１曲歌っていきなさい」

　生徒を見ながら帳ちよう簿ぼをつけてた先生たちにそう言われた矢子さんは、

「はぁ、はぁ、す、すみませんでしたー……」

　荒い息で胸をまた前後上下にゆたゆたさせつつ、汗を指でちょっと拭ぬぐってから──

　壁かべ際ぎわにあった、小さなアイリッシュ・ハープを手に取った。

「じゃ、じゃあ……」

　そして俺の事を一いつ瞬しゆんチラ見して、赤くなってから……ぽろんっ……

　女性的な手つきで、その竪たて琴ごとを奏かなで始める。

　艶あでやかで、穏おだやかな前奏──そこで息を整えてから、矢子さんがその優やさしい声で……

　歌い、始めた。

　妖よう刕とうによれば、エスペラント語の歌を。

（……！）

　あまりの事に……

　俺おれも含め、室内の全員が呆ぼう然ぜんとする。どうやらこれを知っていたらしい、セアラ先生以外。

　上う手まい……のは皆と同じだが、それだけじゃない。

　矢や子こさんの歌声には、心に染しみ入ってくるような力がある。

　まるで母が胎たい内ないの子に歌いかけるような、愛と慈いつくしみに満ちた……まるで、この世の汚けがれを何一つ知らない天使のような、無む垢くで、純粋な……歌声……

　音を立てたくない。声を出したくない。この歌が終わるまでは。

　ただ、ただ、聞いていたい……いつまでも。

　言葉の意味は分からないのに、涙が出そうになる。

　実際、ぽろぽろと泣き出している女子もいた。

「──相変わらず神がかってるわね。歌式セージングが専門でもないのに、大したものだわ。でも式力ちからの費ひ消しようが大きすぎよ、矢子。要改善……っと」

　帳ちよう簿ぼを付けながらのセアラ先生の声で、我に返る。

　気づけば歌は終わっており、自分たちの歌が彼女より劣る事を悟ったアリスベルとビビは、悔くやしそうな表情をしていて……

　妖刕は、俺の準潜在能力開放セミオープンアクトを──17％まで上げていた。

　女子たちの拍手喝かつ采さいを受けて、矢子さんはハープを抱だっこしながらペコペコお辞じ儀ぎしてる。

　そして、拍手喝采に包まれた多目的ルームの中……俺は、もう一つ、気づく。

　また取り巻きの女子たちの人気を攫さらわれた、あの瑠る姫きハニーリズが──

　──刃物のような鋭い目線で、矢子さんを睨にらんでいる事に。




　いろんな意味で衝しよう撃げき的だった『音楽の補習』後……矢子さんはセアラ先生と話があるとかで残り、アリスベルたちは着替えのためにＸ組へ向かった。水着姿で。

　俺は妖刕を手に、準潜在能力開放を解除しながら多目的ルームを出る。

　ちなみに最近やっと分かった事だが、準潜在能力開放セミオープンアクト・潜在能力開放オープンアクトは解除ができる。

　どうするのかと言うと、それは実は簡単なことだった。

　要は、意識しなければいいのだ。自分が、妖刕と共に戦っていることを。反対にそれを意識すれば、手に握っていようが背負っていようが、携帯している分には例の数値が上がる。

　もちろん戦闘中はそれを意識せざるを得ないので、必ず効果が現れる。

（この辺、うまくできてるよな。妖刕は）

　などと考えながら向かった、下りエスカレーターには……うっ。更衣室へ向かう女子どもがウジャウジャ乗ってる。マイクロビキニ姿で。なんちゅう絵え面づらだよ。

　あの流れに加わるのはイヤなので、俺おれは階段の方へ回る。

　そう、階段でいいんだよ、階段で。だいたい学校にエスカレーターって。

　人間、なんでも機械任せにしちゃダメだ。キリコになっちまうぞ。

　と、俺は４階から４階へ下りて……

（……？）

　あれ？　階数の表示板を付け間違えてんのか？　新校舎。４階の下が４階だ。

　と、更さらに下りるが──４階。

「………」

　下りる。また、４階だ。

　４階を、ループさせられてる。

（……絶ぜつ界かい……か……!?）

　何者かは分からないが、これは異能の仕し業わざと考えるべきだ。

　俺は妖よう刕とうを手に、窓を見て──舌打ちする。

　曇くもりガラスの向こうから、グロテスクな生き物がこっちを見てる。

　だが妖刕によれば、それは３Ｄ映像みたいな幻まぼろしらしい。

　やはりここはもう絶界。あれはこの空間を包む、立体の模様みたいなものだろう。

　踊り場から階下を見ると──本来３階があるべき辺りを黒い靄もや……霧きりが、覆おおっている。

　上も同様だ。突っ込んで行っても、たぶんループさせられるんだろう。

　……じわぁ……と……

　さっきまで無地だった壁かべに、染しみが浮き出るように絵が広がっていく。

　人間の血肉が描えがかれた、その絵柄は……嗜し虐ぎやく的で血ち生なま臭ぐさく、そのくせ薔ば薇らで彩いろどられてもいる。

　ちょっと頭がアレなアーティストが描かいた絵画のような、気味の悪い絵だ。

　笑い声と悲鳴が混ざったような、耳みみ障ざわりな音がその絵から聞こえ始めて──

　──ようやく、『表示ガイド』の機能で視界に警告のアラートが出た。遅おせえよ。

　いや、この安い脅おどしを仕掛けてきた犯人は……妖刕すら欺あざむいた相手、という事なのか。

「……ッ……」

　目標方ターゲツト向指示ロケーターが、上階方向を示す。

　俺は上り階段を振り仰あおぐが──抜刀は、しない。

　絶界に捕らえられた理由が不明確だ。敵に戦う意思があるのかどうかまだ分からない以上、こっちから火ひ蓋ぶたを切るようなマネはしたくない。

　だが、準潜在能力開放セミオープンアクト──４％、５％、６％──

　もし闘やるってんなら、俺も黙ってやられはしないぞ。

　──８％、９％……10％弱で、安定する。よし、間に合った。

　これで最低限、身を護まもる事ぐらいは出来るだろう。攻めるとなれば、抜く。

　落ち着け……落ち着け。俺おれはビビともキリコとも戦ってきた。

　ステージを２つクリアして、３つ目に差し掛かったに過ぎない。そう考えるんだ。

　上り階段の上に、ひらり……ひら、ひらひらひらっ……

（何だ？　薔ば薇らの、花弁……？）

　真紅の花びらが、次々と舞い始めた。

　そして、ザザザザザッ──流れるように集まっていき──女の形に、なっていく。

　黄金色の、ロールをかけた優ゆう雅がなロングヘア。ツーサイドアップの変則ツインテール。

　大きな胸。くびれた腰。映画女優顔負けの美脚。

（……瑠る姫きハニーリズ……！）

　さっき音楽の授業で俺と矢や子こさんにガンを飛ばしていた、３年だ……！

「フフッ──ウワサの、男子くん。意外とカワイイ顔をしてたのね。色直ししてきたわ」

　挑発するように、長い髪をファサッと手の甲で払って見せた瑠姫は……

　改めて、女王様だった。だが今度は、ステレオタイプな──ＳＭの。

　元々キツい美び貌ぼうは、鋭いアイシャドウと深紅の口紅でよりキツく彩いろどられている。

　さっきのマイクロビキニ同様、大だい胆たんに肌はだを露ろ出しゆつした衣装は──艶つや々つやとした黒革のビスチェ。

　同じ黒革のスカートは、股また下した０cm。下から見上げると、雪ゆき豹ひよう柄がらの下着が丸見えだ。

　さらに漆しつ黒こくのマントまで掛け、昔の特撮に出てきそうな悪の女幹部を思わせる装よそおいをしている。
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　ともすると滑こつ稽けいな出いで立ちだが、顔もスタイルも完かん璧ぺきな瑠る姫きがやるとサマになる。好こう事ず家かが見たら泣いて喜ぶような、サディスティックな女王様ルックだ。

　踏まれたら刺さりそうなピンヒールを、カツンッ！　と鳴らしてモデル立ちした瑠姫は、

「──『ワラキアの歌か笛てき』に、お酔よいなさい」

　ピンと伸ばした両腕を広げ、すぅうっ……大きく息を吸い込み──

　紅べにを差した唇くちびるで、歌い、始めた。オペラのような歌を。

　その歌が、超音波みたいな高音のトリルにさしかかった時……

　瑠姫はさっき吸った息を盛大に使い、声量を上げていく。

　声が大きく、大きく、さらに大きくなっていく……どこまでも！

　ホホホホホ──ホホホホホホホ───ホホ────ホ──────────ッ！

　な、何だこれは……！　う、歌による、攻撃ッ……!?

　轟ごう音おんと化した瑠姫の声で、制服が突風に吹かれたように暴れる。

　大気の振動は俺おれの体内に易やす々やすと浸透し、中で反はん響きようし、脳と内臓が引っかき回される。

（……く、苦しいッ……！　み、耳が、いや、頭が割れる……ッ！）

　苦痛に歪ゆがむ視界では──８％──６％──さ、下がっていく。準潜在能力開放セミオープンアクトが。

　異能は、異能を、弱体化もできる……のか……！

　これは明らかに攻撃だ。攻撃を受けた。戦いが始まっている。何とかしないと。だが相手は音だ、音からは、逃れようがないッ……！

　俺が本能的に耳を塞ふさごうとし、妖よう刕とうを握る右手が緩ゆるんだその時──

　──ヒュンッ！

　光の粒子の尾を曳ひく白い花が飛来して、ビシィッ！

「──ッ！」

　俺の右手の甲に、突き刺さった……！

　く、茎が、深々と貫かん通つうしている。手のひら側へ。

　それで放してしまった妖刕が、階段の踊り場に落ちる。ガスンッ、と床にヒビが入り、俺の視界から表示ガイドが消え、白い花……大輪のクチナシの花と、激痛だけが右手に残った。

　そこで歌をやめた瑠姫が、カツン、カツン。

　それこそ王侯貴族のように優ゆう雅がな足つきで、ハイヒールを鳴らして階段を下りてくる。

　……や、やられたッ。

　アイツはまず刀の殺傷圏外に立ち、中距離から声で俺の力を奪うばい、この投げナイフのようなクチナシで俺と妖刕を分断した。手順がハッキリしていた。さすが３年、戦い慣れてやがる。

　手に突き刺さったクチナシは……いつの間にか、白い花弁のフチが少し赤くなっていた。

　不自然なことに一滴も出血がない。それにも拘かかわらず、俺は貧血を起こしたような脱力感に襲おそわれる。その場に膝ひざが落ち、前のめりに倒れてしまう。

　この花は、投げナイフなんかじゃない。ただ刺さっただけじゃないんだ。

　おそらく、異能の花……！

　抜こうとしても、抜けない。まるで俺おれの手に、針金でできた根を下ろしたように。

　破壊することもできない。花弁が鋼鉄のように硬く、重い。

「──男ごときがよォ」

　さっきまでの悠ゆう然ぜんとした喋しやべり方とは違う、怒りに震ふるえる声を上げた瑠る姫きが──ぐりっ。

　倒れた俺の頭を、鋭いピンヒールで踏みにじってくる。

「×バツ組テンで教師にちょっとチヤホヤされたからって、調子こいてんじゃねェぞ。原田ハルアダァ」

　ぐい、と胸を張って言う瑠姫が、ヒールに体重を掛けてきて……分かった。

　これは、後輩イビリだ。居鳳高流の。

「……私は、赤い花が好きよ」

　瑠姫が気取った喋り方に戻り、その場に片膝をつく。

　そして倒れた俺の顎あごを、真まっ赤かなマニキュアをした人差し指で上げさせてくる。

「その花が赤く変わるまで。それが死のカウントダウン。それは吸血ガデニア梔子花・ドラキユリア。ポンプのように、お前の身体からだから血液を抜いているのよ。この絶ぜつ界かいの別の場所へと、ね」

　血……血を……抜き取ってるってのか!?

　もう花弁の１～２割は真っ赤に変わっている。

　今までの時間から考えて、全体が赤くなるまで、あと５分も無いぞ……！

　俺は慌あわてて、右手首を左手で握って止血を試みる。

　笑みを浮かべる瑠姫を、俺が睨にらみ上げると──

「あら、何か文句があって？」

　大ありだッ！　と、声を出そうとしたが……それすら躊躇ためらわれる。

　血が余計に流れるような一切の行動が、今は命を縮めるのだ。

「……そう、なければいいのよ。でも今の目つきは──」

　パシィン！　と、瑠姫は床スレスレの平手打ちを俺の頰ほおにヒットさせた。

「フフッ。平手打ちは暴力ではなくてよ。私からの後こう輩はい教育。だからほら、原はら田だ。ありがとうございますと言いなさい。ありがとうございますと。ホホホッ」

　こ、コイツ……生きつ粋すいのサディストだな。

「それさえ言えば、抜いてあげてもよろしくてよ。ほら、ほら、ほらほォらァ。もう、お花が紅白になってきたわよ？」

　どうする……!?

　瑠姫が言うとおり、クチナシの花弁はもう半分ほど赤く染まってきている。時間がない。

　妖よう刕とうはそこにある。

　止血をあきらめ、左手を手首から外して刀を取り、戦うか？

　だが失血死までの数分で、この女を斃たおせるのか？　黒套コクドも無しで。

　……ダメだ。俺は中距離に対応できない。

　また妖よう刕とうの届かない範囲に離れられたら、第２のクチナシでトドメを刺されるかもしれない。

「お前が私に屈した99人目の異能。顔と名前は覚えておいてあげてよ。で……どうなさるの？　死んじゃう？」

　ふわ、と──ラズベリーのような香りの髪が、俺おれの鼻を撫なでる。

　異常な、寒さ……寒気がする。本当に、血が失われているんだ。相当量。

　花は２／３、赤く染まった……！

（ビビといい、この瑠る姫きといい、異能は気安く人を殺しにかかりやがる……！）

　と、俺が歯ぎしりした時。

「──瑠姫ハニーリズ。あんた知らないのね」

　その、ビビの声が……下の階から聞こえ……

　続けて俺の右手の周囲を、光る赤十字の図形が飛び回り始めた。

「魔法少女には、使い魔が要いるのよ。そいつを殺してもらっちゃ困るわ」

　続けて、非常口を意味する蛍けい光こうグリーンの人ひと形がたピクトが下り階段で渦を巻く。

　それと共に階段を上がってきた、魔法少女姿の──ビビは、

「静せい刃じ。とりあえずそれ、完全じゃないけど止血。あたし、快癒式ラジエルはニガテなのよ」

　薙刀なぎなたのようなフリントロック・グレイブで、俺の手の周囲を飛ぶ赤十字を指す。

　た、助けに来てくれたんだ。

　おかげで花の変色は……止まったワケではないが、かなり緩ゆるやかになった。

「……[image: ]まゆずみ美び々び。名前は知っていてよ。元Ⅴ組マツキーナ１年の、ガラの悪い魔法少女ね」

　瑠姫は俺の頭の横に立ち、腰に手を当てて尊大に胸を張る。

「ガラ……って、あんたねェ」

「お前の衣装は戦う時、シマシマ模様のパンティーがチラチラ見えるとか。誘ってるみたいで、逆に不潔感があるわ。見せるなら堂々と、エレガントに魅みせなさい」

「こッ──これは由ゆい緒しよ正しいコスよっ！　絶対パンツじゃないし！」

　どかーん！　とツインテールを跳はね上げさせて激怒したビビは──

「あたしもあんたの事は知ってるわ。Ⅳ組マツキ３年、瑠姫ハニーリズ。噂うわさじゃ、大物のバケモノに憑つかれてるとか？」

「そう。私は最上位クラスの化生ライカンと契約を交わした魔女マツキ。契約上、彼女の御み名なを明かすことはできないけれど……貘ばくごときとじゃれ合うお前たちとは、モノが違くてよ」

「……よく知ってるのね、あたしたちの事。でもそれで読めたわ。静刃に手を出したのは──フェニックスの欠片カラツトが目当てなんでしょ、あんた」

　それなら容よう赦しやしないと言わんばかりに、フリントロック・グレイブの先端が瑠る姫きの方を向く。

（フェニックス……鳳おおとり……？　瑠姫ハニーリズも、鳳の復活を狙ねらっているのか……!?）

　俺おれは単に後こう輩はいイビリかと思っていたが、それだけじゃなかったのか。

　だとすると根が深いぞ。この対立は……！

「お前たちが欠片カラツトを取り合っている事には、気づいていてよ。少し集まってきたみたいだから、もらってあげようかなって思ってたの。ちょうどその男に後輩教育をする必要も出てきたから、今かな、ってね」

「……横取りするつもりね」

「あれを渡すなら、この場は見逃してあげてもよろしくてよ」

「バカ言うんじゃないわよ。何が願いか知らないけど──」

「願い？　なくてよ、そんなもの。私は、美しい宝石が好きなの。欠片カラツトが欲しいのは、ただ、美しいからよ」

　底意地の悪そうな顔で、ニヤリと笑った瑠姫の言葉に──

　俺はビビ共々、啞あ然ぜんとする。

　そ、そんな理由で手出ししようとしてるのか。コイツは。俺たちの欠片に。

（あれには、みんなの願いが懸かかっているんだぞ……！）

　俺は、鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨとは……純粋に願いを懸け、持ってるヤツらを１人１人倒していくものと思い込んでいたが……こういうヤツも、参戦してるのか。

「美はこの世の支配律。私が契約した化生ライカンも、大きな鳳の欠片を持っていてね。念視テレソで見せていただいたけど、あれは本当に美しい宝石だったわ」

「どこにいるのよ、その化生は」

「地図上では私のすぐ近くよ」

「ウソね、瑠姫。あたしもアリスベルも、この辺りに大質量の欠片なんか感じ取ってない」

「フフッ。お前たちごときに、感じ取れるわけはなくてよ」

　謎なぞめいた事を言う瑠姫だが……コイツは、難しい相手だぞ。

　まず、半ば厭いやがらせのような理由で、俺たちから欠片を取り上げようとしている。

　欠片の所有者を知っているような事も言っているが、怪しい。本当かどうか分からない。

「──考えることは無いわ、静せい刃じ。コイツは、ただの敵よ。あんたを襲おそい、あたしの大好きなこの服をバカにした。まずはその衣装をちぎって、ハダカにひんむいてやるわ」

　戸惑う俺の表情に気づいたのか、ビビが吐き捨てるように言う。

「やれるものならどうぞ。目が眩くらむわよ、真珠よりも美しい、この肌はだを見たら……」

「そこまでナルだとツッコむ気も失うせるわね」

　と……牽けん制せいするようにグレイブを構えたビビが、階段を上ってくる。

　瑠姫は──カツンッ。

　敢あえて、ビビに正対しない。

　ヒールを鳴らして、下り階段・上り階段の両方が見えるような位置に陣取った。

　それにビビが舌打ちした、次の瞬しゆん間かん──

　キラ、キラ、キラキラ……と、黄金色の光が……上り階段側の天井に大きな輪を描えがいた。

　輪の内径には、時計の文字盤みたいに文字列が並んだホログラムが煌きらめいている。

　そのホログラムをくぐって、マンホールを降りてくるように──

「囮おとりがヘタですよ、ビビ。もう少し上う手まく挑発しなさい」

　すたんっ。制服姿のアリスベルが、スカートを手で押さえつつ階段へと降り立った。

　どうやら──ビビが瑠る姫きを引きつけて、後ろからアリスベルが奇き襲しゆうする作戦だったらしい。

　それには失敗したようだが、今、瑠姫は２人に挟はさまれた形になっている。こっちが有利だ。

　さっき自分がくぐった輪──環かん剱けんが上から落ちてくるのに任せて、すぽっ。浮き輪のように円形の刃やいばを構えたアリスベルは、

「ウワサに違たがわぬハレンチな戦いくさ装しよう束ぞくですね、佐さ藤とうよし子こ」

「──その名前さ言うでねッ！」

　カァッと赤くなって急に訛なまった瑠姫ハニーリズと、不可解な会話をしてる。

　よく……分からんが、挑発係はこっちアリスベルにした方がよかったんじゃないか？

　何にせよ瑠姫の注意が俺おれから逸それた、その瞬間──

（今だッ……！）

　俺は右手首から左手を外し、落ちていた妖よう刕とうの柄つかを取った。

　そして、口で鞘さやを抜き放つ。

　すぐさま、表示が甦よみがえり──失血で戦闘不能になるまでは、

「……あと３分か。ちょうどいいぜ」

　ギラリ、と赤熱化を始めた刃を光らせる俺に──

「……ッ」

　瑠姫は振り返り、踊り場の上で俺から距離を取っていく。

　それでいい、想定通りだ。お陰で時間が稼かせげる。

　４％──９％──抜刀は潜在能力開放オープンアクトだ、準セミじゃない──14％……21％……！

　その数値が上がると共に、俺の中に棲すんでいる獰どう猛もうな俺が目を覚ましていく。

　バキ、バキバキッ……と、俺の体から筋きん繊せん維いの圧縮されていく音が上がる。威い嚇かく音おんのように。

「この女は俺が片付ける。もし逃げたら──アリスベル、ビビ、仕留めろ」

　意識が、強く、勇ましくなっていく。

　自分の目つきが猛もう獣じゆうのように鋭くなっていくのが分かる。

　そんな俺に、瑠姫は──

　ニヤァ……と、笑みを向けた。むしろ嬉うれしそうに。

　戦やる気か。この俺おれと。

　上等だ、その高い鼻っ柱をへし折ってやる。

　お前はこの踊り場から出られない。下にはビビ、上にはアリスベルがいる。

　お前は俺の距離──零ゼロ距離に、追い詰められてるんだ。

　と、俺が左手だけで刀を振りかぶろうとした時──

「よせ静せい刃じッ。そんなお前を見せては失礼だろう。彼女は大魔女グランマツキに分類されるべき、大物なのだぞ」

　上り階段──アリスベルの方から、貘ばくの声が聞こえた。

　アリスベルのスカートのポケットから、アルパカのヌイグルミが顔を出している。

「『断だん空くうの魔女』、瑠る姫きハニーリズ。静刃の非礼を謝罪する。彼はまだ異能の礼儀作法を知らず、お前に見せるのも恥ずべき──カジュアルな装よそおいで、ここにいるのだ。万全の出いで立ちでなら、お前ごとき敵ではないのだが……」

　初めは謙へりくだるように、次第にバカにするような口調になりつつ言った貘に──

「……なんですって？」

　瑠姫は、その細い眉まゆをツリ上げた。

「状況から考えて、その声は多分──貘なのだろうけど。いま、『お前ごとき』と申して？　この矮わい小しような男が、男ごときが、私に勝まさると？」

　瑠姫は額に青筋を浮かべ、怒りに肩を震ふるわせながら……黙ってしまう。

「……」

「……」

　ビビとアリスベルも、しばらく緊きん張ちようの面持ちで黙っているが……

　お、おい。闘やるなら早く闘らせてくれよ。俺には時間制限があるんだぞ。

　と、焦あせる俺の前で……ひらっ。

　瑠姫の胸の前を、深紅の薔ば薇らの花弁が舞った。その花びらが、増えていく。

「──私としたことが、少しカッとなってしまって……抜き打ちが過ぎたみたいですわね」

　落ち着いた声を残しながら、瑠姫は無数に増える花弁に覆おおい隠されていく。

　そして、その姿が……

「生徒会長として、正式に決闘すべきでしたわ」

　上から下へと、消えていく。乱舞していた花びらと、共に。




　瑠姫の消失と共に、絶ぜつ界かいも解け──階段が、普通に４階と３階を繫つなぐものへと戻った。

　貘が血を取り戻すような式しきを使ってくれて、アリスベルとビビが忌いま々いましいクチナシも抜いてくれたんだが……それ以上の治療は、誰だれにもできないようだった。

　貘は、アルパカモードでは俺を完治させるほどの能力が出せなかったのだ。そして自分でも言っていたがビビ、そしてアリスベルは応急処置レベルの治ち癒ゆ術じゆつしかできない。

　医学と同じで、人の傷病を癒いやす式は難易度が高く、失敗すると余計に悪化させてしまう事があるらしい。現実はゲームみたいにはいかないもんだな。

　結果、俺おれの右手は……見た目的は元に戻ったが、中身は治りきってない。

　全治１ヶ月ってレベルだな。しばらくは妖よう刕とうもマトモに握れないだろう。病院で、本格的な手術が必要かもしれない。

　そして、さっきの瑠る姫きハニーリズは──

（逃げた……って感じじゃなかったな）

　きっと、キレたんだ。

　キレると逆に冷静になるヤツもいる。瑠姫はそういうタイプだったんだろう。

　そしてそれを見抜いていた貘ばくの、俺流に翻ほん訳やくすると『フル装備の静せい刃じならお前を倒せるぞ』的な発言に『それなら静刃が万全な状態の時に闘やってやる』と思った。

　そして……一いつ旦たん、帰った。ってとこか。

　あれはまた襲おそってくるぞ。

　後こう輩はいイジメは執しつ拗ようなものと、相場が決まってるしな。




　一難去ってまた一難、とはこの事だ。

　アリスベルと家に帰った俺を出迎えたのは、祈いのりではなく──

「あっ、おかえりなさい。せーくん」

　ぱっつんぱっつん状態の制服を着た、Ｘ組の先輩・桃もも井い矢や子こさんだったのだ……！

　地球中を癒してくれそうな笑顔で俺たちを出迎えた矢子さんを、アリスベルは、

「──せ、『せーくん』と言いましたか、今？」

　いたことに驚おどろいてから、思いっきり睨にらみ付けてる。

　だがそんな全力の敵意にも気づかず、矢子さんはニコニコ、のほほん。

「あなたはアリスベルさん。祈から話は聞いてたけど、せーくんのお友達なのよね。改めて、よろしくお願いします」

　頭と同時に胸Ｊをゆっさり垂れさせて、お辞じ儀ぎしてくる。

　な、なんだこれ……何で矢子さんがちち、じゃない、うちにいるんだッ……？

　困惑する俺をよそに、

「私もいま着いたところなの。方向音おん痴ちで、迷っちゃって……交差点のたんびに、右かな？　左かな？　って」

　矢子さんは右、左と体を振り、それに伴って──ゆあんっ。ゆよんっ。

　ゆ、揺れたッ。さっきの縦揺れからの、今度は横揺れ……ッ！

　つい俺がそれを目で追ってしまったのを見逃さないアリスベルが、ぎりぃ！

　右の頰ほおをつねってきて、さらに俺おれの耳をぐぃぃーっと引っ張って頭を下げさせてきた。

「なぜクラスメートがうちにいるのですか！　説明しなさい！」

「み、耳に至近距離から叫ぶな！　鼓こ膜まくが破れるだろッ！　ていうかそれをお前が言うな！」

「ほむうう……ッ」

　俺の正論にぐうの音ねも出なかったらしく、アリスベルはフグみたいに膨ふくれてる。

「あらあら、仲が良いのねえ。うふふ」

　矢や子こさんは微笑ほほえましいものを見た、という優やさしげな笑顔をしているが……

　今の遣やり取りをどう解釈したら仲良しに見えるってんだ。度を超したほのぼのさんだな。

「お、お兄ちゃん……」

　矢子さんの背後から、実はいた祈いのりがエグザイル的に上半身を出してくる。

「い、祈の週次報告で、事務次官が……事態を重く見ちゃって……祈のせいなの。元々、万一お兄ちゃんが特定の問題に巻き込まれるような事があればって、居鳳いのう高にもお姉ちゃんの籍せきは用意してもらってたんだけど……その万一が、もう起きちゃったから……」

　うるうるるっ、と祈はタレ目気味の目を潤うるませ──

　セーラー服に重ね着していたエプロンをもじもじ摑つかんで、こう続けた。

「ごめんね、お……お兄ちゃんの、お姉ちゃん、来ちゃった」




　その後しどろもどろの祈が説明したところによると──

　実は矢子さんは祈同様、政府が俺のもとへ派遣してきた異能なんだそうだ。

　ただ、祈が監視者だったのに対し、ボディーガードみたいな役目の人らしい。

　なので当然、これから我が家に住むとのこと。

　なお、今回政府がいじった戸籍では、矢子さんは俺の義母の義理の娘になっていた。つまり、俺の義理の義理の姉という事になる。ちなみに祈とは異母姉妹で、数年前までお互いの存在を知らなかったそうだ。ややこしい家族だな俺ら。

　立ち話も何だったので、リビングへ移り──

　俺たちはテーブルを囲み、その降って湧わいた姉による自己紹介を聞くことにした。

「私の名前が桃もも井いのままなのは……せーくんにはもう祈のこともバレてるし、旧姓のままでもいいかなという上の判断なの」

　という矢子さんは、手みやげに持ってきてくれた紅白のすあまを自らも食べる。

　祈が淹いれてくれた日本茶を飲みながら、俺も紅白のすあまを食べる。

　イヤだなー紅白。いま最も見たくないカラーリングだね。

「静せい刃じ君の手口ですね。家族という名目で女を家に入れる」

　膝ひざをきちんと揃そろえてイスに座っているアリスベルは、敵に施ほどこしは受けぬという態度で自分が買ってたイチゴ大だい福ふくをヤケ食い中。

　ていうか俺おれの手口って。俺なんにもしてないだろ、この件に関しては。なんで俺を睨にらむよ。

「……」

　ちなみに俺の両りよう隣どなりの席は、アリスベルと祈いのりがキープしている。昨日まで犬けん猿えんの仲だったのに、今は『共通のライバルが現れた』って顔で何やら協調し始めてるぞ。

　２人して左右からイスを寄せてくるから、窮きゆう屈くつだし。

　だが、その窮屈さはさておき……セーラー服の中で窮屈そうな胸を、席に着いた矢や子こさんが机に載せてる光景には驚おどろかされる。どうやら重たいらしい。

　ていうか、載せようと思えば載るもんなんだな。胸って。

　ごくり、と本能的に鳴ってしまったノドの音をごまかすために、

「お、おい祈。お茶」

　と、右手でカラの湯飲みを渡そうとすると……痛いてっ。

　吸血クチナシのダメージが手の内部に残っていて、俺は湯飲みを落としてしまう。

　それでびっくりしたのか、ポロリっ。矢子さんがすあまを手から落とす。そして、ちょーん。

　の、のっかった……！　すあまが、胸の上に。

　矢継ぎ早に繰り出される乳ちち芸げいに俺が目を見張ってると、アリスベルと祈が左右からこっちを睨んでくる。こええ。

　一方、矢子さんは──

「せーくん、ど、どうしたのその手っ」

　けぶるような睫まつ毛げの目を見開いて、外見的にだけは無傷な俺の右手に注目した。

　そして右手の内部を透視するような間を一いつ瞬しゆんおいてから、

「……や……やっこちゃんぐ……！」

　驚いてる。妙な間投詞で。

　すあまを胸の上でバウンドさせつつ立ち、テーブルを回り込んできた矢子さんは、ふわ……

　しっとりした両手で、俺の右手をソフトに包む。

「あ、えっと。今のは私、驚くとつい出ちゃう言葉なの。ヘンな口くち癖ぐせで、ゴメンね」

　やっこちゃんぐ……矢子chang……？　いやまあ、それはいいんだが……

「あ、あの。快癒式ラジエル、するからっ」

　って、お、俺の手を胸元に抱だき寄せたぞ。矢子さんが。くっつく、くっついちゃうって。

　う、うわっ。そこの魔女とエスパー少女が『オッパイ触ったら打ち首獄ごく門もん』的な顔でこっち睨んでるよ。

　その治療現場とは思えない殺さつ伐ばつとしたムードの中で、

「じっとしてて……」

　──矢子さんの手の中に、キラキラと白い発光が起きる。

　それが俺の手の中に浸透していく。

　手のひらの中が……気持ちいい。この間、貘ばくにフロでケガを癒いやしてもらった時みたいだ。

　その後に見た貘の裸も思い出してしまいそうだから、想起は一定の範囲に留とどめるが。

　そして、数秒後──

　発光を止めた矢や子こさんは、俺おれの右手を放した。

　……な、治ってる。痛みが消えた。握力も元どおりになってる。

　目を丸くする俺に、矢子さんは「ふぅ」とミルクみたいな香りの息をついてから、

「異能力者の育成校は海外にもあってね。私は昔、バチカン市国立のそういう学校に留学してたの。これはそこで学んだ式しきで、とっても強力なものなのよ」

　まだ載ってるすあまをリフティング気味に、胸を張る。

「バチカン仕込みの白魔術……か。すごい。もう痛くも何ともない」

「たとえ片腕が切れちゃっても、止血できるよ。くっつけるのはできないけど」

　矢子さんは天然で恐ろしい事を言いつつ、ようやくすあまを胸から取る。置いてたんだそれ。

「でも……せーくん、どうしてそんな傷を……？」

　と俺に聞いた矢子さんに、

「音楽の授業の後で、瑠る姫きハニーリズという魔女に攻撃を受けたのです。助けたのは私です。あなたではなく、私です。あなたはいませんでした」

　なぜかツンケンムードで、アリスベルが答えてる。

　いや……援護に来てもらって言うのも何だが、お前は牽けん制せいしただけだろ。

　あの場は貘が口先でなんとかしたんだ。あとビビはどうした。

　だがまあいいや。そう言うとまた怒られそうだし。

「あの時……静せい刃じ君が負傷したのは、相性の悪さもあったかと。瑠姫は古いタイプの魔女です。あのあられもない戦いくさ装しよう束ぞくも、[image: ６００]年ぐらい前のヨーロッパの魔女を模もしたものですし。彼女は中・長距離の射撃戦が多い現代魔女式モダンマツキよりも、剣士や騎き兵へいとの近接戦を想定した中世魔女式ミデイバルマツキ・古流式エンシエントを数多く識しっているのですよ」

　俺を弁護するような事を言ったアリスベルに、祈いのりが「ポイント稼かせぎだな」と謎なぞのツッコミを入れる中……

　席に戻った矢子さんは、少し眉まゆを寄せる。

「瑠姫ハニーリズ……せーくんは居鳳いのう高でも指折りの大物と、敵対してるんだね。なおさら、来てよかった。彼女はＢ＋プラス等級クラスの準危険異能力者。政府も一定程度の注意をしてる魔女だよ」

「私も彼女の個人情報を知っています。学年は違えど、先日まで同じⅣ組マツキでしたから」

　と、アリスベルは矢子さんに対抗的な視線を送りつつ……

「中学時代はルーマニア──黒魔術の先進国に魔女留学していた英才です。世界屈指の黒魔女『紫し電でんの魔女』に師事していた事もあるとか。実際、魔女としての能力は極めて高く、何事も自分が一番でなければ気が済まない性格で……居鳳高にも、首席で入学しているのですよ」

　そこでアリスベルがチラッとこっちを見たので、これは何かの前フリだなと思った俺おれが、

「居鳳いのう高に席次とかあったのか。初耳だぜ。今年の首席入学者は誰だれなんだ」

　と聞くと、

「私です」

　ときた。うわぁー優等生だな。

　ていうかお前それ言いたかっただけだろ。さっきの最後のくだりは。

「瑠る姫きは派手好きで、浪費癖ぐせ、放ほう蕩とう癖へきがあります。高たか飛び車しやな性格は、さっきご覧の通り。罠わなが得意で、画が鋲びようを靴くつに入れてきたりする陰険なところもあります」

　とか、だんだん私し怨えんの籠こもった悪口になってきて分かったが……

　仲、悪かったんだな。アリスベルと瑠姫は。

　１年と３年ではあっても、Ⅳ組……同じ学科に女王様ハニーリズとお姫様アリスベルがいたら、犬けん猿えんの仲になるんだろう。なんとなく分かる。

「あと、好物はテンダーロインのステーキと、稲い花が餅もち」

「よく知ってるな……ていうか、イガモチって何だよ」

「山やま形がたの郷土菓子です。瑠姫は山形県出身ですから」

「えっ、海外出身とかかと思ってたんだが。名前も『瑠姫ハニーリズ』って、ハーフみたいな……」

「あれは彼女が自分で付けた魔ま号ごう。魔女の芸名みたいなものです。本名は佐さ藤とうよし子こです」

「よ、よし子……」

　などと話がズレてきた辺りで、ぴょこん。

　ずっとアリスベルの膝ひざの上で黙っていたアルパカが、ジャンプして机に上がった。

「──これは勝てる戦いくさだぞ、静せい刃じ」

「あらかわいいヒツジさん」

　矢や子こさん……もうちょっと驚おどろくとかしようよ。ヌイグルミが動いて喋しやべってるんだからさ。

　だがこういうのは彼女の世界では大した事ではない事らしく、アルパカも「私は羊ではない。貘ばくだ。祈いのりから話が行っているだろう」と、しれっと自己紹介してからこっちに向き直ってる。

　まあ、お互いそれでいいんならいいやもう。

「さっきもそうしたが、まず、決戦はのらりくらりと先延ばしにする。その間、瑠姫が本当に欠片カラツトの所有者と繫つながりがあるのか調べるのだ。繫がりがあるなら総攻撃して、情報を吐かせる。瑠姫には１人や２人で挑んでも勝てぬが、５～６人で包囲すれば勝ち目はあるだろう。犠ぎ牲せいが出るかもしれんが、各個撃破されるよりは良い。包囲作戦だ」

　アルパカ軍師は主戦論で話を進めてくるが……

「やられた俺が言うのもアレだが、何か交こう渉しようの道は無いのか。さっき殺されかけた俺としては、できれば戦いたくはないぞ。あんな凶暴なヤツとは」

「あると思うか、静せい刃じ？　瑠る姫きには願いが無いから、それを取引材料にする手も打てぬ。もし『永遠の若さと美しさをやる』などと話してそれに乗ってきたとしても、ヤツは信頼できない。鳳おおとりは願いを早く告げた者の順に叶かなえる。信頼関係が無いと、割り込みで複数言われる危険があるのだ。その辺、あのビビも少し怪しいところだが」

　こりゃ……やっぱりダメそうだな。あの瑠姫との交こう渉しようは。仲ビ間ビですらこの信頼度なんだから。

「じゃあ、戦争か」

　俺おれはリビングチェストの上に置いた妖よう刕とうに、やれやれ、という視線を送る。

　……戦争。

　そこらのヤンキー高校ならそれはケンカの比ひ喩ゆだが、居鳳いのう高じゃガチの殺し合いだ。

　こっちの将軍は俺。兵隊は全員一ひと癖くせも二癖もあるし、軍師はアルパカ。大だい丈じよう夫ぶかなこれ。

　と、その時──

「──私は、悲しい……」

　子供たちに話しかけるように、矢や子こさんが呟つぶやいた。

　しょんぼりと、本当に悲しそうに。

「私は今……人が過あやまちを繰り返そうとするのを、目まの当たりにしているのね。あなたたちは、鳳ほう凰おうの事を何も分かっていない。それなのに……触れようとしている」

「どういう意味ですか」

　その批判的な物言いに、アリスベルが眉まゆをツリ上げて聞き返す。

「あなたたちが話していた欠片カラツトとは、プードル・デ・プロジェクション。古くは少量になった賢けん者じやの石の断片、錬れん金きん薬やくとも考えられてきたものよ。鳳ほう凰おうは希まれにアフラ・マズダ、救メ世シ主アとも同一視されるほど、大きな力の１つだというのに……」

　専門的な話を続けた、矢子さんは……うつむいて、ぽろり。

　その目から、涙を零こぼし始めた。えっ……何で急に泣くんだ？

　話が異能的に高度すぎて、素お人れには本当に分からないぞ。

「核兵器、生命科学、社会主義……人は、まだ自分で御ぎよせないものを御そうとする。鳳凰は、そういうものの１つなの。私は『パンスペルミアの砦とりで』だけ意識してたけど……」

　そこまで言った矢子さんは、ハッ、と顔を上げる。

　その目つきは──今までの矢子さんのものとは違う。厳しい目つきになっている。

　悲しみのあまり、言ってはならない事を口走ってしまったような感じだ。

「──パンスペルミアの砦、とは？」

　そこを逃のがさない、貘ばくにも──

「失言だったわ。ごめんなさい、答えられないの」

　矢子さんは少し強い調子で、毅き然ぜんと返してる。

　俺は同じく政府関係者の祈を横目で見るが、こっちは「？」という顔をしている。

　矢や子こさんは……貘ばくも祈いのりも知らないような事を、知っているんだ。鳳おおとりについて。

　そして、矢子さんの批判的なセリフに促うながされるようにして、俺おれの中に……

　鳳の話そのものに対する、疑念が生じてくる。

　いや、それは本当は……最初から感じていた疑念ではあった。だが俺の中では、自分の異能を消すという願いが先に立っていた。目を逸そらしていた。その疑問から。

（鳳の、件は……）

　うますぎるんだ。話が。

　聞く限り、鳳は……おとぎ話のランプの魔神みたいに、甦よみがえらせた者の願いを叶かなえてくれる。死者の復活、莫ばく大だいな富、不老不死。なんでもだ。

　そんな事をする鳳とは、何者なんだ？

　それはそもそもの疑問。だが俺は自由になりたい一心で、敢あえて考えないようにしてきた。

　矢子さんの涙を見た俺が、そこを話題にしようとした時。

　ばしんっ！

　アリスベルがテーブルに手を突いて、立ち上がった。

　矢子さんを睨にらんでいる。さっきよりも険しい目で。

「──鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨを阻はばむつもりですか、矢子。部外者のあなたに、その権利はありませんッ！　私の願いは絶対に叶える……鳳が何者であろうと、私にはもう、鳳しか頼る物が……！」

　アリスベルの表情は──

　どこか、危険なものをはらんでいた。

　やってはいけない事を、やろうとしている。触れてはいけない物に、触れようとしている。さっき矢子さんにそのような事を言われたのを『そんなことは分かってる！』とムキになって突っぱねているような、そういう顔をしている。

　アリスベルは……本当は、怖いんだ。きっと。

　どういう存在なのか正しくは分からない、しかし大きな力を持つ『鳳』に触れる事が。

　そんなアリスベルに、

「──ううん。アリスベルちゃん。私と祈は為なすべきプロセスに従い、あなた達の力になるわ。鳳ほう凰おうの復活も、看過する。ただ、事後処理に関わることにはなると思うの。だからそれまで、あなたたちと一緒にいさせて。戸こ籍せき上、せーくんのお姉ちゃんになったんだし……」

　矢子さんはそんな事を、最後の方はちょっと気恥ずかしそうに言った。

「……また……『せーくん』とか言うし……ッ！」

　顔を伏せたアリスベルが憎にく々にくしげに呟つぶやいたので、ヤバい、キレるか？　と思った俺は妖よう刕とうの方をチラッと見たが……顔を上げたアリスベルは、意外とクールな顔をしていた。

　そして一同を見回し、ツカツカ。

　部屋を出て、さらに玄関から外へ出ていく。

　よ、よかった。さすが優等生の首席様。冷静で助かったよ。

　と息をついた時、ガギン！　という音がしたので窓の外を見ると、アリスベルは洗濯機大の庭石を環かん剱けんで一刀両断にしてる。出たぞ八つ裂ざき光輪。

（お、怒ってる……！）

　とにかく──アリスベルは、矢や子こさんがとことん気に入らないらしい。

　それも鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨを批判されたからだけの理由じゃないな、あれは。

　他ほかに思い当たるフシは……無いんだが……何だろう。感情的な理由っぽいが。

　眉まゆを寄せる俺おれの横からは、祈いのりが「あわわあぁ、お庭が壊されちゃう」などとワタワタしつつ家を出ていくのだった。
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　矢子。矢子。矢子。なんという、腹立たしい女でしょう。あの女こそ何も分かっていないのです。私たちがどんな思いで、この鳳凰戦役に臨のぞんでいるのか。

　味方になるような事を言っていたし、快癒式ラジエルにも長たけているようですが──

　私は、あの女と仲間になるつもりはありませんっ。

　そもそも私は白魔女がキライなのです。本質的には私たちと同じ異能のくせに、愛だの慈じ悲ひだのと建前を振りかざし、教会や神社の食客になりつつ人心を掌しよう握あくする。そうして世間に高く評価され、皆に愛され、美お味いしい所だけを取っていくズルい女たちなのです。

（それに、それに……なんて、はしたない女！）

　なんなんですか、あの胸は！　あれは絶対わざとです計算です権けん謀ぼう術じゆつ数すうです私から静せい刃じ君を横取りするつもりなんですっ！　貘ばくがああなってしまって持ち物を倉庫にしまった際に読んだ少女マンガ──あんなはしたない本はキライですが我が家に置く以上中身をチェックしておく必要があるので──結局全巻読んでしまいましたが、あれにもありました。男性はとにかく、胸の大きな女性が好きとか。矢子は絶対の絶対それを知っていてあの愚おろかしいほど大きな胸をこれみよがしに静刃君にアピールしてるのです。というか静刃君も静刃君です、私を女扱いしたり２度もお姫様抱だっこしたり下着を盗んだりして期待させたくせにもっと胸の大きな女性が現れたらすぐそっちにばかり目をやってああもっと破壊していい非生物はないですかたとえば使わない電車とかッ！
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　君くん子し危うきに近寄らず。とは言うものの……祈が八つ当たり荷電粒子砲メビウスでパンツいっちょにされてたらという期待、じゃない、心配をした俺は──

　妖よう刕とうを手に、玄関ドアの覗のぞき穴から安全確認をしつつ、ソーッと庭へ出ていく。

　そして特殊部隊っぽく物陰づたいに移動する。戦場みたいだな。うちの庭なのに。

　夕日の差す庭の一角で発見された、アリスベルは……

　……ブツブツ、ブツブツ……

　呟つぶやきながら、ウロウロ、ウロウロ。

　同じところを同じ形に、行ったり来たり。歩いてた。鬼みたいな顔で。

　祈いのりはその近くで、何やらＬ字に曲がった金属棒を両手に１本ずつ持って女児みたいにしゃがんでる。アリスベルと合わせて、とてもシュールな光景だ。異能ってシュールなんだなあ。

「……何……やってんだ？」

　環かん剱けんはガレージの鉄柱に食い込んでいて、アリスベルの手には無い。

　なので、おそるおそる声をかけてみると──

「九きゆう星せい反へん閇ぱい。道どう教きようでいう禹う歩ほを原典とする、歩行呪じゆ術じゆつを矢や子こに掛けています」

「だから俺おれにも分かるように話してくれよ。もう一回聞くぞ。何、やっ、てん、だ」

「──平安時代、敵将が自軍に寝返った時などに本当に味方にしていいかチェックするために行っていたおまじない、というか呪のろいです。あの矢子に欠陥や弱点、邪よこしまな秘密などがあれば、それらがバレるのです。胃腸が弱いなら胃腸炎になり、歯が弱ければ虫歯になることでしょう。うふふふ」

　アリスベルは、せっせ、せっせ。

　スカートをヒラヒラさせつつ、北斗七星の形に歩き続けてる。

[image: ]

　やっぱり魔女だなーコイツはコイツで。

「お前なぁ。味方呪のろうなよ。確かに矢や子こさんは俺おれたちと[image: １００]％は志を同じにしてないみたいだが、人じん畜ちく無害そうな人じゃねえか」

「油断は禁物ですよ。特に、あの女が口を滑すべらせた──『パンスペルミアの砦とりで』。私はかつてその言葉を口走った異能と神こう戸べで戦った事がありますし。その異能は貘に異常な拘こだわりを見せ、執しつ拗ように攻めてきた。今、貘ばくはこんなか弱い姿なのですから、注意が必要です」

「パンス……何なんだよ、それは」

　俺が聞くと、矢子さんを『あの女』呼ばわりのアリスベルは歩みを止めた。

「それが……よく分からないのです。私も当時調べてみたのですが、国家が絡からむレベルの機密らしくて。国家元首クラスでなければ、その全容は知り得ないような案件で……末端は上から受けた仕事を遂すい行こうしているだけのようでした。さっき私たちを批判した矢子こそ、自分が何のために働いているのかは知らないのですよ。きっと」

　……それこそ、触らぬ神に祟たたりなしだな。

　これ以上、国から目を付けられるような事に巻き込まれてたまるかってんだ。

　ヘタに探らないようにしよう。パンスの何たらには。

「──矢子の事だが」

　アリスベルのポケットから顔と前脚だけを出していた貘が、俺に話しかけてきた。

「私はさっき喋しやべりながら、ずっと探っていた。彼女はおそらく巫み女この血筋だな。家系図を見てみないと分からないが、神かみ和社おやしろ家が分家した後の倉くら脇わきか中なか空そら知ち──つまりアリスベルのような直系ではないにせよ、旧華か族ぞくの末まつ裔えいだろう」

「華族って。そんなにホイホイ居いるもんなのか……？　昔の身分の、貴族ってことだろ？」

「異能は、高い身分を与えられる事が多いのだ。特に日本は緋ひ巫み女こが国を治めていた時代から政権の中枢に異能がよくいたからな。欧州では未いまだにそういう国も多い。なので──異能には世界的に、家柄の良い者やその末裔が間ま々まいるのだ」

　てことは……俺なりの解釈でいえば、居鳳いのう高にはお嬢様が多いってことか。めんどくさそうだな。通学するモチベーションが下がったぜ。元からあんまりないが。

「矢子はマルチな能力を持った、完成度の高い異能と見た。専門ではないものの、戦闘向けの式しきも使えるハズだ。単純計算は良くないのだが……伎倆キヤパから考えると、静せい刃じの潜在能力開放オープンアクト・双刀での戦闘力を10とすると、矢子は９と見た」

「えらいぞ貘。最後の説明は分かりやすかった。ついでに聞いておきたいんだが、俺が10なら、瑠る姫きハニーリズの強さはどうなんだ。お前の見立てを数字で教えてくれよ」

　ゲーム慣れしてる俺には理解しやすい説明だったので、流れに乗って聞くと……

「………」

「何で黙るんだよ。お前どうせあの階段で計ってたんだろ」

「聞かない方がいい。精神衛生上」

「なんだよそれ、イジワルすんな。言えよ。シッポちぎるぞ」

「……24から23だ。それ以下ということはない」

　に、24……聞かなきゃ良かったぜ。精神衛生上。

（そんなのにイビられてんのか。俺おれは……）

　と考えると、本当に鬱うつになりそうだったので……俺は、戦力分析は後で心に余裕のある時に改めてしようと思いつつ、他ほかの話のネタを求めて周囲に視線を逃がす。

　すると……話のネタが、あった。

　というか、いた。祈いのりだ。

　祈はしゃがんで、金属棒を両手に持ち、ムー……と何かに集中している。

　俺が意識を向けると、妖よう刕とうが祈の額から波紋みたいなモノが出てるエフェクトを表ひよう示じした。

　超能力を……使ってるらしいな。視覚的に分かる。

「祈は祈で、何やってんだ」

　と声をかけると、祈は「あっお兄ちゃん」などと俺がいた事に今気づいた様子だ。

「ご、ごめんねっ。祈、大だい脳のうを半催眠状態に遮断調律チユーン・インしてたから気づかなくて──これはね、あのね、心技メチエをやってるの。貘ばくとアリスベルのお手伝いで」

　手伝い……か。アリスベルに協力的になったなー祈。矢や子こさんが来てから急に。

「お前も矢子さん呪のろったりしてんじゃないだろうな」

「ちっ、ちがうよ。瑠る姫きって人の契約者が持ってるっていう鳳ほう凰おうの欠片カラツトを、ダウジングで探知してたの」

　ダウジング……は、聞いた事がある。

　Ｌ字形の金属棒などを持って、その微妙な動きを元に捜し物をする超能力のことだ。

　世間的にはインチキとか言われてる術だが、ここは居鳳いのう町ちよう。

　そういうのが普通に行われちゃう土地なのである。

「どうですか、祈。どちらの方角にあると感知しましたか」

　禹う歩ほとやらを一時中断したアリスベルが祈にそう尋たずねると、

「それがね、祈ね……超心理探知クリペステジーはスプーン曲げメタルペンデイングと同じ３歳からできた心技メチエなのに……初めて、失敗しちゃったみたいなの。東西南北、どっちにも探知できなかったよ」

　祈はモジモジと、そんな結果を伝えてきた。

　俺とアリスベルは顔を見合わせ、夕ゆう陽ひの中で小さく頷うなずき合う。

「祈。それは失敗じゃない」

「そうです。１つ分かりましたね。瑠姫の契約者は、欠片を持っていないのです。きっと」
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「Ⅳ組マツキ３年　瑠る姫きハニーリズから　申しん請せいがありました」

　音声合成ソフトボーカロイドの声が、校長室に反はん響きようする。

　ノエ・イカルガ──斑鳩いかるが乃の重え──居鳳高うちの、校長。

　今は教職に就いているけれど、イザとなったら国家の存亡に関かかわるクラスのＥＳＰ。

　彼女は……喋しやべれない。

　だからああやって音声ソフトを使って語る。

　それだけじゃない。歩くことができないから、電動の車くるまイスに座っている。

　生まれつき視力もない。いつも目を閉じているわ。

　ほとんど外出をしない、色白な乃重校長は……14歳ぐらいの、ほっそりした美少女に見える。着ているものも、少女向けのワンピース。

　だけど私は、この人が少女だとは思っていない。

　内緒で調べたら[image: １１９]歳という記録があったし、死亡通知も６回出されてたもの。１人なのかも怪しい。誰だれだか分からない、強さだけを知られている異能の女。それが斑鳩いかるが乃の重え。

「残りの１通は　Ⅳ組の先生に　渡しました」

　それにしてもちょっと……これはビックリだわ。

　週明けの始業前に呼び出しを受けたから、何かしらと思ったけど──

　──『指定試合』、だなんて。

　それは居鳳いのう高が恣し意い的な理由で、時に生徒の申請に応じて、もしくは懲ちよう罰ばつとして行わせる……試合とは名ばかりの、決闘。

　マホガニーのデスクに置かれたカードと花は、生徒への召集令状。

　──戦え。

（その、メッセージカード……なのよね）

　子供にも人権がある、なんて世間は言うけれど。私はそれを、信じていたいけど。

　それはウソ。キレイ事に過ぎないのよ。

　弱い人間──子供に、権利は無い。生け贄にえ、人身売買、学徒動員もそう。

　力なき子供たちは、神かみ代よの昔から大人おとなの力に翻ほん弄ろうされてきた。

　それが現実。それを、突きつけられた気分だわ。

　教職者として、子供たちを守ってあげたいけど──斑鳩いかるが乃の重えに逆らうなんて、できない。私だって、自分と彼女のどちらが強いかぐらい分かる。

　私が呼ばれたからには、Ｘ組の誰だれかが瑠姫ハニーリズと戦わされる事になるのね。

　ああ、どうか、静せい刃じくんじゃありませんように。

「対戦相手は　まず瑠姫の希望通り　Ｘ組１年　原はら田だ静刃」

　──ああ──

「ただし　彼は未完成な異能者であり　３年の瑠る姫きとは　公正な試合になり得ません　従ってＸ組２年　桃もも井い矢や子こを加勢させた２人で　２対１　とします」

　ダメよそれじゃあ。

　２対１だなんて、そんなのフェアじゃないわ。

　瑠姫の方が有利すぎる。

（これはきっと……リーダーを間引きする決闘ね）

　リーダー気質の生徒、というのはいる。どんな学校にも。

　普通の学校ならそれは誉ほめられる生徒だけど、居鳳いのう高では問題児。

　というのも、そういう生徒の周囲には仲間がどんどん増えていく。それがチームになって、不良マンガみたいに群れをなす。あちこちのチームで人数が膨ふくれあがり、その後、もし対立が起きたら──学校内での私闘が、大規模なものになるおそれがある。

　２００３年には、それで18名もの生徒──

　いたいけな少女たちが、命を落とした。たったの一昼夜で。

　居鳳高は、法ほ律うの外。生徒が殺し合って死者が出ても、事故死したという処理と隠いん蔽ぺいがなされる。殺した方も罪に問われる事はない。私も、そういう高校時代を生きのびた１人。

　でも、あまりに多数の死者は出ない方がいい。それは誰だれもが当然思うこと。

　だから次善の策として、こういったリーダーの間引きがその後何度か行われてきた。

　教務科命令や、勢力の弱い方のリーダーの申しん請せいに応じて。

　それでどちらかのリーダーが死ねば──負けたチームは、たいてい崩壊する。

　今回は瑠姫が新興勢力の静せい刃じくんを煙けむたがった事と、学校側の思おも惑わくが一致した。

　そういう……決闘なのね。

　その決闘に、校長は桃井矢子も招集しろと言う。矢子は、居鳳高に過か干かん渉しようしてくる防衛省の息がかかった異能。それもまとめて消すつもりなんだわ。瑠姫を使って。

（──静刃くん……）

　私の禁断の片思いは、ここまでみたいね。

　あなたでは、あの瑠姫に勝てない。
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　──月曜の朝。

　俺おれは妖よう刕とうを２本提さげて、瑠姫の襲しゆう撃げきに警戒しつつ登校したが……アリスベルと矢子さんと一緒に、普通に旧校舎のＸ組へ入れた。

「……？」

　何だ？

　俺おれと矢や子こさんの机の上に、赤いカードと一ひと房ふさの花が置いてあるぞ。

　誰だれが置いたんだ。いわゆる葬そう式しきゴッコか？　イジメはもう間に合ってるっての。

　と、口をへの字にして開いたカードの内容に……

　俺はこれが葬式ゴッコの方が遥はるかにマシだった事を悟る。

（『指定試合』……!?）

　要約すると、『瑠る姫きハニーリズと原はら田だ静せい刃じ＆桃もも井い矢子は、１対２でルール不問の試合をせよ。勝敗は自分たちで決めよ』という内容の、教務科からの手紙だ。

　何の試合なのかは書いてないが、『試合で誰が負傷または死亡しようとも、居鳳いのう高は責任を負わない』とある。

　指定されてるのは居鳳高の校庭という場所と、木曜日の日没時という時間だけ。

　差出人の所には校章の押おう印いんと校長のサインがある。イタズラじゃ……なさそうだ。

　妖よう刕とうの表示によれば、添えられていた花はアキレア。その花言葉は、『戦い』だとか。

（これは──）

　俺の乏しい理解力でも分かる。

　決闘、の、命令だ。言い換えれば『ちょっと殺し合いをしてもらいます』って命令。

　現実になっちまったな。いつぞやの想像が。

　いやぁ……知ってはいたが、すげえ狂いっぷりだな。居鳳高は。校長名義で殺し合いを命令してくるとかって。ちんまい暴力沙ざ汰たやってる底辺高校が可愛かわいく見えるぜ。

　カードには他ほかにも『今週は、この３人を停学とする。手紙を読み次第、早退せよ。なお、事前に仕掛ける事は厳禁とする』などと書いてあった。

　妖刕が方向指示をするので、窓の外を見ると……

　離れて建つ新校舎のバルコニーで、

（……瑠姫……ッ）

　遠目にもよく分かる、瑠姫ハニーリズが──スカートを少し持ち上げて、ぺこり。

　こっちへ慇いん懃ぎん無ぶ礼れいにお辞じ儀ぎしてきてから、アキレアの花にキスをするのが見えた。

　──アイツが仕組んだって事か。この決闘は。

　さすが生徒会長。政治に長たけてるな。後こう輩はいイビリに、校長の許可まで取りつけやがったのか。

　と、俺は手にしたアキレアをヤケクソ気味に胸ポケットに挿さす。

　この花が──学校公認の、ケンカの号令か。

　洒落しやれてやがるな。こういうとこは、元女子校だよ。







【　Episode 06　人メ間ガ爆デ弾ス　】




　Ｘ組には遅刻気味にビビも来たが──セアラ先生は俺おれたちに話し合う時間をくれるつもりか、来ない。キリコもだ。そういえば今週は欠片カラツト探しのために休むような事を言ってた。

「瑠る姫きの方が一枚上うわ手てだったな、アルパカ軍師さんよ。包囲作戦は始まる前に頓とん挫ざだ」

　カーテンを閉めた教室で、クレーム気味に言うと……

「……おかしな学校だな」

　俺宛あてのカードを机に広げて読む貘ばくが、悔くやしげに呟つぶやく。

「存在自体がおかしなお前に言われちゃ、居鳳いのう高もおしまいだ」

「静せい刃じ君、貘をそんなに責めないでください。それより対処を考えましょう」

　アリスベルが貘を抱だっこして、保護者みたいな目で言うので……俺も八つ当たりはこの辺でやめておく。そして自分宛のカードを手にやってきた矢や子こさんに、

「ゴメン。俺のせいで、矢子さんまで……」

　学校が決めた事とはいえ、ケンカに巻き込んだ事を謝った。

「ううん。せーくんのせいじゃないよ。私はあんまり、居鳳高に歓迎されてないみたいだし」

　決闘に助すけ太だ刀ちする命令を受けても、矢子さんは落ち着いた表情だ。一言も、俺を責めない。

「逆らってみたら？　瑠姫は欠片カラツトを持ってないんだし、戦うだけムダよ。中止してくれって、先生に抗議してみるとか」

　ビビが珍しく、まっとうな事を言うものの……

「……多少の反抗なら容認されるだろうが、これはダメだろう。正式な校長からの命令だしな。力で逆らうにしても──居鳳高の教師は何らかの方法で力を隠しているらしく、底が見えない。返り討ちに遭あうのがオチだ。瑠姫と戦う方がまだマシだろう」

　アリスベルに抱っこされた貘が、すぐ否定する。

「貘。あなたの見立てでは……勝ち目はありますか。静刃君と矢子で、瑠姫に」

「現状なら、勝てる見込みは[image: １００]回に２回か３回だろう。しかし決闘は木曜日。それまでに静刃を強化する策がある。何も言わず従ってくれればの話だが」

「なんだそれ。一応聞いてやる」

　俺がアルパカに耳を貸すと、

「……矢子は女だ。それも肉体的に極めて魅み力りよく的な、性的魅力の強い女……」

　何だか不ふ穏おん当とうな事を呟いている。策とやらを考えながら、独り言気味に。

「それが決闘と何の関係があるんだよ。おい」

「……こちらの話だ。いいか静刃。この決闘に向けた策は、お前と矢子の『一心同体』を旨むねとする。お前の家には離れた所に別館があったな」

　……別館？

　確かに、ある。かつて旅館だったうちには、本館とは別に別館もあるのだ。

　こぢんまりとしていて、キレイな建物だが……

「そこで修行でもしろってのか？」

「違う。静せい刃じ。矢や子こ。お前たちは今後、別館で過ごすのだ。アリスベルと祈いのりは本館で過ごす。相互の行き来は禁止する」

「ちょっと祈って誰だれよ」

　耳ざとく女の名前を拾ったビビが俺おれを睨にらむ中、

「なんでだよ！」

「なんでですか！」

　俺と、なぜか矢子さんではなくアリスベルが貘ばくに抗議する。

「瑠る姫きは、集団で取り囲んでようやく斃たおせるかどうかという大物だ。それにたった２人で挑む──そこに勝機があるとすれば、一心同体のコンビワークが必ひつ須す条件。２人というチームは、息が合えば１＋１が３にも４にもなる。どんな強つわ者ものが相手でも、斃せる可能性が出てくるのだ。しかし、ちぐはぐなコンビでは１＋１が２にもならなくなってしまう」

　貘の顔は……なんか、俺たちを言いくるめようとしてるような表情にも思えるな。

　アルパカの顔だから、よく分からんが。

「だが、静刃と矢子はまだ出会ったばかり。一心同体には程ほど遠とおいだろう。そこでまずは３日間まるまる２人っきりで仲良くするのだ。男と女なんだから、やりやすいだろう。鳥もつがいで飼うと、自然に仲なか睦むつまじくなるものだしな」

　ペラペラと語る貘の話に、アリスベルは、ほむっ、ほむうううううと膨ふくれながらも……一応、黙っている。アルパカになっても貘は貘、言うことには不満があっても従うって事か。

　矢子さんも、表情に「？」という色は挟はさんではいたが……異存は無いらしい。

　だが俺は異存アリだ。大アリだぜ。

　矢子さんと、つまりこんな美人と２人っきりで暮らすのが気恥ずかしい──ってのもあるが、異存の本質はそこじゃない。

　貘が今、ウソをついてるからだ。多分だけどな。

（いくら貘の言う事でも、これはおかしすぎるぜ）

　ビビと戦った時の、センターバンクビル屋上での経験もあり……

　俺は、貘の話が時に信用ならない事を知っている。

　コイツは鳳おおとりの欠片カラツトを手に入れる事を最優先しており、そのために隠し事をする事があるのだ。今の話も、そういう論調に思える。

　鳳の欠片を手に入れる目標は同じだから、それで結果オーライになるなら構わないが……

　気分は、よくないぜ。手のひらで踊らされてるみたいで。

（とはいえ……）

　この俺おれの腹づもりを詳つまびらかにして貘ばくと対立するのは、得策じゃない。

　貘はアリスベルを懐かい柔じゆうしている。貘に対する不信感を見せれば、アリスベルが貘側について仲間割れに陥おちいる可能性もある。

　瑠る姫きは欠片カラツトを持ってない。鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨはまだまだ続くんだ。それがどんな戦いになるのか、そこで誰だれが必要になるのか、分からない。

　最も重要なのは、俺たち共同戦線コミユニテイを上う手まく結束させたまま、生きて鳳おおとりの復活を迎えること。

　そのためには俺がどう動くべきか。そこが大事なんだ。

　だから……ここは、おとなしく従っておこう。あのアルパカに。

（……それに、だな……）

　実は、作戦はどうでもいいといえばどうでもいいんだ。

　と、俺は妖よう刕とうの鞘さやを握る。

　瑠姫ハニーリズ。

　あれだけハッキリ負けておいて何だが、俺はあの女に絶対勝てないとは思ってない。

　妖刕２本と黒套コクドがあり、さらに矢や子こさんの援護があるなら──特に、あの歌。あれがあれば、俺は１・７倍まで潜在能力開放オープンアクトを伸ばせる。

　するとこの間、貘が語った戦闘力の数値──

　俺が10で、矢子さんが９。これが、17と９に変わる。足して、26。

　瑠姫が23だろうが24だろうが、俺たちの方が勝てるって勘かん定じようになるんだ。

　そうさ──勝てるさ。きっと。

　この妖刕を手にしていると、不思議とそんな気持ちにさせられるしな。

　勇気、いや、俠おとこ気ぎが湧わくというか……

　俺の奥底にいる獰どう猛もうな俺が、剝むき出しになっていくような感覚がある。

　──瑠姫。

　生徒同士のケンカに上を使うとか、汚い手口できやがって。

　後こう輩はいだと思って、ナメたマネした事を後こう悔かいしろ。

　女子校育ちのお嬢に、男の怖さを思い知らせてやるぜ。




　うちの別館は、ちょっとした一戸建て住宅ぐらいの広さしかない。

　ホントに男女２人ぐらいで過ごすのにピッタリな、今回に限っては気まずい建物だ。

　私有地の端にあり、海が見えて景色はいいものの……本館からは庭の林を回り込んだ向こう側にあるから、徒歩５分ほどかかる。それが面倒なので、ずっと放ってた。

　そこに俺と住むことになった矢子さんが、食しよく糧りようを満載した大きなバスケットを抱かかえて歩いて行こうとしていたので──貘の遺品（？）、２０００ＧＴの出番となった。

　で、国際免許を持ってるという矢や子こさんにハンドルを握らせたら、いきなりフルスロットルからの急ブレーキ。ガレージから出るだけでアリスベルを轢ひきそうになっていた。

「えっとね、実はね……私、ペーパードライバーなの」

　てへぺろで済まそうとする矢子さんに代わり、仕方ない。俺おれが妖よう刕とうをシート脇わきに置いて運転する。無免だが、ここは私有地だからいいだろう。

　ていうか……徒歩５分の距離を、野菜や牛乳を運ぶのに使われるとか。

　伝説のスーパーカーが、格納式リトラクタブルライトから涙を流しちゃうなこりゃ。

　などと２０００ＧＴを２セ速コ程度でノンビリ往復させ、服などの私物を運び込んだ別館は──

　普通に、キレイな状態だった。

　この間、いっぺん祈いのりが大掃除してくれてたおかげだな。

　その祈だが矢子さんには一目置いてるのか「姉し妹まい丼どんのワンチャンもありえる」とかブツブツ呟つぶやきつつ、貘ばくの作戦を了承している。

　言葉の意味はよく分からんが、また念力とかで家を破壊されなくてよかったよ。

「で、何すればいいんだっけ。ここで俺と矢子さんは」

　天井のサーキュレーターがゆっくり回る、フローリングのリビングで……

　俺はソファーに掛け、この別館作戦についての復習から入る。

「えーっと。貘ちゃんは、『仲良くするのだ』とかって……」

　野菜をちょっとハミ出させたバスケットを抱かかえる矢子さんも、思案顔だ。

　ほんと、いくらなんでも雑すぎるよな。この作戦。

　やっぱり、きっと貘は何か隠し事をしているんだ。

　だが、俺と矢子さんの共同生活が瑠る姫きとの決闘の勝率を上げるというのは本当なんだろう。

　貘は鳳おおとりを復活させたいんだろうし、それには俺が負傷したり死んだりするのはマイナスなんだからな。言うとおりにしといてやるとするか。

　それにまあ、そもそも俺には勝算のある戦いだ。休養だと思ってノンビリするさ。

「最近は、あまり流は行やらないけど……会社とかでもみんなで一緒にお食事したりして、チームワークを高める方法はあるよね。貘ちゃんはそれをさせたかったのかも。それとね……私ね、実は憧あこがれてたの」

　別館作戦について独自の解釈をしていたらしい矢子さんは、にこにこ。

　こんな事になったのに、天使のスマイルでこっちを見てくる。

「憧れてた……？　何に？」

「あのね、その……お、弟」

「弟？」

「私、かわいい弟が欲しかったの。昔ちょっと空想したりもしてた。せーくんは私の弟だから、その夢が叶かなっちゃった。ふふっ、せーくんは私の弟くん。こうして普通のお家うちに２人でいたら、それを実感できちゃうなあ。嬉うれしいなあ」

　言いながら、本当に幸せそうにはにかむので……気恥ずかしくなった俺おれは、

「義理の義理だよ。書類上の、ゴッコ遊びみたいな弟だろ。俺は」

　ちょっと突き放すように言うが、矢や子こさんはお構いなし。

「ねえ、せーくん。『お姉ちゃん』って呼んでみて」

　にこにこ。太陽みたいな笑顔で、妙なプレイを要求してくる。

「……お姉ちゃん」

　目上の命令なので仕方なしにそう呼んだら、

「──あっ……」

　な、なんで妙に艶つやっぽい声を出すんだよ。

　アンタいったい何の空想をしてたんだ、弟ネタで。過去。

　頰ほおを引きつらせて振り向くと、矢子さんはホントに『今までずっと欲しかったものが、今、私の目の前にあるよぅ』的な感動の表情をしてる。

　そして俺と目が合うと、ちょっと慌あわててバスケットに視線を移した。

「あっ、えっと……じゃあ、晩ご飯、作っちゃうね」

「あ、ああ」

　そしてこの会話。新婚夫婦みたいで気恥ずかしいな。奥さんセーラー服だけど。

　などとドギマギしていると、矢子さんは、くるりんゆよんっ。バスケットを手にブラ下げて、ターンする。一拍遅れて、胸の巨大な質量物も振り回されたぞ。

　そして、ぱたぱた。スリッパを鳴らして、キッチンへ引っ込んでいった。

「……」

　質量物はともかく、今のやりとりで気づかされたが……

　矢子さんにはこっちを年下扱いしてる余裕というか、優やさしさがある。

　すぐ手が出てくるアリスベルやビビと違い、何かされそうな怖さがない。

　気が楽だ。年上の女性とは、比較的、自然に接する事ができるものなんだな。

　ふんふん……♪　と鼻歌が聞こえるのでキッチンを見ると、そこでは矢子さんがエプロンを制服に重ね着していた。祈いのりと同じスタイルだな。さすが姉妹。

　活動しやすいように後ろ髪をリボンで結った矢子さんは、

「にんじんさん♪　じゃがいもさん♪」

　ルンルンと料理を始め、トントン。

　こっちに背を向けたまま、つま先で床を突つつくようにしてスリッパを整えてる。

　俺は……することも無いので、ダメ亭てい主しゆみたいにボケーっとその姿を見てるだけだ。

　しかし、後ろから見ても……どこまでも、女性的な人だな。矢子さんは。

　特にスカートの下の、左右の太もも。居鳳いのう高のチェックスカートは色が濃いめだから、白くむっちりしたボリュームたっぷりの下半身を見せびらかすようなコントラストを描えがいてる。

　リボン結びしたエプロンの紐ひもは、ばんっと張り出したオシリに乗っかっている。

　祈いのりもいずれ、こんな感じになるのかな。そのとき矢や子こさんはどんだけ熟れるんだろう。

　想像するだけで血圧が上がりそうだ。色っぽすぎるよ。うちのお姉ちゃんは。

　タタンッ、タタンッ──遠い、横よこ須す賀か線の音がして……

　おたまと小皿で味見をしていた矢子さんが、ふと俺おれの視線に気づく。

「も、もう。なあに」

　い、いかん。思いっきり下半身を見てたのがバレた感じだ。

　矢子さんは笑顔のままだが、なんかガードするように膝ひざと膝を寄せたし。

「あ、いや。なんでも、ないよ」

　ちょっとセリフを嚙かんだ俺も急に視線を逸そらしすぎた。

　慌あわてたのが丸分かりだろ、これじゃ。

　今のは……俺も、油断してた。

　同い年が相手の時とは違う、向こうに主導権があるようなムードのせいで。

　……やばいな。

　さっきの『年上とは普通に接する事ができる』説に、早くもヒビが入ったぞ。




　日が暮れて、矢子さんがダイニングに用意してくれた夕食は──

　カレーとサラダ、他ほかにもいろんな小こ鉢ばち。同居初日という事で、ごちそうだった。

　テーブルは女性的で、華はなやかで、楽しい感じになる。

　そしてこのカレーが……うまい。カレーは誰だれが作っても美う味まいもんだが、その一線を超えた味わいがある。いくらでも食べられそうだぞ。

（祈も料理上じよう手ずだったけど、さすが姉……矢子さんは桁けたが違うな。色々と）

　少しがっついてしまった俺の正面で、ゆっくり品良く食べていた矢子さんは、

「せーくん。ふふっ」

　何だ？　なんか、クスクス笑ってる。見とれてしまうほど、幸せそうな笑顔で。

「ほっぺ。ごはんつぶ、ついてるよ」

「え……」

「ふふっ。おべんとつけて、どこいくの♪」

　すっ、とテーブル越しに身を乗り出してきた矢子さんの──胸が、重力に引っ張られて──

　た、垂れたッ、のみならず、前後にブランコ運動を見せたっ。

　加えて、かつてビビも言ってたとおり胸元にスキマの出来やすい居鳳いのう高のセーラー服のせいというかおかげというかで──深いッ、深い、谷間が……！

　そっちに目を奪うばわれていた隙すきに、矢子さんは、ちょん。俺の頰ほおに本当についていた米粒を、白い指でつまみ取り……ぱくん。食べた。食べちゃったよこの人。

　俺おれは、

「こ、子供じゃないんだから──」

　やめてくれよ、と続けようとしたが……食べ方が子供っぽかったのはこっちなので、黙って下を向くしかない。でも、これまた子供扱いに拍車をかけそうだな。

「うーん、不思議な感じだなあ……」

　事も無げな笑顔で席に戻った矢や子こさんは、プチトマトのヘタを取りながら苦笑いしてる。

「何が」

「私、セアラ先せん輩ぱい……先生と一緒で、人生ずっと女子校だったから。男の子と食事するなんて、初めてなの」

「男の子……」

「あ、ううん。男性？」

　ごめんね、って感じで矢子さんは手を合わせてきたが……

　男性呼ばわりされるのも、違和感があるな。

　矢子さんから見て、俺は『男の子』と『男性』の中間ってところなんだろうな。

「なんだか、楽しいなあ」

「男と食事するのが？」

「あー。なんかイジワルな言い方だぞー、せーくん」

　え、どこが……？　と俺は首を傾かしげるが、矢子さんは実際ちょっとだけむくれてる。

「せーくんとだから、楽しいの。せーくんはどう？　いま、楽しい？」

　なにこの質問。

　ただまあ、矢子さんの料理は美お味いしいし、この場に不快感は一切ないので……

「楽しいよ」

　と、答えると──矢子さんはちょっとドキッとしたような表情をして、その瞬しゆん間かんに生じた感情を隠すように視線を逸そらした。

　でも、嬉うれしそうな笑みは隠しきれずにいる。にへらーってしてる。

　なんなんだよ。ほんと、よく分からないな。年上って。




　食事が終わると、矢子さんがデザートを持ってきてくれた。

　バリスタが淹いれたように薫かおりのいいカプチーノと、セットで運んできた……なんだこれ？

「にんじん芋いもサバラン。余った食材で作ってみました。私の創作お菓子だよ」

　矢子さんはテーブルの向かいに座りながら、そのオレンジ色の球体を俺とつつくが……

　こ、これは……

　まずまずのお味だ。ちょっと苦い。

（矢や子こさんは……料理上じよう手ずでも、時に挑戦的なものを作るタイプの人らしいな……）

　と、俺おれがコメントに困っていると、

「ねえ、お姉ちゃんちょっと聞いてみちゃっていい？」

　一人称が変わったぞオイ。

「なに」

　矢子さんがマジメな表情をしてたので一人称の変化にはツッコまず、俺はどどめ色のサバランをカプチーノで流し込む。

「アリスベルちゃんのこと」

「アリスベルの……？」

「あの子は、どうしてせーくんの家に住んでるの？　もしかして……カノジョさん？」

「ちょっ……！　ゲホッ、違うッ」

　俺はカプチーノの泡でむせてしまいつつ、妙なことを探ってきた矢子さんに答える。

「……ふーん。ちがうんだ」

「そういうのじゃなくて、一緒に戦ってる仲間だから。家には、勝手に住みつかれたんだ」

「ふーん……ちがうんだぁ」

　確認するようにそう繰り返した矢子さんは、おっとり笑顔は変わらないものの、何かに安心したようなムードをそこに交えた。なんなのもう。ワケ分からねえよ。

（そうさ、違うんだ……）

　俺は──本当は。

　アリスベルのことは、憎にくからず思っている。

　特に外見はキライじゃない。どちらかといえば好きだ。見た目だけで言えば、入学式前夜に一目惚ぼれしたようなあの感覚も残ってる。

　性格だって、あれだけ蹴ける殴なぐるされといて言うのも変態みたいだが……いい子だとは、思う。

　意地っぱりだけど、優やさしいところもあるし、いい意味で良家の子女なんだ。アリスベルは。

　だが……向こうは[image: １００]％、俺に好意なんか持ってないだろう。

　ギャルゲー風に言えば、好感度０％。一度も、俺を男として良く思った事はないハズだ。

　なんでか、その確信だけがハッキリとある。

　だからもし仮に俺がアイツを想おもっても、ある種の片想いみたいなものになるんだろう。

　そんなのはゴメンだ。そもそも俺にとって、女は危険な存在なんだしな。
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　あれもこれも、計画通りだ。

　アリスベルと祈いのりは、本館の屋上から双眼鏡と望遠鏡で別館を監視している。

　キリコから借りたキツネ耳形の指向性ハイパーカー集音器デイオイドを頭に付けたアリスベルは、

「──死刑デス・ぺナルテイー！」

　盗とう聴ちようした静せい刃じと矢や子この会話にしばらくショックで絶句してたが、ばきっ！

　頑がん丈じような双眼鏡を握りつぶして、怒ってる。

　おおこわいこわい。乙女の嫉しつ妬とは凄すさまじいな。

「２０３０フタマルサンマル──お姉ちゃんに、動きアリ。でもムダだよ、お姉ちゃん……お兄ちゃんは絶対、祈いのりのこと裏切ったりしないから。あははははははババアムリスンナ」

　どこを見てるのか分からない、光を失った双そう眸ぼうで望遠鏡から目を外した祈いのりも……お、おう。これは凄すごいな。想像以上のヤキモチっぷりだ。

　愛らしいタヌキ耳形の指向性ハイパーカー集音器デイオイドがついてなければ、怖すぎて直視できない顔をしている。

「よいか２人とも、別館への移動は禁止だ。これも静刃のためと、私の指示を守れ。さあさあ、ノゾキはこのぐらいにして帰るぞ」

「死刑！」「あははは」「あんな事を静刃君に言わせるなんて！」「あはははー」「何なんですかあの女はッ！　死刑です！　デス・ペナルティーです！　キィー！」「あはははははーっ！」

　よしよし──収穫が、楽しみだ。
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　食後、試練の時が訪れた。

　フロだ。

　別館のバスルームは狭いのだが、リビングの隣となりにあり……シャワーとかの音が丸聞こえ。

　その音がするたび、矢子さんのものすごいハダカを想像してしまいそうで気が気でなくなる。

　テレビをつけて音を紛まぎらわそうとしたら、何も映らない。それならばと本館から持ってきたＤＶＤを再生しようとしたら、ＤＶＤデッキも置いてあるだけで繫つながってない。

（祈は電化製品に弱いからな……掃除した時、ここは設定出来なかったんだな）

　と、Ｂ─ＣＡＳカードを入れたり、ＨＤＭＩケーブルを繫いだりしていると──

「……うわあ。せーくん、この映画、ステキなパッケージだね。センスいいんだね」

　バスタオル姿の矢子さんがやってきて、

「そうかな。俺おれ、割と有名なのばっかり持ってるんだけど」

「私、映画なんて滅めつ多たに見たことないから……このリモコンもボタンがいっぱい。せーくん、これ、どうやってＤＶＤを再生するの？」

「ああ、ここのボタンが再生で、こっちが停止で──」

　……

　………って!!

　俺は停止ボタンを指したまま、心停止しそうなぐらいビビる。

「──や、や、矢子さんっ！」

「は、はいっ？」

「ななななんでそんなカッコで出てくるんだよッ！　俺おれの、目の前にっ……！」

　湯上がりの矢や子こさんが、これまたお姉さんっぽい石せつ鹼けんの香りをほこほこさせながら──

　バスタオルを体に巻いただけの姿で、しゃがんでいるっ！　俺の横に！

　その[image: １００]cm胸は両方とも、上半分ほとんどハミ出てる。バスタオルの上辺から。

　しゃがむ姿勢で一層ムッチリ感を増してる腰回りも、超ミニスカート程度にはバスタオルで覆おおわれているものの……合わせ目が開いて、スリットが入ったようになってる。右の太ももはほとんど丸出し状態だ。なんてこった。

　大おお慌あわての俺に、矢子さんは……

　くすっ。小さく笑ってる。なにその余裕。

「せーくんったら。だって私、せーくんのお姉ちゃんなんだよ？」

　そんな理屈でこんな事がまかり通っちゃうのかッ、矢子さん的には……！

　どんだけ男性慣れしてないんだよっ。この人は！

「なっ、何か着てきてくれッ！　俺は、というか男はっ、そんな姿を見せられたら本能的に、ケ、ケモノみたいになって──な、何かしちゃったら、どうするんだよッ！」

　真まっ赤かになって、しどろもどろでこんな事まで解説させられた俺を前に──

「……ケモノみたいに、何か……？」

　と、小こ鳩ばとのように首を傾かしげた矢子さんだが、

「……ケモノみたいに、何か……！」

　目をまん丸に見開き、顔色を変えて立ち上がった。

　ようやく事の重大さに気づいたらしい。

「ご、ごめんねせーくんっ！　お、お姉ちゃん、男の子のそういう事知らなくて、や、やっこちゃんぐっ……！」

　矢子さんオリジナル驚きよう愕がくフレーズを残し、とたとたたーっ！

　慌てるとそうなるのかＺ字形に走り、壁かべにぶつかって「きゃふん！」とか言ってから、またフラフラ走りつつリビングを出ていくのだった。




　女子校育ちの矢子さんは──男性と接した事が、多分、ほとんど無い。

　その上あの天使みたいな性格だから、人の下心とかが分からないんだ。

（……無防備すぎる……）

　俺は狭いフロで膝ひざを抱かかえ、次いで頭も抱える。

　俺は昔、誰だれかに言われた。『女に近づくな、それが危険を招く』と。

　それは俺の頭の中にある、ヒビ割れたフタをかけられたような不確かな記憶だが──実際、その通りになるような経験をしている。アリスベル以降。だから真実なんだろう。俺の場合。

　だが、アリスベルや祈いのり……同年代や年下は、まだ、いなせる気がしている。こっちが男だという強みがあるから、最終的には強く出れるんだ。

（だが、矢や子こさんは……）

　危ないかもしれない。本当に。昔ビビに掛けられた『魅了チヤーム』じゃないが、なんだか最終的に逆らえない相手のような気がする。

　これが、年上ってやつか。

　年上の女性なんて分からないと思ってたが、分かってしまったらそのまますっぽり収まってしまいそうな気がする。男と女として。

　共同戦線コミユニテイの結束を優先して、安やす請うけ合いしてしまった貘ばくの作戦だが……

　矢子さんと親しん睦ぼくを深める事は、何かマズい事に繫つながりそうな予感さえする。

『だから女は危ねえのさ』

　昔、誰だれかに言われたその言葉が……再び、記憶の奥底から聞こえてくる。

　呻うめき声の、ように。




　パジャマを着てリビングに戻ると──矢子さんは、くー、くー。

　ソファーの上で横になって、寝てた。

　毛布をかけてるからよく見えないが、何か着てるようではあるな。一安心だ。

　テーブルの上には、さっき俺おれがノリツッコミ的に説明していたリモコンの『再生』『停止』ボタンにシールが貼はってあった。後々忘れないようにと、やったらしい。

　祈と同じで、機械がニガテなんだな。矢子さんは。

「むにゃ……美み咲さきちゃん……すあま、おいしいねえ……」

　まだ10時過ぎなのにすっかり寝てしまっていた矢子さんは、好物を食べるというベタな夢を見てるようだ。

　ていうか、美咲ちゃんって誰だろう。呼び方が矢子さんにしては馴なれ馴れしかったから……親しん戚せきの子かな。だとすると戸こ籍せき的には俺の親戚ということにもなるのか。美咲ちゃん。

　などと考えてると、矢子さんが目を覚ました。そして俺を見上げ、

「あっ、せーくん。ごめんね、こんな所で寝ちゃって……私、夜10時まで起きてたこととか、あんまり無くて……１日９時間ぐらい、寝ちゃうの。ロングスリーパーなの」

　なるほど、寝る子は育つというのは本当なんだな。すごい育ちっぷりだもんな。胸とか。

　……って……また……だよ！

「こ、これならどうかな。お寝巻き、着てきたんだけど……」

　むくり、と起きてきた矢子さんは──

　ミニスカートでワンピースの、いわゆるネグリジェと呼ばれる夜着を着てるッ……！

「……どッ、どうかな、って……！　や、矢子さんッ……！」

　薄ピンクのネグリジェは、向こう側が当たり前のように透けて見える素材。

　ホルスタイン顔負けの胸を下半分しか隠さないハーフカップ・ブラと、これも布面積の少ないレース織りのショーツが丸見えになってる。

　どうもこうも、バスタオルより扇せん情じよう的な姿じゃねーかッ！

　だが男慣れしてない矢や子こさんは、そういう事も分からないようだ。

　そして俺おれは、これを叱しかるに叱れない。

　矢子さんが『もしダメって言われたらどうしよう』的にビクビクした目をしてるから。

「……せーくん……ダメ？」

　甘ったるい、矢子さんの声。

「あー……えーっと……そのっ……！」

　それに対し俺は、視線を逸そらす事しかできずにいる。

　年上の女性にしか有り得ない、円熟しつつあるボディーライン──それを見せつけられて、頭から何もかも吹っ飛んでしまったような感じがする。

　だが、俺が言葉に詰まっていること自体が……否定的な回答になったようだ。

　矢子さんは真まっ赤かにした顔を伏せ、無言でソファーから立ち上がり、とた、とたた。

　──２階の寝室へ、逃げていってしまった。
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　静せい刃じは実に、実に扱いやすい男だ。

　私の思おも惑わくになど、これっぽっちも勘かん付づいていないようだよ。若い、若いな。

（よし、よし、うまくいっているぞ。豊ほう穣じようだ！）

　私は本館の地下ワインセラーで、チョコレートを溢あふれさせた恋レン函カンを見て小躍りしてしまう。ちっぽけなヌイグルミの姿のままで、ヨチヨチと。

　瑠る姫きとの決闘に向けた、恋心の促成栽培──

　それには静刃とアリスベル、静刃と祈いのりを近づけても、効率が悪い。矢子が浮くのだ。

　それより静刃と矢子を近づければ、まずアリスベルと祈から嫉しつ妬とが収しゆう穫かくできる。本命の矢子からの恋心は……まだ戸惑うような淡い歯ごたえのクランチだが、なぁに、２人は若い男女。すぐ濃厚な愛のチョコレートを滴したたらせるに違いない。楽しみだ。

　──アリスベルと静刃も、これで諍いさかうには至らないだろう。

　アリスベルはキリコ戦以降、かなり静刃への好感度が高い状態にある。

　さっきも静刃にではなく、ほぼ矢子に対してだけ怒いかっていたしな。

　好感度の貯金を食いつぶすような形にはなるが、しばらくは大だい丈じよう夫ぶなハズだ。

（……『敵の敵は味方』で、アリスベルと祈が仲良くなるのは少し意外だったな。人間関係がドロドロしてきた。だがまあ、そんな事より……）

　この、チョコレートの山。

　どれをいただこうか。答えは決まってる、

「──どれもだ！」

　私は恋レン函カンにダイブして、包装を次々に剝はぎ取っていく。そしてリスのような恰かつ好こうで食べる。食べる。食べる……！

　ああ、『食べる』とは何と快い事か。他ほかのどんな行いよりも、生きる歓よろこびを感じるよ。

　私の体に、ほろ苦くも甘かん美びな滋じ養ようが満ち──

　背中の毛の間に……来たぞ。

　産めそうな感覚が、むずむずと生じている。

　──静せい刃じの妖よう刕とう・黒套コクドは、キリコ戦の時の充式でしばらくは保もつ状態。

　となれば、私は新たな武具を産んでやるべきなのだが……今の体では、大きなサイズの物が造れない。

　しかし案ずる事はない、武の本質は大きさではないのだ。

　ころんっ、と私が産み出した小さな武器は──銃弾。

　見た目はただのカスール弾だが、弾頭は違うぞ。殲せん魔まの弾だ。

「我が名は、貘ばく。恋心を喰くらい、殺あやめの武具を産む、妖あやかしの官女よ！」

　小さなアルパカの姿ではカッコがつかないが──

　つい、私は白く短いこの手で銃弾を掲げてしまう。クセというものは抜けないものだな。

「命短し、恋せよ乙女。命短し、闘たたかえ益ます荒ら男お」

　そう。私が死のうと──恋と闘争は、続く。

　恋と闘争は、終わる事がない。永遠に続く、人の営みなのだ。

（鳳おおとりの復活は、近い。そんな予感がするぞ）

　そして私はもう、鳳復活後を見み据すえて動き始めている。

　この弾は瑠る姫きを斃たおすため、鳳の欠片カラツトを奪うばうためだけのものではない。

　やがて──やがて訪れる、鵺ぬゑとの戦いへの軍備でもあるのだ。

　……鵺め。よくも殺してくれたな。殺してやる。

　やがて私の静刃が、お前を殺す。その時もまた、近いのだと知れ。
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　かつての貘もそうだったが、年上の女性の体というものは刺激が強すぎる。

　昨夜ゆうべは……矢や子こさんの肉体をバスタオルやネグリジェ越しに見てしまったせいで悶もん々もんとして眠れず、寝坊してしまった。

　起きて時計を見たら、もう朝９時だ。停学中でよかったよ。

　顔を洗ってから見回すと、別館の中はピカピカになっていた。矢や子こさんが早起きして、掃除してくれたらしい。さすがお姉ちゃんだな。家事能力が祈いのり以上だ。

　さらにリビングのガラス戸も磨みがかれており、そこから見える庭のモザイク床の上では……

（な、なんだ、あれはッ……！）

　白の丸まる襟えりシャツと紺こん色いろブルマーという、体操服姿の矢子さんが──

「ぽーちポチわーん、にゃーんこーターマぁー♪」

　こちらに背を向けていた姿勢から、両手をネコのマネっぽく曲げ、くるっぽゆん。

　その常軌を逸いつした巨乳を躍動させて、満面の笑顔でこっちに振り向いた。

　長く色っぽいまつ毛の目が、俺おれの目と合って……

　かぁあああぁあぁああぁ

　と、その顔が下から上へ真まっ赤かに染まっていく。少女のような照れ方だ。

「やっこちゃんぐ……！」

　俺がいるとは思ってなかったらしく、矢子さんは泣き出しそうな顔で石像のように停止したままだ。

　白い太ももをキラキラ輝かせる、下着とほとんど変わらない形状の、ブルマー姿で。

「せ、せーくん。私、その、バカなんじゃないよ？　これはこの、こういう体操だから……」

「……なんですか、その体操、と、カッコ」

「ポチタマ体操……私、昔から運動神経が悪くて……何かスポーツしようと思ったんだけど、何をやってもダメで、あっでも洋弓アーチエリーだけはできるんだけど、ここには射しや場じようがなくて、だけど、幼稚園の頃ころの体操ならできるから、それで……た、体操だから、体操着でしようと思ったの。それに運動しないと、どうしてなのか、肩がこるから……」

　これでよく分かった。純度[image: １２０]％の天然だ、この人。あと肩がこるのは胸の重量のせいだな。

「あー……じゃ、じゃあ続けていいですよ。ポチタマ体操」

　間の悪いところでやってきてしまっていた俺も、赤くなって返す。

「そ、そんな……いじわる。せーくんが見てたら、恥ずかしくてできないよぅ……あ、あれ、あっあっ」

　こっちへ歩こうとした矢子さんは、ハート形の飾りがついたスニーカーの足をもつれさせて……ぽよん、と、オシリを床に落とした。

「きゃうぅんっ」

　なるほど運動神経が悪い。大だい丈じよう夫ぶなんだろうか、この人と組んで戦うとか。

「……大丈夫ですか」

「う、うん。あ、あれ？」

　矢子さんはＭ字に開脚するような形で転んでおり……ブルマーの股こ間かんの左右から、成熟した女性らしい、いやらしい肉付きの内ももをむっちりと見せつけるような姿勢になっている。

　腰が抜けたのか、矢や子こさんは……もぞもぞ。

　つきたてのお餅もちみたいな腿ももを、むにむにと蠢うごめかせている。立ち上がってこない。

　その光景に目が釘くぎ付づけになりかけた俺おれが、気恥ずかしさに視線を逸そらすと……

「……っ……」

　洗濯物が、干してある。俺の服──黒套コクドも勝手に洗濯されちゃってるぞ。

　確かに、少し汚れてたけど。服の趣味が悪いと思われちゃうよ。

　しかしもっと問題なのは、俺のトランクスまでしっかり洗って干してある事だ。

「や、矢子さん。あれはその、洗濯は俺がするから。家事は分担しよう」

　と、提案すると……

「えっ……」

　矢子さんは座ったまま、また頰ほおを赤らめてる。

「じゃ、じゃあ……せーくんが、私の汚れ物も洗うの……？　そ、それは、あの……」

　よ、汚れ物って。

　その言い方で、何となく矢子さんの言わんとしてる事が分かってしまった。というか、想像してしまった。や、矢子さんのはいた下着とかを、洗濯の際、俺が一回手にする事に──

　廃はい案あん、廃案だ。家事分担案は。

　アリスベルの時には脱いだパンツを持っただけで顔面を蹴けられたしな。６回も。

「わ、分かった。ごめんっ。じゃあ矢子さんが洗濯してくれ」

　生なま々なましい想像を頭から追いやるように頭を振り、俺は改めて矢子さんにそう言うが……

　うなずいた矢子さんは、まだ座り込んだままだ。

「矢子さん、どうしたの」

「あのー……えーっと。ひなたぼっこ中……あは……」

　矢子さんはその場で腿と膝ひざをむんにゅりと立て、脛すねを開いた体育座りで苦笑いする。

「ひなたぼっこはね、有意義なのよ」

「それ以上にムダな行為を俺はあまり知らないけど……」

「私は夜光塗料みたいに、光を貯ためておけるの。ちょっとの式力ちからで、後でぴかーって出せるの。あと、実はね……さっきビックリして転んじゃった時に、足をくじいちゃったみたいで……」

「……えっ」

　だとしたら俺のせいだぞ。

「でも大だい丈じよう夫ぶよ、私は捻ねん挫ざとかは10分もあれば治るから」

　矢子さんはニコニコしながら、両腕で力こぶを作るジェスチャーなんかしてるが──

　庭に10分も放置しておくわけにはいかないだろう。

　異能的な体質ですぐ治るにせよ、家には入れてあげないと。

　と、俺は矢子さんを抱だっこ……は、それなりに体重もありそうなのでムリだと諦あきらめ、

「おぶっていくよ」

　と、矢や子こさんの前で背を向けて屈かがんだ。

「えっ……あ……あ、ありがとう。せーくん」

　矢子さんは、そっと俺おれの両肩にしっとりとした腕を回してきて──

　次の瞬しゆん間かん、俺はこのおんぶ案がミスチョイスだった事を思い知る。

　むん……にゅりっ……！　と、体重を預けてきた矢子さんの、[image: １００]cmＪカップの、バっ、バっ、バストが──左右共に、俺の背に、密着した……今ッ！

　しかしここで「やっぱりやめる」と姿勢を解除するのも、意識してるのがモロバレになる。

　それはヤバイだろう。この人は姉なんだ。俺の。義理の義理とはいえ。

　となると、さらに俺は、むっちりした生なま脚あしを抱かかえねばならなくなる。ので、抱える。男にはやらねばならん時があるのだ。

　これがまた、夢のように、やわらか……！

　触れてるだけで腕が気持ちいいとか、どういう仕組みしてんだ。女の体って。

　矢子さんも、自分の胸の只ただ事ごとならぬデカさ、太ももの皮ひ下か脂し肪ぼうのちょっとだらしないまでの柔らかさは自覚しているらしく──

「…………」

　今それらが全すべて俺に肉感的に伝わってる事を恥じらっているのか、終始無言。

　その緊きん張ちよう感かんあるおんぶでリビングに入った俺は、矢子さんをソファーに下ろす。

　ソファーから俺を見上げた矢子さんは、トマトみたいに真まっ赤かになっていた。

「今ね……せ、せーくんの背中、おっきくて……子供じゃないんだなあ……って……」

　矢子さんはいつものスマイルを保とうとしてるが、ドキドキしてるのが丸わかりだ。

　これが、か、かわいい。年上なのに。いや、年上だからだろうか。

　同年代にはない、のめり込み、溺おぼれてしまいそうな魅み力りよくがある。

　俺の『年上安全説』は崩壊した。矢子さんの中での『静せい刃じ子供説』も崩壊したようだ。

　マズい……マズい、感じだ。

　たった１日暮らしただけで、お互いがお互いにどんどん惹ひかれていくような空気だ。

　それも異能的な要因を挟はさむ事なく、ただの男女として。

（女は、危ない存在だっていうのに……！）

　貘ばくが目もく論ろんでいた一心同体とは、こういう話だったのか？

　何か間違った方向に進んでいやしないか？　この同居作戦。




　おんぶ事件の後、矢子さんの捻ねん挫ざは本当にすぐ治ってしまったが……

　代わりに捻ねじれてしまったものがある。俺と彼女の関係だ。

　なんというか、今までよりずっとギクシャクし始めてしまった。

　もう午後４時だが、あれから会話がほとんど無くなってしまっている。

　これが逆に、お互いをマジで男女として意識してるみたいで気まずい。

　身体的な距離も、取り合ってるような感じだ。

　これもまた、お互いの間合いにどっちかが踏み込んでくるのを待ってるようで気まずい。

　そんな中、制服姿の矢や子こさんが近くを通るたびチラ見してしまっていたら──

　向こうはその視線に気づいてたようで、

「……えっと、私、私服ね、送付先を間違えちゃってね。今、ローマにあるみたいで……後でここの住所を向こうにファックスして、取り寄せるからね。に、似合わないもんねこれ」

　つんつるてんのセーラー服を手で示しながら、半べそになる。

「いや、似合ってるよ」

　泣かれたらコトなのでそう返すと、矢子さんは、ぱあああ。

　胸の前で手を合わせて、天国にいるみたいな笑顔になる。

　ていうか似合う似合わない以前に、その超高校生級の体でセーラー服ってのは……コスプレみたいで、得えも言われぬいやらしさがあるんだよな。

（ていうか、何をどう間違えたら宅配便をローマに送れるんだよ）

　とも思うが、矢子さんならありえる。というのも共同生活２日目にして悟ったが、この人は家事以外の事となるとかなり抜けているのだ。

　取り間違える可能性があるものは取り間違える。何もない所で躓つまずく。注意書きの一番大きく書かれてある重要な記述を見落とす。たぶん落とし穴があったら落ちる。

（この人、ホントに瑠る姫きとの決闘に連れていって大だい丈じよう夫ぶかなぁ）

　などと不安に思っていると、キュルルルン……

　何だ？　玄関の外で、小さなモーター音がしたぞ。

　キリコ辺りが探査機を送り込んできてたりしたら厄やつ介かいなので、玄関のドアを開くと……

「様子を見に来たぞ、静せい刃じ。仲良くしているか？」

　足あし下もとに、ラジコンの２０００ＧＴに乗ったアルパカ貘ばくがいた。コントローラーは自分で持ってる。それに乗って本館から来たのか。ていうか、貘は好きなんだな。２０００ＧＴ。

「どうもこうも……少し、不安だよ。ていうかドジだぞあの人」

　片かた膝ひざをついてヒソヒソ答えると、

「ドジッ子萌もえというやつだ。許してやれ」

　貘はそんな事を言い、ぴょん、ぴょん。俺おれの膝を踏み台にしつつ、ジャンプして肩に乗った。

（許してやれ、か）

　言われなくても許しちゃうんだよな、矢子さんの事は。どんなドジをされても。

　というのも彼女は一生懸命で、頑張った結果として失敗するから。

　それにまあ、彼女の失敗は深刻な結果には不思議とならない。

　バチカンに留学してたご利り益やくで、神の加護とかがあるのかもしれないな。

　貘ばくを肩に乗せたまま、別館の中に戻ると……

「きゃ」

　という声が、電話複合機の傍かたわらから聞こえてきた。

　振り向くとそこには、コピー用紙を周囲にぶちまけてしまった矢や子こさんの姿があった。

　ファックスをしようとして、機械に弱いから使い方が分からず、あちこちいじってた辺りでドジっ娘こスキルを発動させた──って所だなあれ。

　片付けを手伝ってあげようと踏み出したところで、

「……ッ……！」

　俺おれの全身が硬直してしまう。

　あわあわと紙を搔かき集める矢子さんは、ハイハイしてるような姿勢。いわゆる四つんばいで、例の重量感タップリのアレがブランブランと空中ブランコ状態になっているのだ。

　さらに矢子さんは、後方の紙を集めようと──くるりん。

『四つんばいで後ろ向き』というイケナイ姿勢になって、ぱっつんぱっつんのスカートの、す、裾すそがッ……！　見える見える見えちゃうって！　ていうか今見えちゃったような気もするぞ！

　たまらず顔面を両腕で覆おおった俺の耳元に、ヒソヒソ。

「良いではないか静せい刃じ」

　ええい。アルパカがヒソヒソ話のポーズすな。

「なっ、何がだよ」

　俺もヒソヒソと返すと、

「女は男から見れば誰だれしも、か弱くて、守るべき対象。加えて年上の女は男を優やさしく包み込み、守ってくれる。甘えさせ、甘える。両方を満たしてくれるお得な存在なのだ」

「い、意味不明すぎるぜ……」

「静刃は異性を分からぬにも程ほどがあるな。それは矢子もだが。よく見ろ。矢子は唇くちびるにリップを塗っている。先日はしていなかったにもかかわらずだ。お前の前で、女性らしくしようという想おもいが無意識に出てきたのだろう」

　そう言われてつい俺が腕を顔から外して、矢子さんの方を見てしまうと……

　矢子さんも、俺の方を見ていた。たまたま。

「………」

「………」

　思いっきり目が合ってしまった俺たちは、目を逸そらす。慌あわてて、同時に。

「異能の女は世間から疎そ外がいされがちだから、愛に飢うえる。押せばすぐ寝ころぶぞ」

「お前、女のくせにスケベだぞッ！」

　つい声が大きくなってしまった俺に、

「えっえっ、な、なに、やっこちゃんぐ」

「ちっ、ちち、違う矢や子こさんっ。い、今のは矢子さんに言ったんじゃない、貘ばくに……！」

「私の見立てでは、普段は少女のようだが、イザ臥所ふしどに入ると大だい胆たんに乱れるタイプだな」

　貘のセクハラ発言が度を超してきたので──

　俺おれはアルパカを肩から摑つかみ取り、大きく振りかぶって、ぶんっ！

　四つんばいの矢子さん越しに、廊下の奥にある洗濯機に放り入れてやった。




　チラチラ視界を横切る色っぽい矢子さんのせいで、精神を磨ま耗もうさせられた２日目が暮れ……

　夜、俺は心のケアのために火曜ロードショーを見ようとリビングのテレビをつけた。

　もうすぐ始まるところだが、番組表によると今日の映画は……おっ。チャンバラだ。

　──『丹たん下げ左さ膳ぜん』。

　いいね。右腕・右目が無いのに超強い、江戸時代の剣客。俺は時代劇が割と好きなんだよ。

（でも、どっちも左しかないんだから『左全』って書くべきだよな）

　などと人の名前に頭の中でツッコミつつ……

　俺は部屋の明かりを暗めに調光して、映画館っぽい気分を演出する。

　すると、

「……せーくん？　もしかして、今日はソファーで寝るの？」

　つんつるてんセーラー服の矢子さんが、フシギそうな顔でやってきた。

　貘を２人でラジコンに乗せて崖がけから海へ追い払って以降（矢子さんは遊んであげてるつもりだったようだが）、少し俺たちのギクシャク度は減ったものの……

　俺は「いや、映画……見ようと思って」と答えたきり、言葉が続かない。

　この辺やっぱり、俺は年下だよな。

　おんぶ事件からこっち、心理的な距離感が摑めないでいる。

　黙ってソファーに掛ける俺が、機嫌を損ねているとでも思ったか──視界の端の矢子さんは『このままじゃせーくんに嫌われちゃう』的な心配顔でモジモジしてる。

　そして、

「お、お姉ちゃんも一緒に見ていいかな……？　私、映画とかあんまり見たことなくて……」

　そうきたか。

　どう答えよう。「あなたは色っぽすぎるからイヤです」とか言うワケにもいかないし。

　と、俺が黙っていると……こ……こっちへ来たぞ。モジモジしながらの、矢子さんが。

　そして『ええい、座っちゃえ！』と意を決したように、ぽふん。

　座ってきた。ソファーに。

　しかしそこはドジッ娘この桃もも井い矢子さん。腰を下ろす際に目測を誤ったらしく、大きなオシリの着地点は、思いっきり俺の真っ隣となりだった。膝ひざの上とかに着地されなかったのは不幸中の幸いだが、生あったかい太ももは俺おれの太ももにむんにゅりくっついちゃってる。

　しかし向こう的にはそこが意識できてないらしく、

「うわぁ、すごく大きなビルね。カッコイイね」

　手を合わせて、映画のオープニング映像に喜んでいる。

　その動きで矢や子こさんの体から漂ただよってきた、シュガーミルクみたいな甘い香りに俺はたじろぐが……あれ？　この映画、予定と違わないか？　丹たん下げ左さ膳ぜんはどこよ？

　などと眉まゆを寄せていると、画面の上部に『本日は番組内容を一部変更して放送しています』というテロップが流れた。

　どうも……刃物系の事件がどこかでリアルに起きて、局がチャンバラを自じ粛しゆくしたらしい。

　代わりに始まった、邦画は──ベタベタで甘々の、恋愛映画。

　会社の先せん輩ぱい・後輩のオフィスラブ・ストーリーだった。

　しかもよりによって、年下男と、年上女の。

　さらになぜか男は俺に、女は矢子さんにチョイ似だよ。

　それが30分もしない内に、トントン拍子でチュッチュし始めてる。

（き……気まずいッ。気まずい事この上ない……！）

　しかも薄暗く調光したリビングは、ピンク色の多い画面のせいで桃色っぽくなっちゃってる。

　ベタな言い方をすれば、ムードがありまくりだ。

「………」

　めったに見ない映画がこんな内容だったせいか、矢子さんはちょっと俯うつむき気味でご沈黙。

　でも内容に興味はあるのか、頰ほおを真まっ赤かにしつつも前髪の間からしっかり画面は見てる。

　……うっ。大変だ。恐れていた事が起きてしまいそうだ。

　映画の流れが、ベッドシーンへ、移行しつつある……！

「あー…あんまり面白くないな、これ」

　もう俺は機転の利きいたセリフも思いつかぬままに、棒読み状態でそう宣言する。

　そして自前の映画ＤＶＤに切り替えようと思って、ソファー脇わきにあるラックに手を伸ばした。

　その時、俺は普通に腕を動かしたつもりだったのに──

　矢子さんの胸のサイズが非常識だったせいで……ぽよんっ。

「……ぁ！」

　小さく声を上げた矢子さんが、座ったまま感電したように背筋を伸ばす。

　い、今、俺の肘ひじが……や、矢子さんの胸に──あ、当たってしまった……！

　それも割と力強く。

「……っ……！」

　矢子さんは硬直してしまい、巨大なプリンにエルボーしたような感触に俺も絶句してしまい──やばい、やばい、頭が真っ白に……！

　だがここでもさすが矢や子こさんは年上。復帰とフォローが早かった。ちょっと震ふるえ声ながらも、

「ど、どんな映画かな？　せーくんの、それ」

　今の身体接触を無かったことにしてくれた的な笑顔で、振り向いてきた。

　俺おれが今さらながら適当に摑つかみ取っていたＤＶＤを見ると、

「あ、え、えっと、『ゴジラ』だ。初代の」

「う、うん。じゃあそれにしよ」

　ソファーの上でスカートを整えつつ言った矢子さんは、こそ、こそ。セーラー服の上から、さりげなく胸の周辺を搔かくような、摘つまむような仕草をしてる。

　どうやら今の接触で、下着がズレたらしい。大きすぎる胸は、ちょっとの事で下着からハミ出ちゃったりするのか。

　いや、考えるな静せい刃じ。今そのぱっつんぱっつんのブラウスの内部がどうなってるのかとか。

　切り替えるんだ。ここからはエロシーンが皆かい無むのゴジラの事を考えて、感情を沈静化させろ。

　ゴジラは──ただの怪かい獣じゆう映画じゃない。初代は案外深い、反核映画だったんだ。

　俺は今や大変な事態になっているテレビ画面をスルーしつつ、デッキにＤＶＤを入れて……５cmぐらい離れて矢子さんの隣となりに座ったのに、

「きゃっ」

　その後、矢子さんは町を破壊するゴジラを怖がって俺の二の腕にしがみついて来たりする。

　せっかく座り直した距離も、またゼロまで詰められてしまった。

　矢子さんは怪獣映画を見た事がなかったんだな。年上なのに、まるで少女みたいな恐こわがり方で……なんというか……その……守ってあげたくなる。

　アルパカが言ってた通り、不思議な感覚を抱いだかせる対象なんだな……年上の、女性って。




　別館には２階に大きな寝室があり、そっちは矢子さんに提供している。

　俺は１階にもう１つある寝室で……寝しなに、妖よう刕とうを抜いて様子を見ていた。

　貘ばくの作戦はどうあれ、瑠る姫きとの決闘は近い。

　そこではまた、コイツの世話になるんだろうからな。

　先日のキリコとの戦いで刃こぼれしてたり、ヒビが入ったりしていた妖刕は……

（治りかけてる……右も、左も……）

　特に酷ひどかった損傷は、よく見ればまだ少し傷跡がある。だが、もうほとんど元通りだ。

　自然治ち癒ゆ能力が……あるんだな。妖刕には。まるで生き物みたいに。

（いや、生きてるんだろう。きっと）

　まさに妖刕といった風ふ情ぜいのそれを、黒くろ鞘ざやにしまった時──ぴこん。

　表示ガイドが出た。ドアの外を示してる。ハートマークつきの矢印で。

　どうも矢子さんが、廊下……この部屋の前を、ウロウロしてるみたいだな。

（トイレでも探してるのか？　家の中で迷うとか、さすがは矢や子こさんだな）

　その矢子さんとのギクシャクで疲れて眠かった俺おれは、真っ白なベッドに寝っ転がって電気を消し──白い羽う毛もう布ぶ団とんをかぶって、うつらうつら、していたら……

　……？

　なんだろう。なんか、いいニオイが……してきたな。シュガーミルク、みたいな……

　矢子さん、みたいな……




　……

　………朝、だ。

　…………？

　なんだろう。なんか夢のように柔らかい。でも、何がだ？

　俺は全身にまとわりついている、その異常な心地よさと……いいニオイに……

　──飛び起きるッ！

「や……矢子さんっ！」

「せ、せーくん。あ……あは……おはよ」

　い、いるっ。ベッドの中に。矢子さんがッ……！

　跳はね起きた勢いで掛け布団はめくれてしまい──例の、薄いピンクのスケスケネグリジェの矢子さんが、苦笑いで横になっている姿が見える。

　白い下着はご着用なさっていらっしゃるものの、それも上下ともにスケて見えてる。

　ド迫力の胸を下50％ほどしか覆おおわない、ざっくりと大だい胆たんにカットされたデザインのブラ。

　窓から差す朝日の力で、レースの下着内部には色白の肌はだが透けて見えてる。言うなれば二重スケスケ現象だ。なんてこった。今すぐ曇くもってくれ天空ッ！

　だが戦闘特化型の異能こと俺に天候操作能力はない。朝日はむしろ強まり、矢子さんの艶つや々つやした髪を天使みたいに輝かせている。

「や、矢子さん、なんでここに!?」

　人間、本気で慌あわてるとこんな当たり前の事しか言えないんだな。

「あのね、ゴジラが怖くなっちゃって……」

　──子供かよ！

「だ、だからって抱だきつくことないだろ！」

　この、俺自身から漂ただよう、甘ったるい矢子さんの香り。

　一晩中抱っこされてた事は確定的に明らかだ。

「……私、抱き枕まくらが無いと眠りが浅くなっちゃうの。でも、本館に忘れちゃったから……」

　もじもじと上体を起こしてきた矢子さんから逃げるように、俺はベッドから降りる。

　ていうか抱き枕がわりかよ、俺は。

　俺おれが大おお慌あわてで制服を着ていると、背後で──

「ふふ」

　おっとりした、まだ寝ぼけ気味の矢や子こさんの笑い声がする。

「な、なんだよ……」

「せーくんの寝顔、かわいかった」

　お……女に可愛かわいいって言われるとか。俺の顔に可愛さ要素はゼロだろ。

「それとね、せーくん、寝言言ってたよ」

「えっ。なんて」

　何かヤバいこと言ってなかったか不安になって振り返ると、矢子さんは寝ていた俺のことを思い出していたのか──くすっ。マクラを抱だっこして顔を埋うずめ、幸せそうに笑ってる。

「……ナイショ」

「教えてくれよ。そっちだけ知ってるなんて……は、恥ずかしいだろ」

　俺が怒って言うと、矢子さんはマクラから顔を目だけ上げてきて……

「……『矢子さん』、って言ってたよ」

　き、聞くんじゃなかった……完全に俺の自爆じゃねえか今のこれ。




　その後、俺と矢子さんのギクシャク関係に変化が訪れた。

　度たび重なる身体接触のせいで俺は相変わらず向こうを警戒しがちなのだが、矢子さんはなぜか逆に母性みたいなものが目覚めてきたらしい。

　今まで以上に俺に優やさしくなったというか、カワイイものを見るような目で見るようになったというか、『せーくんを思いっきり甘えさせたい』的な欲求が出てきたように思える。

　やばいだろこれは。

　なにせ向こうにはこっちをタップリ甘えさせられる豊ほう穣じようの園、というかカラダがあるんだ。

　しかも今さらながらに気づかされたが、俺は俺で幼少期にほとんど父子家庭だったせいで、母性に飢うえているところがあるようにも思える。

　一言で言うと、今やとても魅み力りよく的に思えてしまっている。矢子さんの事が。

　なので、その日──

　俺はそんな思いを振り払うように、決闘への備えに集中する一日を過ごした。

　潜在能力開放オープンアクト時の動きに応用できそうなゲームを復習したり……夜には、洗濯された黒套コクドが縮んだりしてないか着てみたりした。

　２本になった妖よう刕とうも黒套のあちこちにある金具やホルダーにそれぞれ装着して、抜きやすさ、隠しやすさなどを確認しておく。

　背にＸ形に収めたり、左右の腰に提さげたり、左腰に２本とも差してみたり……していると、

　──『注意喚起Caution』──

　表示ガイドが別館の裏、雑木林の向こう、廃はい教会の方を示した。

　妖よう刕とうが何か感じ取ったらしい。

　その目標方ターゲツト向指示ロケーターは、２つ。だがそれらは攻撃的なものではないらしい。

（……何だ……？）

　瑠る姫き側からの……スパイか？

　２階で寝ているらしい矢や子こさんを起こさないよう、俺おれは静かに別館を出て──

　準潜在能力開放セミオープンアクトの状態で、気配を殺しつつ教会の方へ進む。

　枯れ木と三日月を背景に、見上げた教会の屋根……そこでは高い所にある窓が開いていて、その上に──妖刕が発見した１つめの目標──

「……？」

　黒いＵＦＯみたいなものが、飛んでいる。スイカぐらいの大きさの。

　ボールみたいに見えるがそれは枠の形で、内側で回るプロペラの揚よう力りよくで中に浮くラジコンだ。

　妖刕によれば、武装は無いらしい。偵てい察さつ機か。

　だが、機体に書かれている文字は──ＵＮ──国こく連れん？

　いや違うだろう、常識的に考えて。つまり正体不明機だ。

　妖刕による……『音声傍受中Voice Intercepting』『暗号解読中Cypher-breaking』、という表示に続いて……字幕が、俺の右目に視みえ始める。声は聞こえないが──２つめの目標方向指示は、廃教会の中を示している。

　いるんだ。中に、何者かが。

　誰だれだ。貘ばくを殺したヤツか？

〈焉弾メガデス──体内式しきに異常なし。原はら田だ静せい刃じ以下が特１級と接触し次第、特１級のみ排他的絶ぜつ界かいに取り込んでの焉弾メガデス発動は予定通り可能〉

　表示される字幕の意味はほとんど分からないが……

　一部、分かるぜ。名指しされたしな。今。

〈原田祈いのりは感染無く、消しよう殺さつの要なし。立たち花ばな・氷焰ビーニヤン・アリスベルは感染の疑いあり。継続して監視。懸案の準２級は時間経過と共に自然死する見込みのため、条項２─１３５号Ａに従い、自然死を待機──〉

　様子を見ているに、どうも……何かを報告してるようだ。

　祈の話もしていた。となると瑠姫のスパイじゃない公算が大きい。

　闇やみを飛び去っていくボールから、木陰に身を隠した俺は──

（矢子さんと、アリスベルたちに、連絡を……）

　と思ったが、携帯が無い。別館に置いてきてしまった。

　妖刕が示す、教会内の相手との距離が……カウントダウンされていく。相手が、動いてる。

　こっち側にある教会の扉から、出ようとしている。立ち去るつもりのようだ。

　だがその動きに、俺に気づいた様子は無い。

　俺おれは今──丁ちよう度ど良く、妖よう刕とうを持っている。２本とも。黒套コクドも着ている。

　妖刕の効果か、心の中で獰どう猛もうさが強まっていくのが分かる。

（……やるぞ）

　相手が何者であれ、今の物ぶつ騒そうな話は聞き捨てならねえ。

　少し脅おどして、話を聞かせてもらおう。俺、祈いのり、アリスベルが何だって？　ってな。

　──俺は夜陰に紛まぎれやすい黒套を翻ひるがえし、扉の前で待つ。

　コツ、コツ……足音がする。出て、来る……！

　扉が開いたその瞬しゆん間かん、バッ──俺は相手の口をオープン・フィンガー・グローブの右手で押さえ、大おお内うち刈がりで足を払ってバランスを崩させ、ドサッ──！

　教会の中に入れ戻すような形で、仰あお向むけに押し倒した。

（……！）

　ステンドグラスから漏もれ入る淡い月光で──見えた。相手の顔が。

　ど……どういう……ことなんだ。

　何だったんだ。

　今さっきの、あんたの、話は。

「──！　だ、ダメよ、せーくん……！」

　ビックリした表情で俺の胸を押し返そうとする矢子さんは、俺に会話を盗とう聴ちようされていた事に気づいていない様子だ。

「……こ、ここは壊れてるけど、教会。か、神様の前じゃ……ね？　ダメよ。お、落ち着いて。お家うちに戻ってからに……しよう？」

　俺を宥なだめるように、苦笑いして言ってくる矢や子こさんは……

　どうも、俺が矢子さんに乱暴しようとしたとでも誤解しているらしい。

　俺は──起き上がろうとした矢子さんの肩を押さえて、床に戻す。

「せ、せーくん……」

　すると矢子さんはますます誤解を深めたらしく……体から力を抜き、抵抗を、やめた。

　そして天井を見て、口から心臓を飛び出させそうなぐらいドキドキした表情で震ふるえている。

　しばらく、無言の時が流れ──こくり。

　俺から目を逸そらしたまま、覚悟を決めたように、うなずいてる。誤解ここに極まれりだな。

「焉弾メガデス……は、知ってるぞ。自爆の式だ。矢子さん、あんた一体何をするつもりなんだ」

「……！」

　ようやく俺が話を盗聴していた事に気づいた矢子さんは、瞳ひとみを見開いた。

　そしてさっきとは異なる感情に震えながら、その目から……

　はら、はら、と、涙を流し始めた。

[image: ]

　押し倒されたままなので、その涙は眦まなじりから耳の方へ流れ落ちていく。次々と。

「どうしよう……私、どうしたらいいの……」

　絞り出されるようなその声に、絆ほだされかけた俺おれだが──

「何者なんだ、矢や子こさんは。本当の事を言ってくれ。矢子さんを疑い続けたくない」

　心を鬼にして、厳しく尋たずねる。

　そこでようやく、矢子さんは……俺と目を合わせた。泣きはらした、目を。

「みんなには、秘密にして」

「………」

「私は──政府を通じて、国こく連れんから密命を受けているの」

　こ、国連……？　じゃあさっきのボールは、やっぱり──

「私の使命は、あなたたちが甦よみがえらせようとしている──鳳凰の、抹殺。私は鳳ほう凰おうを殺すために居鳳いのう町ちように派遣されてきた、異能の……人間爆弾なのよ……！」




　異能の、人間爆弾。

（特攻隊とか……自爆テロみたいな事、なのか……それは？）

　そのあと泣きっぱなしになってしまった矢子さんを連れて、別館に戻った俺も……

　言葉が、出てこない。

　突然告げられた、居鳳で語るにしてもショッキングなその話には。

　みんなには秘密に、と言われた事もあり──俺おれは別館の地下室に、矢や子こさんを連れ込んだ。

　赤と金を基調とした布ぬの壁かべ紙がみの美しいこの部屋は、完全な密室。

　元は海外の貴き賓ひん客が密会する用途で使われていた部屋だ。

　たとえキリコの指向性ハイパーカー集音器デイオイドを使ったとしても、盗とう聴ちようは出来ないだろう。

　部屋に連行されてきた矢子さんは普段の余裕を失ってしまった感じで、

「……せーくん、黙ってて……くれる、よね……？」

　この部屋にもあったベッドを見てそんな事を言い、耳まで赤くなった。

　黙ってる代だい償しように体でも求められると思ったのか、矢子さんは俺が黙ってイスに掛けると──少し、落ち着いたような表情になる。

「矢子さんは……何者なんだ。どうしてそんな酷ひどい命令なんか受けてるんだ」

　そう俺に問われた矢子さんは、もう一脚のチェアーに座り……静かに、語り出す。

「……異能の素質を持つ日本人は、20人に１人……[image: ６００]万人もいるわ。でも、その力を引き出すきっかけがない限り、普通は一般人と同じ『未み覚かく醒せい』のままで一生を終える。異能として少しでも力を『覚醒』させる人は、そのうち千人に１人もいないの。

　でも……私は極ごく々ごく希まれな、生まれつき覚醒していた異能で……田舎いなかに住んでた子供の頃ころから、傷がすぐ治るからみんなに気味悪がられていたわ。母方の遺伝で髪もこんな色だし、もともと気味悪がられていたんだけどね。

　それで、６歳の時、豪ごう雨うで土砂崩れが起きて……大勢が亡なくなった時も、私だけ生き延びて……その時、政府の人に引き取られたの。

　孤児の私に、国は私の異能を伸ばす形で教育を受けさせてくれた。あの閉鎖的な村から救い出してもらって、海外に留学までさせてもらって、ここまで育ててもらった。その御ご恩おんがあるから……私は国のためになら、命も惜しくないの」

　うつむいて語る矢子さんは、そこで苦笑いしながら顔を上げた。

「──っていうのは半分本音、半分建前でね。私、自分なんか死んでもいいって思ってるの」

「……？」

「せーくんは異能になってから、この町を出た事が無いから……分からないかもしれないけど、異能の存在をすんなり受け入れてくれるのは、政治、軍隊、警察、武偵……異能を利用できる人たちだけ。それも、心の底では怖がってるんだよ」

　怖がられる……か。

　それは、分からなくもない。俺も最初は、異能の人間を怖おそれたから。

「私も小さい頃から、みんなに怖がられて……村でも学校でも、孤立してきた。災害で自分だけ生き延びた時は、どうして自分だけにこんな力があるのかなあって……自分が、怖くて……厭いやで……それは、今でも……」

　自分を自分で抱だきしめるようにしながら、矢子さんは涙とともに辛つらい記憶を語る。

　そしてしばらく黙ってから、矢や子こさんはまた自じ虐ぎやく的な苦笑いを見せた。

「こういうのね、典型的な『保有抵抗』っていうんだって。異能者としての自分への抵抗感、俗に言う、コンプレックス……精神科学ＳＩ開発センターＩＣではカウンセリングも受けたんだけど、理屈は分かっても、どうしても……私は、自分が好きになれなくて……」

　だから……

　だから、そんな非人道的な役目を引き受けたっていうのか。

　そんなのある種の、自殺じゃないか。それこそ仕事を、恩返しを、建前にした──

「みんなが、私を怖がる。だから私は、居鳳いのうにいる間だけでも……夢を……夢を、見たかった。せーくんとただの人間同士みたいに過ごせた、この生活に……縋すがっていたかった。でも、私、せーくんにも……もう……嫌われちゃうよ……」

　ベッドに上半身を伏せるようにして、わぁ、と泣き出した矢子さんに──

　俺おれは、かつてコンビニからの帰路でアリスベルに言われた言葉を思い出していた。

『異能の女──魔女なんか、怖いですよね』

　異能は、みんな……そういう悩みを抱かかえて生きているのか。

　最初から居鳳高に囲われている俺が、知らないような、苦しみを。

　さっきは聞き流してしまっていた、『異能の女は愛に飢うえる』という貘ばくの話も……こういう背景があっての事なのかもしれない。

　そして──俺も一歩居鳳を出れば、同じ目に遭あうのかもしれない。

　いや、きっと遭うんだ。

「話してくれて、ありがとう……矢子さん。でももう１つ聞かせてくれ。鳳ほう凰おう……鳳おおとりって、何なんだ。そうまでして殺そうとするのは、なぜなんだ」

「せーくん。鳳凰はただの、何でも願いを叶かなえる魔法のランプじゃないのよ。もっと、とても危険な存在なの……！　私には……それしか言えないわ」

　泣き顔を上げた矢子さんは、危険な──

　真しん摯しに、自分の役割を果たそうとしている人の目をしていた。

「矢子さんは、鳳の復活を阻はばみにきたのか」

「違うわ。私の上は、むしろ鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨを前向きにとらえている」

「じゃあ何で──」

　と言いかけた時、俺の記憶に甦よみがえった言葉があった。

　──パンスペルミアの砦とりで。

　あれだ。きっと、それがこの話の裏にある。

　俺がその単語を言おうとした、その口つきに……矢子さんは、

「……祈いのりが言ってた通りだね。せーくんは、本気で物を考えると……本当に、賢かしこい子」

　先回りして、少し厳しい表情をしてきた。

　──『気づいたからには、ここから先は覚悟して聞いて』。

　そう、警告するように。

「パンスペルミアの砦とりで──それはかつての地動説、世紀末の死し海かい文もん書じよのように、人類の歴史、文化、全すべてをひっかき回すようなものなの。死者の復活や不老不死なんかよりずっと重大な、地球最大の禁きん忌きの１つ。生命倫りん理りのパラダイムシフト──」

　生命倫理の……？　意味が、分からない。

　だが、事の重大さだけは伝わってくる。矢や子こさんの話し方、態度から。

　そんなに、深刻な事なのか。鳳おおとりに関かかわるって事は。

　そもそも──生命、命、その倫理って何なんだ。それすら知らずに、そのタブーに手をつけようとしてるっていうのか。異能とはいえ、たかが子供の俺おれたちが。

（だが……それより、そんなことよりッ……）

　いや、そうだからこそ。

　分からないからこそ、ガキだからこそ語れる理屈だってあるんだ。

「それが何だッ……！　それが何であろうと、死んでまで止める事じゃないに決まってるッ」

　俺は我ながら稚ち拙せつな、もっと等身大の物言いで矢子さんの行く手を阻はばむ。

　口先での問答はニガテだが、ここで止めないと。

　矢子さんが──矢子さんが、自らを犠ぎ牲せいにしてしまう。人類とやらのために。本当に。

　それを、止めないと。

「せーくん……せーくんを巻き込みたくはない、だから詳しくは言えないけど──人類を守るためには、私の命なんか……だから、諦あきらめなきゃいけない事なの」

「なんで諦めるんだ！　人類なんてデカすぎる話、俺には概がい念ねんでしかない。だから言ってやる。守るべきなのは、人類より──矢子さんだッ！」

　立ち上がった俺の言葉に、矢子さんが目を見開く。

「どうしてそんなに、国のために、人類のためなんかに生きようとするんだ。矢子さんの命は、矢子さんのものだ。人のものじゃない」

「でも、私には私を匿かくまって、育ててくれた国に、恩が──」

「恩知らずでもいい！　人の命令で死ぬ、命知らずよりは……ッ！」

　俺の剣幕に、矢子さんは──

　黙った。そのまま、黙っている。10秒、20秒……

　迷っているんだ。覚悟を、覆くつがえすべきかどうか。

　いま、矢子さんは瀬せ戸と際ぎわにいる。使命と生命の間の、危険な瀬戸際に。

　だから俺は、次のセリフを──出来れば言いたくなかったその言葉を……

　事ここに至っては仕方ない。トドメとばかりに、告げる覚悟を決めた。

「それに……それを、矢子さんがやる必要はない」

　俺おれは矢や子こさんに背を向け、黒套コクドの肩越しに、呻うめくように告げる。

「みんなには秘密にしていてくれ。さっき乱暴したお詫わびに、俺も１つ、秘密を教える。俺も……同じ目的で、鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨに臨のぞんでいるんだ」

「同じ、目的……？」

「──俺は、鳳を殺す」

「……！」

「それが俺の願いなんだ。鳳おおとりへの、２つの願いの１つは……鳳自身の死。だから、矢子さんはさっき言ってた自爆の式しきのことなんか忘れていい。一生、使わなくていい」

「そんな……そんな。せーくんがそんなことを願うなんて……上うえの想定にも無かったことよ。じゃあ、私は……どうしたら……私は……」

「生きればいいんだ。死ぬ想定になかった道なんだから、生きる道だろ」

　そこから俺と矢子さんは共に沈黙し──

　１分……２分。時が過ぎても、動かない。俺も、矢子さんも。

　矢子さんが、もしまだ使命に臨む顔をしているかどうか……

　それを確かめるのが怖かったが、俺は勇気を振り絞って──振り返る。

　俺と目が合った、矢子さんは……

　赤くなっていた。

　それも、熱でもあるんじゃないかってぐらい真まっ赤かに。

　それで、呆ぼう然ぜんとした様子で俺を見ている。

　よく分からない反応だが……さっきのような毅き然ぜんとした態度じゃないな。

「もらうぞ。俺が──鳳の命」

「……ぁ……」

　改めてそう言った俺にも、矢子さんは喉のどの奥から小さな声を上げただけだ。拒まなかった。

　なら、弱気の相手は強気で押し切る。対戦ゲームの鉄則通り、行かせてもらうぞ。

「──お互い、秘密がある。だから、お互い、誰だれにもバラせない。これでいいよな」

　一応そう念押ししておくと、矢子さんは「せーくんと……秘密の、共有……」などと呟つぶやいていっそう赤くなってる。そして、こくり。

　ようやく、うなずいてくれた。

　これで……いい。いいハズだ。

　いま、俺が為なすべき事は──忘れる事だ。もう、考えない事だ。

　引っかかる『パンスペルミアの砦とりで』や、人類がどうのとか、生命倫りん理りがどうのなんか。

　俺の願いは当然、鳳の死だけじゃない。

　俺からこの忌いま々いましい異能を消し去る事。それがメインだ。

　俺は、俺の命を危険から解き放ち、自由になるために戦うんだ。

　命の倫りん理り？　知った事か。こっちは命そのものが懸かかってるんだ。

　倫理以前に、存亡の危機なんだよ。その前では倫理なんか吹っ飛ぶ。戦争がいい例だ。

　そう。いみじくも『戦役』と呼ばれている通り──

　これはこの社会の暗部、狂った異能の世界で行われている、戦争なんだ。




　矢や子こさんとあんな事があった上に、明日は『指定試合』──決闘の日だ。

　別館の自室で黒套コクドを脱ぎ、妖よう刕とうを壁かべに立てかけて離した途と端たん……

　急に、心が普段の状態に戻ってくる。

　──瑠る姫きは強大な魔女。俺おれは一度、あの階段で殺されかけてる。

　今度は殺されるかもしれない。俺と共に戦う矢子さんも、殺されるかもしれない。

　そう思うと不安感に苛さいなまれ、俺は再び妖刕を取らざるを得なくなり──部屋を出た。

　まるで中毒患者だな。妖刕中毒とでも言うべきか……

「せーくん、どこへ行くの」

「外だよ」

　廊下で心配そうに声を掛けてついてきた矢子さんにそう返し、俺はガレージへ向かう。

　経験から分かってきたが、妖刕には──かつて貘ばくが説明した他ほかにも、機能がある。

　その１つは、俺の心理に働きかける力。

　妖刕を持っていると、あらゆる物事への恐怖感が不思議と和やわらぐのだ。それだけじゃない。心が男らしくなるような気がする。普段は抑制されている本能が、喚よび起こされるように。

　──それは力強く、細かい事にこだわらず、どこか攻撃的な自分。

　次第に調律が出来てきたように、最近は妖刕を手にするとその感情が喚起されやすくなってきている気がする。まるで、妖刕が俺の理性を浸食しているように……

　ガレージを開けながら、俺は──

「少し散歩する」

「車で……？」

　ついてきた矢子さんに、背中越しに返した。

「ああ。車は気が晴れそうだから」

　俺の歳としで車なんてナマイキなんだろうが、ナマイキが何だ。

　こっちは明日をも知れない身なんだ。１つや２つ、人生の楽しみを先取りしてもいいだろう。

「私も連れてって」

　そう来ることは何となく読めていたので、黙認しながら２０００ＧＴに近づくと──

「……アリスベル？」

　キリコのキツネ耳形集音器を頭につけたアリスベルが、車内に潜ひそんでいた。

「ち、ち、違いますよ。静せい刃じ君と矢子の姿が１階にも２階にも見えないから様子を探りに来たとかそういう流れではありません。そんなはしたないマネはしません」

　などと車から出てきつつクールに言ったアリスベルは、ぎゅむっ。

　痛いたッ。俺おれの足を踏んでから……普通に歩いて、ガレージから立ち去っていった。




　何やってたんだ、アリスベルは。

　怒ってたみたいだが、矢や子こさんの前ではそれを見せたくないような素そ振ぶりだったな。

（地下室は防音だから、さっきの話は聞かれてなかったと思うが……）

　そんな事を考えながら、星空の下、俺は妖よう刕とうの表示に従って深夜の国道──居鳳いのう町ちように越してきた頃ころは、チャリで走っていた道だ──を、２０００ＧＴで走る。他ほかに車は無い。

　無免だが、妖刕があると悪事への抵抗感も薄れるもんだな。

「ゴメンね。１人で乗りたかったみたいだったのに……」

　助手席で、春の夜風に靡なびく髪を少し押さえつつの矢子さんが呟つぶやく。

「いいよ別に。せっかくだし、パトカーの気配がしたら運転代わってくれよ」

「居鳳高の生徒は、この辺りでは逮捕されても起訴されないわ」

　などと微笑した矢子さんは、小さくうつむく。

「でも……なんでかな」

「何が」

「私ね、私たちが地下で話した後に──アリスベルちゃんがコッソリ来てた事、気づいてたの。そしたら私、せーくんと一緒にいるのをあの子に見せたくなっちゃって……ガレージについていっちゃったの」

　自分と俺が一緒にいるところを、アリスベルに見せたかった……？

　小首を傾かしげた俺に、矢子さんは意を決したように振り向いてくる。

「あ、あのね。さっき教会で……ヘンな誤解して、ゴメンね」

　フロントミラー越しに、矢子さんの頰ほおが赤くなってるのが見える。

　誤解──俺に押し倒された時、矢子さんは乱暴されると思ってた件か。

　そして、その後のセリフ。否いやが応でも思い出されてしまう。

　──『落ち着いて。お家うちに戻ってからに……しよう？』

「あの時、私……言っちゃったよね。せーくんに期待させるような、こと……」

　同じセリフの事を思い出していたらしい矢子さんが、うつむいていく。

　そして勇気を振り絞るように、絞り出すような声で──

「……言ったことは、守るから」

　って……お、おいッ……俺はそんな、そんなこと……そんな。

　ていうか矢子さんの中で、俺はどういう存在なんだ。

　地下室での話の後、それが矢子さん的にある種のボーダーラインを超えたような感じがある。

　俺おれの頭じゃ想像が追いつかないが、ドライブを終えて帰ったら──

　俺と矢や子こさんの間に、取り返しのつかない事が起きそうな気がする。

　かといって帰らないワケにもいかない。

　つ、詰んでるんじゃないのかこれ。どうしたらいいんだ。

　運転に集中できなくなってきた俺が、高台で２０００ＧＴを停とめた時──

　キラ、キラ、キラ──と、妖よう刕とうの表示ガイドが視みえてきた。矢子さんに意識を向けてしまった事で。

　その光の表示は、ミルク色の天あまの川のように俺の家の方へ向かっている。

　よく見られるこの表示は未解明なままなので、無視せざるを得ないものの……

　本物の天の川の下、俺と矢子さんは、ただ、運転席と助手席に座っている。

　なんだこの緊きん張ちよう感かん。なんで黙ってるんだ俺たち。

「あ、いや……」

「……えっと……」

　気まずい沈黙を破った声も２人してハモってしまい、息が合ってるようでなお気まずい。

「あ、矢子さん、喋しやべっていいよ」

「う、ううん。せーくんからどうぞ」

　目が合った矢子さんは、いっぱいいっぱいって感じだ。

　やばいな……この空気でもう一晩、一緒に過ごすなんて。

　しかも今夜は２人暮らしを強要された３日３晩、その最後の夜だ。

　矢子さんの目にも、これが最後のチャンス的な切せつ羽ぱ詰まった感がある。

「え、えいっ」

　その時、すぽ。

　おもむろに矢子さんが、夢のように柔らかそうな自らの胸の谷間に手を突っ込んだ。

　何やってんだ！　と慌あわてる俺の前で、矢子さんはポケット代わりにしていたらしい谷間から謎なぞの小こ瓶びんを取り出した。

　そして目をギューっと閉じ、『それいけ！』って顔になって、きゅぽん。フタを外し、くぴ。中身を一口あおった。

（栄養ドリンクかな……？）

　と思ったら、そのカラフルな瓶には……Ｗｏｄｋａウオツカ Старкаスタルカって書いてある。表示によればアルコール度数40％の、火の付きそうな蒸じよう留りゆう酒しゆだ。また一口。ストレートでいったぞ。

「や、矢子さん何飲んでるんだよッ。未成年だろっ」

「せーくんだって車運転したもん。こ、これはね、元々お料理用に持ってきてたんだけど、い、勢いづけにいるかなって思って。お酒なんて飲むの始めてだけど……美お味いしいね」

　な、何の勢いをつけるつもりなんですかアンタは。

「せ、せーくんも……いる？」

「運転があるッ」

「異能の男女は──戦いの前夜に仲が進展する──って、昔、先せん輩ぱいがっ……」

　支し離り滅めつ裂れつな事を言う矢や子こさんは、『お酒を飲んだ』事で免罪符を得たようなムードだ。

　そして、ごそごそ。助手席のシートの下に手を回して、何か操作しようとしている。

「な、何やってるんだよ今度は」

「ノドが熱くなっちゃって……少し、リクライニングしたくて、あ、あれ……？」

　ずり、ずりり。どうやら違うレバーを回しているらしい矢子さんの膝ひざが、シートに持ち上げられて立ってきた。

　それで、通常でも矢子さんには超ミニサイズだった居鳳いのう高のスカートが──するっ、するる。重力で捲めくれ上げられていき……

　つきたての餅もちみたいに白く柔らかそうな太ももが、付け根まで露ろ出しゆつしていく。

　──ここでドジっ娘こ性能を発揮してきたかッ！

「りっ、リクライニングはこっちだ！」

　俺おれが助手席の下に伸ばした手を、ぎゅ。

　別のレバーを求めていた矢子さんの手が握ってしまった。

　それにビビった俺はレバーを思いっきり押してしまい、がたんっ。

「──きゃうんっ！」

　助手席の背もたれがいきなり後ろに倒れ、矢子さんは寝っ転がるような姿勢になってしまう。

　その動きで大きく張られた巨大な胸──セーラー服の中から、ぱちん！　謎なぞの音が上がった。

「あっ、あっあっ」

　大おお慌あわての矢子さんが上体を起こそうとすると、するり。

　短いブラウスの下から、輝く純白の謎なぞ布ぬのが滑すべり出てくる。

（──って、これッ……！　し、下着じゃねえか！　なんでもう取れてんだよ！）

　見れば下着の背中側にあったと思われるホックが、歪ゆがんで壊れてる。どうやら胸のあまりのデカさに元々ギリギリもっていた留め金が、いま倒れた動作で限界を迎えたらしい。

「や、やっこちゃんぐ……！」

　矢子さんはもうブラウス一枚でしか守られていない両胸を、抱だきしめるようにガードする。

　なのでスカートに乗っかってるブラの構造が、詳細に見えてしまい──

　ファンシーな花の刺し繡しゆうがされた、高そうな布……その、本来は胸の先端をしっかり覆おおうべき部位に可愛かわいいリボンがあって、開閉できるようになっている。

（ど……どういうことだってばよ……！）

　混乱の極致に至る俺に気づいた矢子さんは、がばっ。

「だ、だって……！　予定より早く見られちゃったけど、もし、もしも見せる事になるとしたらっ、ぬ、ぬっ」

　腕によるガードを３秒で解除し、胸を躍動させながら起き上がってきて下着を手に取った。

　だが今付け直すワケにもいかない事に気づき、改めて下着を膝ひざに置いて胸をガードした。

　この人はあまり行動に計画性がないらしい。

「脱いだとき、そなえあればうれしいな、って……！」

　あと国語もダメらしい。

　そこで急に……矢や子こさんは目を、トローンとさせていき……くらり、ふらり……ぱたん。

　ベッド状態の助手席のシートに再び横になって、気絶したように、くー、くー……

　寝息を立て始めてしまった。

　ね……寝てる。完全に。よく寝れるな。今の展開から。

　ふとインパネのアナログ時計を見ると──時刻は、10時。矢子さんがおねむの時刻だ。

（それと……あとは、酒のせいというか……酒のおかげだな）

　さっきはある意味で詰んだと思った、俺おれと矢子さんの最後の晩だが……道は、あったな。

　やっぱり俺は年下で、年上の矢子さんに道を切り開かせてしまった形にはなったけど。

　どうやら、これで２人とも普通に明日──決闘の日を迎えられそうだ。




　翌日、夕方──

　陽ひが、傾いていく。

　瑠る姫きハニーリズとの『指定試合』開始は、日没が合図。その時が近づいている。

　アリスベルは登校してるので、久しぶりに戻った本館には貘ばくと祈いのりしかいなかったが──俺は、矢子さんの正体を２人には話さなかった。黙ってるって、約束したからな。

　１時間後には──鳳おおとりの欠片カラツトを持ってもいない相手と、学校命令で殺し合いだ。俺はここで、ムダに命を散らす事になるかもしれない。

　だが、居鳳いのうはあらゆる狂気がまかり通る場所だ。

　そして俺はもう異能の眷けん属ぞく。逃げ道はない。

（やるしかないんだ。やって、生き延びるさ）

　と、俺は妖よう刕とうを背にＸ字形に差し、黒套コクドのベルトを締め込む。

　矢子さんの準備は祈が、俺の準備は貘が手伝う事になったが……

「静せい刃じ。持っていけ。これが──この３日間の、私の成果物だ」

　そう言って貘が示したリビングのテーブルには、銃弾が置いてあった。

　金色の薬やつ莢きようには『Ｘ』と彫金されているが──オモチャじゃない事は一目で分かる。実弾だ。

　ゲームで見た事があるから判別もつく。これは一般的な９ミリ弾ルガーや44マグナム弾じゃない。もっと大きい、カスール弾と呼ばれるもの。それがまず、１発ある。

　さらにテーブルには、もっと大きな実包カートリツジも置いてあった。

　同じく『Ｘ』と書かれた、散弾銃シヨツトガンの弾。これも、１発。

「どちらも、殲魔女弾マツキ・バスター──プロテスタントの殲魔士エクソサイザーが使う法ホ化ー銀リ弾ーや、カトリックの祓魔師エクソシスタが使う合融十字弾クルスジエムと同質の銀弾だ。キリスト教式の洗礼を受けた異能には通常弾と同じ効果しかないが、それ以外には掠かすめただけでも効く弾だ。アリスベルにも向けてはならないぞ」

　続けて、貘ばくはテーブル上にある通常弾の紙箱と散弾の実包を並べて収めたベルト──

　──そして、黒い２丁の銃をその短い前まえ脚あしで示した。

「あとは悪いが市販品だ。この大型拳けん銃じゆうは、タウラス・レイジングブル。モデル454・8.375インチバレル、装弾数５発。素材にはチタン合金が使われていて、.44マグナム弾の約２倍のパワーを誇る.454カスール弾を発砲できる」

「俺おれは警察官でも自衛官でも、武装探偵でも麻薬取締員でもない。銃砲所持許可証も無いぞ」

　まずはそのゴツくてズッシリ重いリボルバー拳銃を手にした俺が、貘に愚ぐ問もんをする。

「静せい刃じよ。ここがどこだか忘れたのか？　いいのだよ細かい事は」

　ここは居鳳いのう。今さらって事か。まあ、元々俺は妖よう刕とうブラ下げてるしな。

　無免許運転に加えて、拳銃・実弾の不法所持。昨日から非合法のオンパレードだよ。

「散弾銃シヨツトガンはウィンチェスター・Ｍ１８８７の銃身銃床をソード切り詰めたオフモデル。トリガーガードもカットした。装弾数６発、実包送りコツキングはレバーアクションだ。二丁持ちする際、片手で操作できないといけないからな。日本では規制があってポンプアクション型しか売ってなかったので、アメリカからの密輸品を大急ぎで入手した」

　実銃なんか撃った事は無かったが、武器が増える分には頼もしいので──

　弾が入ってない事を確認しつつショットガンを手に取り、少し集中すると……視界に照準を意味する多重円と、十字の表示ガイドが出た。それと『Reload再装塡せよ』という文字列も。

　ゲームの表示を切り貼ばりした、いつもの調子だ。使えそうだ。２丁とも。

　妖刕さえあれば、俺はだいたいの武器は扱えるって事なんだな。ゲームの記憶を元に。

　貘がオマケでくれた黒革のホルスターを身につけ、銃を黒套コクドの内側に収めていると……

「──双剣双銃カドラ」

　貘が、呟つぶやくように言った。

「……カドラ？」

「有名な武偵に、そういうのがいてな。双そう剣けん双そう銃じゆう。そのスタイルをそう呼ぶのだ。今のお前は『双剣双銃の静刃』だよ」

「そんなのおかしいだろ。俺の手は２本だ。だから百歩譲ゆずっても『双そう剣けんか双そう銃じゆうの静刃』だろ」

「う、うるさい。余計なツッコミはよせ。神の怒りに触れるぞ」

「何だそりゃ。だがまあ……銃はありがたい。もらっとくよ」

　これなら俺の攻撃範囲は中距離まで広がる。あの吸血クチナシに手も足も出なくなる事態も防げるだろう。貘も、それで銃をくれたんだろうな。

　などと考えていると──

「お兄ちゃん、かっこいい」

「せーくん、かっこいいね」

　別の部屋で戦闘準備を整えていた矢や子こさんと、それを手伝っていた祈いのりが、姉妹でハモりつつやってきた。

　矢子さんは、銀の金具が付いた黒套コクドに身を包む俺おれと対ついを成すように──

　金糸の刺し繡しゆうがされた、白い法衣を身に纏まとっていた。

　だがそれは普通のシスターの服ではない。それこそゲーム的というか、コスプレみたいにも見えるが……素人しろうと目めにも分かる。もっと実戦に即した、動きやすいものだ。

　──行くぞ。３日ぶりの居鳳高がつこうだ。
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　私は何も信じない。

　この世は全すべて、偽いつわりばかり。

　恋とは、性の代名詞にされているだけの偽り。

　愛とは喜ぶ相手を見たい、その相手に気に入られたいという自己中心的な欲望に過ぎない。

　夢は叶かなわない。叶ったように見えてもそれは逃げ水のような幻げん想そう。

　この世は全て、イミテーション。全て、噓うそ。

　──でも、美だけは。

　何かを美しいと感じる想おもい。それだけは。

　それだけは、本物だわ。私はそう信じていてよ。

　そして、ああ、私は美しい。

　原はら田だ静せい刃じ。あの醜みにくい、死し霊りようのような男。あれを消す事も、美しい者の責務なのよ。

　私は私の責務を果たす。今こ宵よいの美しいこのひとときは、ただ、それだけのこと──
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　幌ほろを閉じた２０００ＧＴで乗り付けた居鳳いのう高は……下校時刻を回り、生徒の姿はない。

　駐車場から校庭までは、矢子さんと並んで歩く。

　──風が、強い。

　３日３晩。貘ばくの作戦が功を奏したかどうかは分からないが、俺は矢子さんの事を少しは理解できたつもりでいる。それは矢子さんも同じだろう。心と心が、少しだけ繫つながった気がする。

　これをコンビワークと呼ぶなら、そういう部分もあるんだろう。

　一心同体とはいかずとも、このぶっつけ本番の１＋１、少なくとも２以下にはならない。

　俺たちは日没の５分前──

　濃のう紺こんの空のフチ、地平線側に濃い緋ひ色いろが残る頃ころ、校庭に入った。

「見晴らしのいい所で待とう、せーくん」

　矢や子こさんに促うながされ、グラウンドの中に入っていくと……

「それと、昨日は……寝ちゃってゴメンね。この戦いに勝てたら、あの時の続きを──」

　そんな事を矢子さんが囁ささやいてくるので、俺おれが制する。

「──あまり不吉なフラグは立てない方がいい。後の事は後で考えよう。今は、今の戦いだ」

「……う、うん」

　出がけに貘ばくが俺たちに語った作戦は、それなりに理にかなっていた。

　前半戦は瑠る姫きを倒す事ではなく、消しよう耗もうさせる事に集中する。

　ここでは矢子さんが前衛で瑠姫を削けずる。俺は準潜在能力開放セミオープンアクトで、使用武器を銃に限る。

　そして後半戦。矢子さんの式力が減ってきた頃、同じく弱っているであろう瑠姫を俺が仕留める。温存しておいた妖よう刕とうを抜き、潜在能力開放オープンアクトの、３分間で。

　──決着を付ける役目が俺なのは、有あり難がたい。

　俺は先日の遺い恨こんというか、いっぺん恥をかかされてるからな。アリスベルたちの前で。

　その恥を雪そそぐ機会をもらえた形だが……

　本当にやれるかどうかは未知数だ。なにせ相手は大魔女とやらだしな。

「せーくん、安心して。せーくんは、私が守るから」

　そんな俺の気持ちを読んだかのように、矢子さんがそう言った時……がさ、がさ。

　グラウンドを囲む低木の間から、人影が現れた。２人だ。

（……？）

　暗がりに目を凝こらすと、それはアリスベルとビビで……なぜか、チアガールの恰かつ好こうをしてる。
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　風で股また下した５センチのスカートは激しく暴れ、ビビは黄色いブルマータイプの、アリスベルは純白でフリルのついたタイプのアンダースコートが丸見えだ。

「……っ……なんだお前ら。そのカッコ」

　それに少したじろぎつつ、俺が声をかけると……

「見て分からないの？　応援に来たのよ、遣つかい魔」

　近くまで来たビビが、持っていたポンポンで俺の腹を軽く叩たたいてくる。

「手出しは禁止されてたぞ、教務科からの手紙で」

「別にあんたを助けようってんじゃないから。その女とあの女が気にくわないだけよ。それが学校公認でケンカするってんなら、見物しても損は無いでしょ」

　なんか……機嫌が悪いな。ビビ。

　それはアリスベルも同様で、近づいてきてすぐ……びしっ。俺の脛すねをローで蹴けってきた。

「な、なんだよ。なに怒ってるんだ」

「怒ってませんよ、道具。一線は越えなかったようですし」

「……？　ていうかお前も、何しに来たんだ」

　眉まゆをツリ上げた、絶対何かに怒ってるアリスベルは──

「これは、応援という建前のための衣装です。異能同士の戦いには、屍肉漁りスカベンジヤー──ハゲタカやハイエナのように、戦いで消しよう耗もうした異能を討ち取って魔具を剝はぐ弱い異能が間ま々まいるのです。私たちはこうして存在を示し、それを追い払いに来たのですよ」

「あたしは逆に、あんたらが負けても瑠る姫きがくたばりかけてたら身柄をもらうわ。厄ゲ水ル漬づけにして、式しきを幾つも吐かせてやるの。だから、死ぬにしてもただ死ぬんじゃないわよ？　瑠姫の腕なり足なり、２、３本切って落としてきなさい」

　パチパチッ……と、充電してきたらしいビビは体の周囲に微細な稲妻を発してる。

　どっちも、物ぶつ騒そうな話だぜ。だがまあ、異能の世界にはさもありなんだな。

「……殺すの殺されるのをやりたくて来たんじゃない」

　俺おれが吐き捨てるように言い、２人に背を向けた時──

「俺はただ、降りかかる火の粉を払いに来ただけだ」

　グラウンド越しに見つめる緋ひ色いろの夕ゆう陽ひが、沈みきった。

　──日没だ。

　始まるぞ。

　来るなら来い。

　もう見てるんだろ。瑠姫。

（……準潜在能力開放セミオープンアクト、６……７％………９％……）

　俺おれと、矢や子こさんから発せられた殺気──異能の言葉では式し気き、というらしい──を感じたか、アリスベルとビビが静かに立ち去っていく。

　……俺は右手を、自分の右みぎ眼めだけ覆おおうように顔に添える。

　直感的にやったが、これが俺の索敵の姿勢だ。こうすると、表示だけに集中できるからな。

　黒いフィンガーレスグローブを塡はめた手のひらに、緋ひ色いろの微光が投射されてるのが分かる。バーミリオンの瞳ひとみ──俺の右の瞳が、赤く光っているからだ。

　周囲全体に注意を巡らすと……目標方ターゲツト向指示ロケーターが、複数。妖よう刕とうは近接戦を専門にしているので広範・精密なものではないが、戦闘機のレーダーのような表示も出た。

　東西に、大きな力が２つ。敵味方識別カラーから判断して、敵対的アボージングでも友好的フレンドリーでもない。

　これは……教師たちだろう。

　おそらく、立会人として来ているんだ。この決闘の。

　他ほかにも、やや敵対的な識別色の式気がバラバラとこのグラウンドを囲んでいるのが分かる。さっきアリスベルが言ってた、落ち武者狩がりみたいな連中か。ったく。居鳳高うちの女子……だと思うが、そんな戦国時代みたいなマネはやめろって。お家うちでスイーツでもつついてろ。

　そして──警ア戒ラ信ー号トが表ひよう示じされる。

　その直後、準潜在能力開放セミオープンアクトで視力を強化された、左の肉眼が……

　虚こ空くうに生じる、ひとひらの紅あかいものを捉とらえた。

　薔ば薇らの花びらだ。距離は、凡およそ[image: １００]ｍ。

「──誰だれを捜しているの？　私はずっと、ここにいてよ。待ちくたびれたわ」

　発せられた声を、強化された聴ちよう覚かくが聞き取った。

　紅い雪のように、花びらは次々と舞い──つむじ風に巻かれるように、漂ただよっている。

　見る間に何百枚もの数になった花びらが集まっていき、女の姿に変わっていく。

　手品師のように見えるが、あれは異能の業わざ。

（……現れたぞ）

　瑠る姫き──だ。

　ビシッと化粧して、ピンヒールでモデル立ちしている。

　瑠姫は下着のような黒いエナメルの衣装に、ファンタジー・ゲームの魔女みたいなビキニ・メイルを重ねていた。たぶんほぼ丸裸の背面は、紫むらさきがかった黒マントで覆ってる。

　正気かよお前？　と思うようなカッコだが、こっちも人の事は言えないな。

「……せーくん、これでハッキリしたよ。瑠姫は、充式を受けてる」

　俺の隣となりから、矢子さんが囁ささやいてくる。

「充じゆう式しき？」

「遠隔充電みたいなもの。遠くにいる何者かから、式力ちからをもらってる。音楽の授業で発信者が肌はだを出してたみたいに、式力の受信には肌が出ていた方が効率がいいから……そういう魔女は物理的防御力を犠ぎ牲せいにしてでも、肌を出すの」

　肌を出す……か。個人的にはいかがなものかと思うぜ。女が、そういうの。

　俺おれが手を顔からどけて、いつでも銃を抜けるように下ろすと──

　──俺たちの左右に突とつ如じよ、ずかん、ずかんっ。

　高さ１ｍほどの十字架が２つ落ちて、地面に突き立った。

　その銘めいは、『S. Harada』、『Y. Momoi』……

「ルーマニアで竜悴公姫ドラキユリア様に習ったの。決闘相手には、こういった贈り物を差し上げないとね。安らかに、永と久わの眠りにつけるように……」

　そう言った瑠る姫きの、夕ゆう闇やみの中で点のように煌きらめく──緋色に輝き出した右眼に、俺のノドの奥から声が出てしまう。

　あれは……！

「……バーミリオンの、瞳ひとみ……！」

　驚おどろいてそう呟つぶやいた俺に、瑠姫は緋ひ色いろの右みぎ眼めを細めてニヤリと笑う。

「──お前も持ってるみたいね」







【　Episode 07　黒の圧壁ブレシオン・ネロ　】




「私は居鳳いのう高が大好きなの。誰だれかが勝手に決めた法律の、醜みにくい条文なんかに縛しばられない。醜いお前を消しても、罪に問われない。この自由な花園に君臨する女王は──私１人で十分よ」

　黄金色の髪を風に揺らしながら、瑠姫が胸を張る。

「美は、この世の支配律。薔ば薇らは１茎に１輪だから美しいのよ。お前のようなＸ組の異端児、それも見るもおぞましい男が旗はた揚あげして手勢を集めるなんて、歪いびつだわ」

「──スケ番かお前は」

「……すけばん？」

　ついツッコんでしまった俺に、瑠姫が眉まゆを寄せる。どうやらその単語を知らないらしい。

「番長の取り合いなんて、昭和の後期にももうやられてなかった古典競技だぞ。お山の大将をやりたきゃ勝手にやってろ。俺は──売られたケンカを買うだけだ。誰かからの充じゆう式しきを受けてイキがる『虎の威を借る狐』にやられっぱなしじゃ気が済まねえ……気が済まないしな」

　語末を妖よう刕とうに男臭くさく変えられた感があり、それが不気味だった俺は一応言い直しておく。

「この前はあれこれ装備してない所を奇き襲しゆうされたけどな。今回は違うぜ」

　と、銃を抜きやすいように黒套コクドを少し整えると──

「そのコートがそうなのかしら？　ふーん。デザインは好みよ」

「……これがか？　おかしいぞお前。着てる俺おれが言うのもナンだけどよ」

「骸むくろから盗んだ事にはしたくないから、事前に言っておくわ。私が勝ったら、お前たちの命と──そのコートをもらってあげる」

「じゃあ、もし俺たちが勝ったら……そっちの命なんざいらないから、お前が知ってる限りの欠片カラツトの情報をよこせ。お前は欠片の所有者と契約関係にあるとか言ってたが、それが本当ならそいつの正確な居場所も教えろ」

「よろしくてよ。どの道、その『もし』は起き得ないのだから」

　瑠る姫きは自信に満ちた笑みを浮かべ、俺の話を軽く流してしまう。

「それにしても観客が沢たく山さんいるわね。じゃあ、華はなやかに魅みせてあげましょ」

　そして周囲をグルリと見回してから、すっ、と、両手をこっちに出し……

「我求めウロイ・ロイ・訴えたりエツサイム──我が契約ウロエ・リーフ・黒翼ラーベ。我がピテ・仇敵は、アーケース・スー汝が仇敵・フイーチルノたらん・ヤン・とす者なりアーケース・アレー……」

　強まってきた風に巻き上がる砂さ塵じんの中、指と指を搦からめるように印いんを組み、何かを唱え始めた。

　あれは式しきの準備。昔アリスベルが言っていた、呪文詠唱スペルキヤストとかいう典ト礼リ儀ガ式ーに違いない。

　……来るぞ……！

「──！」

　バッ。矢や子こさんが、それに対抗するように両手を前に突き出した。

「せーくん、身を護まもって！　瑠姫ハニーリズ……っ。あの年齢であの古典を会え得とくするなんて、どこまで天才なの……！　主そしてアドナイ・信仰に賢き王よメレク・ナーメン、汝は我が矢弾エレ・エレ・クララ、我が岩盾なりエレ・ナム・リリン──」

　その矢子さんの手つきに、瑠姫が対応する。指の搦め方を変えた。

　対する矢子さんも変える。見えない糸で、綾あや取とりをしているように。

「火の陽なるフイーチ・スラー・召と喚サー・レ・ソ──稀土なるゴル・ゴルジ・冥王にバルバドス従い給え・バランガ。汝が贄スー・アーを贄へ・メ・アー──血を血へゴル・メ・ゴル」

「聖水のピテア・ラ──聖しイフア・御手を以ちステイン・テルソ、颱神たるシルフエナ・御名にフエナ・於いてキリリル・契りの封印ビア・エレイソン──退くべしヒーリウ・アレ」

　双方の詠えい唱しようが、お互いの指の形や言葉に対応するように変えられていく。

　まるで極めて複雑な鋏拳ジヤンケンをしながら、古代の言語で言い争いをするように。

　ゲームでも地水火風が用いられたりするが──妖よう刕とうによれば、異能の式には70～80種に及ぶ複雑な属性と相性があるらしい。瑠姫と矢子さんはそれを複数識しっていて、相手がそれを使うならこっちはこれを使う、という具合に式の調整をし合っているのだ。チェスのように。

（もう……始まってるぞ……！）

　白金色プラチナの光を体から放ち始めた矢子さんの周囲に、塵ちりが……続いて砂が巻き上がり始める。

　赤銅色ブロンズの光を放つ瑠姫の方でも、同様の現象が強まっていく。

　明らかに自然現象じゃない。これから発動させる技に籠こめる力を２人が高めていく影えい響きようで、余波を受けた大地が剝はく離りし始めているんだ。

　足あし下もとが、微震している。ビキッ、と、校庭隅すみの時計台のガラスにヒビが入った。

「我が仇敵はケーレーヌ・スー・汝の仇敵なりケーレーヌ・アレー……」

「主そしてアドナイ・信仰に賢き王よメレク・ナーメン……！」

　詠えい唱しようを区切った瑠る姫きの、矢や子こさんの、マントや衣服、そして髪がバサバサと暴れている。前、そして下から暴風が吹きつけているかのように。

　アニメのようだったビビとキリコの戦いと同様、これもゲームの世界の出来事のようだ。

「対つい消しよう滅めつさせて、相殺する魂こん胆たんね？　愚おろかだわ。私の充圧量プレツシヤーはお前より多いというのに」

「瑠姫、あなたは一体、誰だれに憑つかれているの……!?」

　２人は、まるで鏡像のように──ピンと伸ばした両腕を相手に向けている。

　僅わずかな違いは、指先のみ。瑠姫は深紅のマニキュアをした十本指を鉤かぎ爪づめのように曲げており、矢子さんの手つきは体育の『前へ倣ならえ』のそれだ。

　瑠姫・矢子さんそれぞれの両腕の間では……赤黒い光・青白い光が行き来している。

「──陰電子砲ノガ・イレクトランッ！」

「──陽電ポジ・エレ子砲ツトローネっ！」

　瑠姫と矢子さんが同時に叫び──

　────バァァァァァッッッッ────ッッッッッ────ッッッッッ────!!

　深紅と紺こん碧ぺきの光の帯が双方から駆けて、稲妻のような破は裂れつ音おんと共に中間点で衝しよう突とつした。

　光の放出はどちらも続き、ちょうど中間で力比べするように鬩せめぎ合っている。

　中間点の眩まばゆい輝きは……まるでグラウンド上に、小さな太陽が生じたかのようだ。

「……ッ……！」

　俺おれの足が、本能的に１歩、後ずさる。

　す、凄すごい……！　目が眩くらむッ。

　これは、戦争に使えるようなレベルの式しきだぞ……！

「うッ……んッ……！　ううぅぅ……！」

　矢子さんは更さらに出力を高めるように、歯を食いしばり、踏んばって、腕に力を込めている。

　その腕から、鞭むちで叩たたかれたような音が上がる。白い法衣の袖そでに、内側から血が……！

　──マズい。驚おどろいている場合じゃない。

　矢子さんは早くも力を使い切ってしまいそうな様子だ。妖よう刕とうもそんな表示を始めた。

　だがこれで、瑠姫にも計画通り力を使わせたと考える事もできる。

　イメージしてたのとは違う展開だが、

（俺も──俺の仕事をさせてもらうぞ、ここでッ！）

　俺は瑠姫との距離を詰めるため、校庭を斜め前へと駆ける。

　瑠姫は知らないだろうが、今の俺はこの距離からでも攻撃ができるんだ……！

（──コイツでな！）

　俺は散弾銃Ｍ１８８７を黒套コクドから抜きざまに片手で回転させ、装そう塡てんした殲魔女弾マツキ・バスターをスピンローディングする。

　そして表示の照準で捉とらえると同時に──バスンッ!!　瑠る姫きの足を狙ねらって撃ち放つ。

　常人なら反動で転びそうな無茶な姿勢からの片手撃ちだったが、今の俺おれなら何の事はない。

　銃口から秒速[image: ３００]ｍで放たれた散弾が空中で25発の弾子に分かれ、上下左右に拡散し──その一部が、ザザザザザッ！　と、グラウンド上で着弾の波は浪ろうとなって瑠姫方面へ迫る。

「──ッ──」

　内６発の６mm径弾が、一いつ斉せいに瑠姫に命中──すると思った次の瞬しゆん間かん、ざあっ。

　瑠姫は、無数の薔ば薇らの花びらになってその場から消えた。

　放射を止めた矢や子こさんの光、その残ざん滓しが花びらをなめるように消し飛ばす。

「……っ……」

　矢子さんは力尽きたように片かた膝ひざを──つけない。

　彼女の足あし下もとの地面が、無数の花びらに変わって崩れたのだ。

　スカートみたいな法衣のパーツを押さえた矢子さんを、その落とし穴が飲み込み──地面の変化は、波紋のようにこっちにも広がってくる。

　そして俺も、薔薇の花弁に巻き込まれるようにして落下させられていく。

　これは──分かるぞ。絶ぜつ界かいだ。展開しやがったな。




　──大量の花びらと共に、矢子さんは御み影かげ石いしの床へふんわりと、俺はガスンッと音を立てて着地した。そしてすぐ、ハーフサークル・スピニングでショットガンの薬室チエンバーに弾を送っておく。

「……ここが、瑠姫の絶界か」

　周囲は俺の家みたいな和わ洋よう折せつ衷ちゆうとは違う、ガチの洋館──その、ホールのように見える。

　アンティークのテーブルに置かれた真しん鍮ちゆうのランプが、辺りをオレンジ色に薄く照らしている。

「矢子さん、大だい丈じよう夫ぶか。その、さっき腕から血が……」

「う、うん。私は大丈夫。もう治したから……せーくんも、ケガは──きゃっ！」

　矢子さんが俺の左腕に抱だきついて、俺は即座にショットガンを発砲した。矢子さんが驚おどろいた対象、少し離れた天井からいきなり垂れ下がってきたものに。

　猛もう獣じゆうでもけしかけてきたかと思ったが、タングステンの散弾を幾つも受けたそれは……

　悪趣味なパッチワークで作られた、等身大のヌイグルミだった。俺と、矢子さんの。

　それが並んで首吊つりしてる。

　キャハハハハハ……という、幼児が笑うような声がどこからともなく聞こえてくる。

「せーくん気をつけて。これはきっと……常設絶界だわ」

　ヌイグルミを怖々見ている矢子さんが、俺の腕にしがみついたまま囁ささやいてくる。

「常設……？」

「絶界の維持には、大きな式力ちからが要いるの。でも瑠姫は何者からかの充式を受けて、この絶界を展開し続けてるみたいよ。きっと、普段はここで暮らしているんだわ。ハッキリした式あ跡と──残り香みたいなものがあるし。自分も入るものだから、敵を閉じこめたり収縮させて押し潰つぶしたりはできないけど……こういった絶ぜつ界かいの中には、いろんな罠を仕掛けられるものよ」

　罠わな、か。あの捻ひねくれた瑠る姫きにとっちゃ、得意分野だろうよ。

「さっきもちょっと言ったけど、瑠姫は……えっと、分かりやすく言うとね……私たちが自家発電式だとすると、発電所に繫つながってる魔女なの。だからこの絶界を維持できてる」

　矢や子こさんの説明は分かりやすくて助かるな。

　すぐ専門用語を並べ立てるアルパカに、爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませたい。

「じゃあ、さっきの撃ち合いで消費させた力もすぐ瑠姫に充電されちまうのか」

「お互い９割ぐらい式力ちからを使ったから……また瑠姫が大規模な式しきを使えるようになるまでは、15分ぐらい必要だと思うわ」

　つまり時間が経たてば経つほど、不利になるって事か。

「矢子さんは──まだ戦えるか」

「私は、式力の回復に半日は必要なの……戦いに使えるような式は、もう使えないわ。過去に掛けられた体内式──祝福パリイとか、焉メガ……あ、ううん、取り崩して式力に換えられるものはあるけど、そこに手を付けるのはむしろ危険だったりするから……できないわ。あとは……」

　歯切れ悪く言った矢子さんが、俺おれから少し離れ──

　法衣の背面を自らめくるようにして、そこで何かの金具を外すと、バラッ。

　孔く雀じやくが羽根を広げるように、何本もの矢が広がった。

　さらに矢子さんは、背後に隠し持っていた折り畳たたみ式の弓を取り出して広げる。

「合融十字矢クルスアローと、多連装弓ガトリングボウ。私は昔、お母様に洋弓を教わってて……これは自分オリジナルの破は魔ま弓ゆみなの。せーくんの銃弾と同じ、元から式が掛けてあって、私の式力に頼らない物よ」

　オリジナル、と言うとおり……

　その弓は通常の洋弓と見た目がだいぶ違う。それこそゲームに出てきそうな部品があれこれ増設されてるし、何より弦つるが１本ではない。竪琴ハープのように、何本も張られている。

　だが、武器を取り出した矢子さんの顔色は明るくない。

　その表情の意味は……分かる。散弾すら軽くいなした瑠姫に、弓矢では荷が重そうだからな。

　となると──近いな。俺の出番は。




　ホール奥に１つだけあった大きな扉を開くと、そこは美術館のような回かい廊ろうだった。

　等間隔に並ぶ壁かべ掛けランプで先まで照らされた左右の壁へき面めんには……ピエロ、髑どく髏ろ、鮫さめ、蜘く蛛も、人間の手のひら、毒どく蛇じや……気味の悪い油彩画が、ビッシリと飾られてある。

　長い……絶句してしまうほどに、長い廊下だ。[image: １００]ｍや[image: ２００]ｍじゃない。

　それこそ絵画に描えがかれた消失点のように、廊下の終わる点が遠すぎて見えない。

　絵に怯おびえてまた袖そでを摑つかんできた矢や子こさんの、

「ループしてる……回かい廊ろうが……」

　という呟つぶやきに、俺おれは以前自分が閉じこめられたループ階段を思い出す。

　これは──合わせ鏡の中に入ったように、ループのせいで無限に続く廊下に見えてるワケか。

「どうする。これじゃ行き止まりと同じだ」

「ううん。有限よ、この廊下は。たぶん定型的な式しきで……５４・６ｍの直線空間が[image: ２５６]回繰り返されたところで向こう側に出られるタイプのものだわ」

「[image: ２５６]回？　……ってことは、えっと……」

「14kmぐらい、かな……」

「どうする。通過してる間に、瑠る姫きに魔力が戻っちまう」

「瑠姫が時間を使ってくるとは思ってたけど……きゃっ……！」

　また矢子さんが俺にしがみついてきた。今度は全身で。法衣を着てるせいで、なんだか背はい徳とく的だ。焦あせっちまうな。

　怖がりな矢子さんの視線の先では、ぎょろっ。

　目だけが描えがかれた油絵の視線が、俺と合った。こっちを見たのだ。絵が。

（……アホか。お化け屋敷にしても安いぜ）

　ああ、妖よう刕とう。ＳＡＮ値とか表示せんでいいから。減らんだろどうせそれ。

　俺はあれこれ、ホラーゲームもこなしてきた方なんでね。

「……せーくん、急ごう。恐怖は、異能の力を乱れさせる。ここの絵は……それを利用して、恐怖した異能の式し力きを吸い取る仕掛けだわ」

　と言うと矢子さんは、しゅる、しゅる。

　リボンのような帯を解ほどき、法衣の上着を脱いでいく。

「な、何で脱ぐんだ」

「飛ぶから。空気抵抗を少なくしたいの」

　上着を脱いだ矢子さんは……肩ヒモの無い白のワンピース水着に、側面と背面だけ半透明で乳白色のミニスカートを付けたような……目のやり場に困るカッコになった。

　その際きわどい部分をつい見てしまった俺の視線に、ちょっと赤くなった矢子さんは──

「……めっ。どこ見てるの。こんな時なのにっ」

　精いっぱいの苦笑いで俺のおでこをつついてから、俺と手をつなぎ──ふわり。

「最初は走って。途中からせーくんを引っ張って飛ぶわ。時速90kmぐらいまで出せると思う」

　白金色の光を微かすかに纏まとい、当たり前のように、ゆっくりと浮かび上がった。

　矢子さんは……使って、いるんだ。残り少ない式力を。

　四の五の言ってられない。従おう。

　たっ、たっ、たったっ……天使に導かれるように、俺は空中を前進し始めた矢子さんと手を繫つないで進み始めた。初めは徒歩ぐらいの速度で、次第に、駆け足に──

　──ギャーーーーーーーーーーーッ！　ギャッギャッ、ギャーーーーーーーーー！

　壁かべにあった、バケモノみたいな女の油彩画から絶叫が上がり──

　びくっ。矢や子こさんの飛行が乱れた。きっと今また、吸収されたんだ。力を、絵に。

「うるせえよ」

　バスッ！　俺おれは振り返らず、表示ガイドを頼りにその絵を散弾銃で片手撃ちする。

　この廊下はループしてる。絵を損壊するのは趣味じゃないが、通るたび矢子さんが力を吸収されちゃ困るからな。と、銃を一回転させて排はい莢きようし、実包を再さい装そう塡てんしているうちに……

　全身を前傾させていく矢子さんの速度が上がり、上がり──

　俺はいつしか、走らされている。

　今、穴だらけになった絵の前を通った。あれは俺が撃った散弾の跡だ。

　やっぱり、ループしてるんだ。

　──あはは！　あはははははははははははは！　あははははははははははははは！

　笑い声を上げる絵、手招きする絵、号泣する絵、壊れた白黒テレビみたいにめちゃくちゃに内容を変える絵、それらを次々と撃ちながら走る。

　矢子さんが加速し、とうとう俺の足が地面を離れる。表示によれば、時速70km──

　ばさっ──と、黒套コクドが俺の背面で紙飛行機のように広がり、空中姿勢を安定させる。

「せーくん、落っこちないように、ね……！」

　矢子さんが、さらに加速していく。

　絵から飛び出してきた刃物を矢子さんが避よけ、すれ違い様ざまに俺がショットガンで片付ける。他ほかにもトラップみたいな絵を、次々に撃たざるを得ない。数が……多い。

　とうとう散弾銃シヨツトガンの実包カートリツジを使い果たし、実弾を籠こめた拳けん銃じゆうに切り替えてしばらく経たった時──

「──んっ……！」

　それまでミサイルのように頭を前にして飛んでいた矢子さんが、体を下げて空力ブレーキを掛けた。

　その理由は俺にも分かる。

　見えてきたのだ。この廊下の、終わりが。




『Oh-la-laあらあら, Aţi venit aiciここまできたの.』

　血のような液体で何やら書かれた扉の前に、俺と矢子さんが下り立つ。

　ロココ調の彫刻が為なされ、黄金で飾り付けられた……今までとは別の意味で悪趣味なドアだ。

　内部からは何やら水音がするが、目標方ターゲツト向指示ロケーターの向きと距離から考えて──

　居いるぞ。この中に、瑠る姫きが。

「はぁ、はぁ、こ、ここがこの絶ぜつ界かいの終点だよ、せーくん。もうこの部屋の先は無いみたい。でも私……ゴメンね、式力ちからを吸収ドレーンされるの、ガマンが下へ手たで……」

　ふらつく矢や子こさんに肩を貸しながら、俺おれは……

　彼女の顔を、まともに見れない。

　俺には分かっていた、途中から。表示ガイド、されていたから。

「……分かってたよ。矢子さんがずっと、俺を守ってくれてたこと」

　あの絵は、俺の方からも──妖よう刕とうからも、式力も奪うばおうと試みていたのだ。

　だが、それを矢子さんがずっと防いでくれていた。自らの力を、代わりに奪われながら。

　俺の妖刕を温存するのは、当初の作戦通りといえばそれまでだ。

　でも、それで……俺のせいで、矢子さんは２人分式力を吸収されてしまっている。

　矢子さんの体を覆おおっていた白金色の光も、もう無い。

　おそらく、自分の身を守護する式しきも取り崩してしまったのだ。

　俺が瑠る姫きと、少しでも有利な条件下で戦えるために。

　──俺の、ために。

「せーくん、気にしないで。私も……たとえ力尽きても、最後まで戦うから」

「矢子さん、もういい。残りの力は自分のために使うんだ。自分が、生き延びるために」

「それが……もう、ね……実は、式力がひとかけらも残ってないの」

「まだあるハズだ」

　俺はそこで、矢子さんの目を見る。

「──『焉弾メガデス』の式力。それを取り崩して使うんだ。矢子さん」

「っ……そ、それはダメなのよ。あれは私に掛けられた、私が本来使えない黒魔女の式なの。もし崩してしまったら、もう使えなく──」

「もう使えなくしていいんだ。あの夜、言ったろ！」

　俺は矢子さんの柔らかな両肩を両手で摑つかみ、顔をまっすぐ覗のぞきこんで叫ぶ。

「矢子さん、あれもこれも自分で背負わなくていい。持ちきれない荷物は、俺に任せるんだ。俺は年下だから、頼りないかもしれないけど……！」

　俺の声に、矢子さんは黙り──

「──ここからは、俺が矢子さんを守る」

　決意と共に俺がそう言った時、キラッ──

　矢子さんの大きな胸から、胸に負けないほど大きな流れ星が飛び出る表示ガイドが視みえた。




　殲魔女弾マツキ・バスターを籠こめた大型拳銃レイジングブルに片手を掛けながら、ドアをそっと開くと──

　……広間だ。だが、さっきまでのお化け屋敷みたいな空間とは違う。

　中世ヨーロッパのお姫様でも住んでそうな、絢けん爛らん豪ごう華かな部屋だ。

　床はローズオーロラの大理石。室内に噴水があって、円形の水場では熱帯魚が泳いでいる。赤い壁かべには、金細工で飾った大きな鏡が幾つもある。あちこちで薔ば薇らを生いけた極ごく彩さい色しきの花か瓶びんと、様々な宝石の原石標本が煌きらめいている。宗教画が描えがかれた天井は……高い。６ｍはある。

（ここは、瑠姫の部屋──ってワケか）

　よりによって自分自身をモデルにしたと思われる、等身大の白い女神像もあるし……それは間違いないだろう。見回せば銀の食器、派手な色の飲料の瓶もあって、生活感がある。

　瑠る姫きは、ここに住んでいるのだ。

　ハープみたいな多連装弓に矢を番つがえた矢や子こさんと共に、噴水を回り込むと……

　人影があった。ずっと奥にある、カーテンのような天てん蓋がいをかけたベッドの上に。

「──この部屋に男が入ったのは、初めてよ」

　気取った声で俺おれたちの出足を止めた、天蓋内の瑠姫のシルエットは……何だ？

　脱いでいた服と鎧よろいを、着直しているような動きをしている。裸になってたのか？

「乙女の部屋に土足で上がるなんて、お仕置きが必要ね」

　しゃっ、と天蓋を開いた瑠姫は、元のビキニ・メイル姿だった。

　しかしその手には、槍やりのように長い、刀身が彫刻されて半ば中空になった凶器がある。

　妖よう刕とうによれば、ロンパイア──古代ダキア・現ルーマニアの武器を、扱いやすく軽量化したものらしい。刀身は日本刀のように湾曲しているが、刃と峰みねの向きが逆だ。それに、長い柄つかがついている。言うなれば、逆さか刃ばの槍そう剣けん。珍しい武器だ。闘やりにくそうだな。

　その槍剣・ロンパイアは、明らかに──俺と決着を付けるための、近接戦向けの備えだ。

　瑠姫側はここまでで矢子さんを無力化して、ここで俺を仕留める計画だったようだな。

「ここはこの絶ぜつ界かいの最さい果はてなんだろ。追い詰められたとは考えないのか、瑠姫」

「蜘く蛛もの巣にかかった蠅はえが蜘蛛に勝てた例を、私は知らなくてよ」

　瑠姫は余裕綽しやく々しやくといった感じで首を振り、優ゆう雅がな黄金色の髪を煌めかせる。

　そしてその手のひらを色っぽく前に出し──

　くい、くい、と人差し指で招くような仕草をした。

「おいで、ぼうや」

　俺を見み据すえる瑠姫の右みぎ眼めが、紅あかい光をたたえている。

　──バーミリオンの瞳ひとみ。

　使ってるぞ。瑠姫は……『表示ガイド』を。

「この間は奇き襲しゆうされたからどうのとか、さっき負け惜しみを言っていたわね」

　喋しやべりながら、瑠姫の眉まゆがツリ上がっていく。

「あの侮ぶ辱じよくには私、立腹していてよ。だからお前は真正面から斃たおして、串くし刺ざしにしてやるわ。そうすれば、お前の敗北は完全なものになる。その上で、きちんと負け犬の顔を見せて頂ちよう戴だい。本当は、私は刃物など使いたくなかったのだから。血が飛び散るし」

　赤しやく銅どう色いろの光を身に纏まとい始めた瑠姫に、俺は──

「お前の血がな」

　女の柔やわ肌はだを傷つける趣味は無いものの、脅おどしで、そう返す。

　そしてその時鳴った柱時計の音を背に、右、左。背の妖よう刕とうに手を掛けた。幾つめかの音と共に、左右同時に鯉こい口ぐちを切る。

　ここから──３分だ。あの時計を目安にしよう。

　バキ、バキバキ……と、筋肉に力が籠こもっていく感覚が全身に行き渡る。

　潜在能力開放オープンアクトは──19％──30％──……43％に、至る。常人の約20倍まで。

　分かる。俺おれの目つき、顔つきが別人のように鋭くなっていくのが。

『Prana defender emanation防性式気力場放出……Strength/unit area+1強度・第１段階』

　黒套コクドの声が頭に響ひびき、黒い陽炎かげろうのような力場が俺の周囲に放たれ始めた。これはキリコ戦の時と同じ、俺の体を守る現象だ。瑠る姫きや矢や子こさんが纏まとう光とは色違いだが、同質のものだろう。

　対し、瑠姫が、くりんっ。

　ロンパイアの切っ先を回すように動かして、俺の視線を引きつける。

「そういえば、この間お前に放った梔子クチナシ──あれは、人じん血けつだけではなく魔具の魔力も吸うのよ。それも、触れただけで相当量を。つまり、その刀で叩たたき落としたりしてはいけない代しろ物もの」

　そして唐とう突とつにそんな話を始め、左手で、髪の毛の中に隠していた──

「──さあどうするのかしらッ！」

　あのクチナシの花を、投とう擲てきしてきた！

　その瞬しゆん間かん、視界に『SLOW LV5』の表示ガイドが滑すべり込んできた。

　すぐさま、俺の体感時間が遅くなる。スローモーションの世界にいるように。

　クチナシの狙ねらいは、俺の右みぎ眼め──

　対し、推すい奨しようされた刀の軌跡コースは１つのみ。

　それに従う俺は、異様な構えを余よ儀ぎなくされた。

　右の妖刕は上、左の妖刕は下にそれぞれ先端を向けている。刃の向きをスクリューのように、捻ねん転てんさせた状態で。

　そして、バッ──！　と、重ねた手首を捻ひねるように上下の２刀を回転させる。それで起きた気流に軌道を変えられたクチナシが……俺の右耳スレスレを、背後へと飛んでいく。

　そこで体感時間の流れが、元に戻った。

　表示ガイド──『技名：旋セン刃ジン駁バク』──『次回以降は発声を契機にオート体たい軀く動作可能』だと？

　この技を出したかったら、口で言えってのかよ。妖刕。恥ずかしいぞ、そういうの。

「──アドナイ・メレク・ナーメン！」

　矢子さんの声と共に、シャッ！　反撃の合融十字矢クルスアローが、瑠姫めがけて飛ひ翔しようする。

「──！」

　同時に瑠姫が振るった槍そう剣けんの刃から、光る刃物のようなものが剝はく離りした。

　光は刃からブーメランのように飛び、矢に当たってそれぞれ上下に逸それる。

　光こう刃じんが衝しよう突とつしたシャンデリアがクリスタルガラスを、矢が引き裂さいたベッドが羽毛を、それぞれ室内に撒まき散らす。

「──瑠る姫きッ！」

　俺おれが妖よう刕とうを手に踏み出すと──ばらっ。

　瑠姫は無数の花びらに姿を変えて消え、すぐ表示ガイド──警報アラート……背後！

「せーくん後ろっ！」

　矢や子こさんがサイドステップで、次の矢を弓に番つがえながら右へ離れる。

　俺も身を捻ひねるようにして、振り返りながら左へ跳とぶ。

　さっきまで２人の頭があった所を、２枚の光刃が飛んでいく。

　いつの間にか俺たちの背後にいた瑠姫は、低い姿勢から──

　据すわった目で、俺の右みぎ眼めへ槍そう剣けんの先端を突き上げてくる。

　妖刕の表示ッ、推すい奨しよう軌道通り──俺が右の刀で床まで叩たたき下ろしたロンパイアの先端は、瑠姫が突こうとした勢いで俺のブーツの下に潜もぐり込む。

　俺が踏みつけた形になったその刃を、左の刀で払うように切断しようとした時──ばらっ。

　また瑠姫が花びらになり、消え……いや、違う。

　今のは見えた。花びらは目くらましだ。瑠姫は槍剣ごと、沈んだのだ。

　床──妖刕の表示によれば、影の中へ。

（瑠姫は──影を渡る事ができる……！）

　ガスッ！　と空から振った妖刕の先端が、大理石の床を小さなクレーターのように削そぐ。

「矢子さんッ、影に気をつけろ！　瑠姫は影から影へ移動できる！」

　すぐさま表示ガイドが室内中の大きな影を全すべて示すが、バーミリオンの瞳ひとみを持つ瑠姫は俺がそれを把は握あくできる事も知っているハズだ。となると──

（──ここだッ！）

　俺は背後に伸びた自分自身の影に、また振り返る。

　案の定そこから槍剣を──下半身が影にまだ埋まってるのを丸見せで──振り上げた瑠姫に、俺は後手に回らず対応できた。

　大きな鋏はさみのようにＸ字にした双刀、その交点で瑠姫の刃を受け、縄跳びのように自分の刀の峰みねに跳び乗る。『傾かし巍ぎ十じゆう字じ』──妖刕お前、技のネーミングセンスがちょっとアレだな。

　本来は踏んで体重をかけ、下に居いる者の首や胴を切断する技のようだが──

「……ッ！」

　瑠姫は今、影から極めて強い斥せき力りよくを受けているらしい。

　俺と妖刕を乗せたロンパイアごと、床上へと全身を上げてくる。

　対し、俺は──その勢いに加えて、常人の20倍の脚力で跳ぶ。真上へ。

　全身の上下を反転させ、高い天井に両足を付け──矢や子こさんが目を丸くしているのが見える──真下の瑠る姫きめがけて、双刀を揃そろえて飛びかかる。

　ロンパイアで双刀を薙ないだ瑠姫は回転受け身を取り、その回転で渦を巻く花弁を残し、また影の下へ逃げた。

　我ながら……アクロバティックな剣劇だったな、今のは。アクション映画顔負けだ。

　バーミリオンの瞳ひとみを持つ者同士が戦うと、こうなっちまうって事か。

「原はら田だ……っ」

　俺おれからも矢子さんからも離れた、柱の影から浮き出てきた瑠姫は……

　ポロッ、と自分の肩当てが片方落ちた事に意外そうな顔をしている。

　さっき俺にその留め金を斬きられたのに、気づいてなかったのか。

「女が身につけてるものを剝はぐなんて……エッチね。汚らわしいわ、男って」

「すまん。斬ったのはわざとだが、そういうわざとじゃねえ……ないんだ」

　また口調が荒くなりかけたが……

　ゼロ距離での斬り合い、剣の腕は──俺の方が上だ。間違いない。

　それに筋力も段違いだ。瑠姫も何らかの式しきで運動力を増してるのは感じるが、それは妖よう刕とうの潜在能力開放オープンアクトとは比べるべくもないものだ。

　読めるぞ。その裏側の意味も。

　瑠姫は確かに、この俺とチャンバラはできている。

　だが、そもそも得意じゃないんだ。こうして直接、自ら刃やいばを交えて近接戦をする事が。

　コイツは敵を罠わなにハメたり、射撃兵器みたいな式で敵を斃たおすのが手口の異能。返り血を嫌う潔けつ癖ぺき性しようらしいしな。だから今まで、異能と戦う時にはそうやってきた。それに慣れていた。

　それが──今回。俺の発言ごときにカッとなって、自ら刃を手に取った。

　その時点で瑠姫。お前は負けてたんだ。

「瑠姫。俺は今、お前を殺そうと思えば殺せたぞ。それは、そういうメッセージだ。斬り合いじゃ俺に敵かなわないだろ。いいんだぜ、前言撤てつ回かいしても」

　俺は落ちた肩当てを妖刕で指し示し、瑠姫を睨にらみ付ける。

「俺も後で『あの時は全力じゃなかった』とか言い訳されたくはない。飛び道具の式だろうが何だろうが、使いたきゃ使え。ただ、そん時ゃ……俺も手加減はできなくなるぞ」

　妖刕によると、瑠姫は鋭い目で睨み付けられるのが好みらしく──ちょっと頰ほおを赤らめ、

「やっぱり……この間は実力を隠していたのね、原田。それは理解できたわ」

　１つ咳せき払ばらいをしてそれを誤ご魔ま化かしてから、ぱちんっ。残っていた肩当てを外している。

「まあ結果論ではそうだ」

「奇遇ね。私もそうなのよ。今」

　と、さらに──腰の左右に垂らしていた甲かつ冑ちゆうも外した。胸当てやマントもだ。

　まさかそれが重たかったとか、古い少年マンガみたいな事を言うんじゃないだろうな。

「男にしては上出来だったわ、原はら田だ。だからご褒ほう美びをあげる」

　瑠る姫きはさらに、ただでさえ布面積の少ないエナメルの衣装も……脱ぎやがった。

　裸になるのかと焦あせったが、その下にはマイクロビキニよりもっと細い下着をつけている。

　ほとんどヒモ水着のような姿になった瑠姫に──

「せーくん、気をつけて……！」

　矢や子こさんが警戒を促うながしてきて、気づかされた。

　瑠姫は何者かから、充式──式力の供給を受けている異能。

　その供給は肌はだの露ろ出しゆつが多いほど効率が良くなるという。

　瑠姫は、妖よう刕とう相手にはあまり意味のない防具を全すべてかなぐり捨て……式力受信の効率を優先したのだ。

「お前……戦いながら、チャージしてたんだな。式力ちからを」

　この部屋に入った時に瑠姫がおそらく裸だったのも、充式のため。

　不得意な斬きり合いを持ちかけてきたのは、式力の使用を節約するためでもあったんだ。

　瑠姫は今なお、時間を稼いでいる……！

　ゲームでもよくある戦略だ。時間と共に上がるゲージを溜ため、[image: １００]％になった所で──

　それを一気に消費して、必殺技を放つ。

　瑠姫は何か、大技に用いる式力を溜めているんだ。

　どこかにいる式力の供給者を仰あおぐように、腕を広げて顔を上げた瑠姫は……

「幸運よ、お前たちは。私の秘技『黒の圧壁プレシオン・ネロ』を見られるなんて。見物料は、そのつまらない命２つにオマケしてあげる」

　さっきの俺おれの話を否定しない。というか、必殺技っぽい式しきの名前まで出した。

「そいつはどうも」

　チャキッ、と俺は妖刕をクロスさせて構え直す。

「あと原田」

「……なんだ」

「一応言っておくけど、これはパンツではなくてよ。だから私は恥ずかしくはなくてよ」

「そうなのよ、せーくん」

　なんで２人してそんな事を強調する。と思ったら、鏡に映る俺の顔が赤くなっていた。

　し、しょうがないだろこれは。

　その……言うに言えないが、その瑠姫のコスチュームはかなり締め込みがキツいらしくて、あちこち……その、食い込んでるんだから。

　だが今は美人の瑠姫を鑑賞してる場合じゃない。

　今度はこっちから仕掛けるぞ。敵に大技があろうと、使わせなければ済む話だ。

　出される前に、倒す……！

「──アドナイ・メレク──」

　同じ事を考えたらしい矢や子こさんが弓を構えるより早く、シャッ──

　瑠る姫きがサイドスローで投げた黒いダリアの花が、カツンッ！　矢子さんの足あし下もとに突き立った。

「──きゃっ！」

　弓きゆう射しやのために立ち方スタンスを変えようとしていた矢子さんが、つんのめる。

　そして、とたん。その場に転んで、尻しりもちをついてしまった。むっちりした体型のせいか、いつか見たようなＭ字に開脚するような形で。

「や、矢子さんッ……！」

「んっ……く……うんっ……！」

　矢子さんは落としてしまった弓を取ろうとするが、足が動かず、立ち上がれない。

　両足だけでなく影に触れた臀でん部ぶの位置も変えられず、開いた股またを隠す事すらできていない。

「それは、影刺黒牡丹ダリア・コルセツテ。日本語では影かげ縫ぬいとか言うんだったかしら。お前を、自分の影に縫いつける花よ。力尽きた異能に、用は無いわ。桃もも井い、お前は嘆なげき悲しむ顔を私に見せなさい──この男が屠ほふられる光景の前でね！」

　──バッ！

　瑠姫はこっちの裏をかいて、式力を使う攻撃──ロンパイアからの光こう刃じんを放ってきた。

「──！」

　俺おれは光刃を避よけようとしたが、同時に投とう擲てきされてきたものがあった。ロンパイアそのものだ。

　それにジャマされて、右みぎ眼めめがけて飛来した光刃を──躱かわし、きれない。

　だが右眼にもらったワケじゃない。次善の策として、掠かすめさせたのだ。額の右上、髪の中、頭部を。同時に頭のすぐ横を、風を切るロンパイアが通過していく。

「せーくんっ！」

　矢子さんの悲鳴が上がる中、俺の前髪と血ち飛沫しぶきが右眼の前に散る。

「……ッ……！」

　光刃が重ければ頭をカチ割られていたところだが──衝しよう撃げきは、大した事はなかった。

　剃刀かみそりのような、鋭利な刃物で切られた感触だ。

　逆を言えば、あの光刃はその程度の威い力りよくしかない低出力の攻撃だったのだ。

　頸けい動脈や手首にでももらわない限り、致命傷にはならない。これも節約式しきか。

　だが、流れ落ちてきた血で……右眼が、開けていられなくなる。

（表示と視界の重ね合わせが、出来ない……！）

　右眼で見えるものと左眼で見えるものは、微妙に異なっている。

　表示は、単に情報源として読む分には右眼を覆おおっていた方がいい。だが近接戦の時のように現実の視界と重ね合わせて利用する場合は、右眼が正常に見えないとズレが生じてしまう。

　瑠る姫きの狙ねらいは──

（──表示ガイド封じ……かッ……！）

　瑠姫は最初から俺おれの右みぎ眼めばかり、執しつ拗ように狙っていた。それは、これが目的だったんだ……！

　焦あせる俺の耳に、

「我求めウロイ・ロイ・訴えたりエツサイム──我が契約ウロエ・リーフ・黒翼ラーベ。盟約に従いレード・ヒード、冥府より影のアーレ・ケルケオス天秤を傾け給え・ロロム・ヴアーデ──」

　──呪文の詠唱スペルキヤスト……！　来るッ、瑠姫の大技が……！

　だがさっき俺を守ってくれた矢や子こさんはもう式力が無い上、影かげ縫ぬいで動けない状態だ。

　瑠姫が、開いた両手を真上に掲げていき──

「──黒の圧壁プレシオン・ネロ──！」

　両腕を、バッ！　見えない机を叩たたくように、振り下ろした。

　あの光線を見舞われるか、と焦った時──ズンッッ──

　頭頂部と両肩を、凄すさまじい力で何者かに押さえつけられるような感覚が襲おそってくる。

（ち、違うッ、最初の式しきとは……な、なんだ……これはッ……！）

　背骨が折れそうだ。膝ひざが曲がる。

　今までの人生で背負ったどんな物よりも重い物が、俺に真上からのし掛かってきている。

　だが、必死に首を曲げて見た肩には──何も載っていない。

　両足の下、大理石の床に、ビキッ……！　と蜘く蛛もの巣のような２つのヒビが入った。

　無理をして薄目を開けると、ただでさえ血で赤い右眼の視界が警告表示で真まっ赤かになってる。

『重量超過ロードオーバー　[image: ４９６]kg』……？

（[image: ４９６]kg……って……何が、だッ……!?）

　デジタル数字で表示されたその数値が、上がっていく。

　[image: ５００]kgを超えた。な、何なんだッ！　この重さは！

「黒の圧壁プレシオン・ネロ、９倍──さあ、もうすぐ10倍よ。そろそろ内臓が潰つぶれて、黒い吐血が始まる頃ころね。現代東欧魔学では、影を次次元への門とするの。次次元には、多重に輻ふく輳そうした万有引力がある。お前はお前の影から移り来る、お前自身の体重で潰れて死ぬのよ。ホホッ、オホホホッ！」

　瑠姫が……嗤わらってやがる。この、筋金入りのサディストめッ……！

　[image: ７４４]kgで一いつ旦たん落ち着いた荷重が、さらに増える。

　どうも俺の体重の倍数で一旦止まってから、また一気に体重分がのし掛かってくるようだ。

　[image: ８０６]kg……！　俺は今、元の体重を引くと……12人の俺に、載られている……！

「せーくんッ！」

　叫ぶ矢子さんも、身動きが取れないままだ。

　も、もう、一歩も歩けないッ。それだけじゃない。立っていられない。俺はその場に膝を、手を突いてしまい──い、１トンを超えたッ……！

　ついにズシンッと倒れた俺の下で、大理石の床がバリバリ割れていく。俺の重みで。

　こ、ここから反撃する手が無い。一体、どうすれば……い、いや、今はとにかくこの両手を妖よう刕とうから離すな、それだけに集中しろッ。

（よ、妖刕ッ……！）

　こうなればもう、妖刕が命綱だ。俺おれの生存を最優先に妖刕と黒套コクドがフル稼か働どうしている事が、あらゆる表示で分かる。荷重はもう１６００kgを超えた。25人の俺に押し潰つぶされている状態だ。瑠る姫きが言ってた通り、赤黒い血が口や鼻から出てきた。

　その時、妖刕の鍔つばから──リリッ、リリッ、リリッ──

（……断絶警報インデイケーター……！）

　俺の戦える時間が残り１分を切った事を示す、絶望的な音が鳴り響ひびく……！




　　　　[image: ]




　それはほんの、たった１言。

　でも、せーくん。

　君はあの時、私に言ってくれたよね。

『守るべきなのは、人類より矢や子こさんだ』

　私は今、覚悟を決めたよ。

　親が子のためになら何でもできるように。

　兄や姉が、弟や妹のためになら何でもできるように。

　私は、せーくんのためになら、できる。

　裏切れる。私を育ててくれた、国を。

　犠ぎ牲せいにできる。世界を。

（守るべきは、人類より……せーくんだよ）

　だって、だって──私は、きみの──

　義理の義理とはいえ、お姉ちゃんなんだから。




　　　　[image: ]




　これは──

「この世にエヌラ・充ちよ、モンドン・ヴエニ新たなる感受・ヌオヴア・セント……」

　──歌……？

　歌だ。

　矢子さんが、歌っている。

「も、桃もも井いッ……お前、まだ、そんな魔力ちからが……！」

　瑠姫は動揺した声を上げ、矢子さんの方を向く。

　その刹せつ那な、俺に掛かる重さが若じやつ干かん和やわらぐ。おそらく、瑠姫がこの重圧を掛ける式しきには高い集中力が要されるんだ。それを表すように、瑠る姫きは矢や子こさんへの攻撃も出来ずにいる。

「神聖なるサブラ・サンクタ・祈願のシーニヨ印の下に・デ・レスペロ、平和のコレクテイヂアス騎士が・パキヤイ・寄り集うバタラントイ……！」

　矢子さんの歌に合わせて、落ちていた多連装弓がハープのように自動演奏され始めた。弓の装飾品からも、様々な音が鳴り始める。あれはただの武器じゃない──楽器でもあったんだ。

　……43％だった潜在能力開放オープンアクト、その数値が……

　45％……49％……上がって、いく……！

　矢子さんは──取り崩して、使っているんだ。

　鳳おおとりの前で自爆するために体内に仕掛けられていた、焉弾メガデスの式力を。

「よ、よしなさいッ、あ、あっ……」

　瑠姫の動揺が激しさを増す。身もだえするように、厭いやがっている。矢子さんの歌を。

　黒の圧壁プレシオン・ネロ──重圧の乱れが増す。一いつ旦たん２トンを超えていた荷重も、２トンを切った。

「……ッ……！」

　バキッ、バキバキバキッ……と、筋きん繊せん維いが更さらに強まる音が手足や背から上がる。

　い、いける。腕が動く。足もだ。今の俺おれは……69％……73％、常人の36倍の俺だ。

　対する荷重は、１８９０kg。や、やってやる、立て、立ち上がれッ……！

『Prana defender emanation防性式気力場放出……Strength/unit area+2強度・第２段階』

　俺が全身に力を込めると、黒套コクドから立ち上る陽炎かげろうのようなオーラが強まった。

　腕立て伏せのような体勢から、片かた膝ひざへ。上体を起こし、妖よう刕とうを杖つえにし、姿勢を、保つ……！

（命がけの使命を投げ打ってまで、俺を助けた……矢子さんの思いに、応こたえるんだ……！）

　──リリッリリッリリッ──

　断続警報インデイケーターが速まる、妖刕の使用限界まであと30秒！

「こッ、この……！　男ごときがッ……！」

　俺が起き上がりつつある事に気づいた瑠姫が、再びこっちに集中する。

　ずんっ、という重みが増す。

　だがそれが何だッ、ここで倒れるワケにいくかッ！

「う……う……魔よデイアボル、ワラレガル・キアのデイアボルルイ魔王よ・タラ・ワラキア、汝はスンテイテイ我が楯・サクタルメア、我が剣サビアメア──」

　倒れない俺を見て呻うめいた瑠姫は、そう唱え……いや、歌い始め……

　シークレット・ブレスを繰り返して、空気を肺に溜ため込んでいく。

　下着をちぎりそうなまで、胸を膨ふくらませている。

　あれは……『ワラキアの歌か笛てき』──！

（歌だ、瑠姫は歌で反撃するつもりなんだ！）

　即座に妖刕が──『吼こう破は』という技を提案してくる。

　それでアイツの歌を打ち消せるのか。ならどんな技でも使ってやる。

　紅べにを差した瑠姫の唇くちびるから、

「ホォォォォォォォォ──────ォォォォォォォォォォ────────ッ！」

　超音波のような奇声が、放たれた！

　矢や子こさんの歌も妨害ジヤミングされて……俺おれの潜在能力開放オープンアクトが、下がり始めた。70％──67％──

　その中で、俺が──赤黒い血まみれの口で、急速に息を吸う。

　ズロオオオッ、という壊れかけのジェットエンジンのような吸気音を上げながら。

　肺が破は裂れつするギリギリまで空気を吸い込んだ俺は、

「う……うおおおおおおおおおおおおおオオオオオオオオオオーーーーーーッ！」

　室内の物を振動させ、噴水の水を弾はじき飛ばすような勢いで叫び返した。瑠る姫きめがけて。

　髪を真後ろに吹き流されながら、瑠姫はそれでも黒の圧壁プレシオン・ネロを保つ。

　だが、『ワラキアの歌か笛てき』は俺の声で打ち消された。

　方向的に吼こう破はの直撃を受けなかった矢子さんは、歌をギリギリ保てている。

　咆ほう吼こうを放った俺の貌かお、73％に戻った潜在能力解放がもたらす威い圧あつ感かん、黒套コクドの黒いオーラ……

　それらが悪魔、魔人のようにでも見えるのだろうか。

　瑠姫が、俺の姿に怯おびえているのが分かる。その表情から。

　恐怖は異能の力を乱す、と、矢子さんは言っていたな。

「恐怖……どうだ、感じるか、瑠姫……？」

　重い腕をジリジリと上げて、俺は双刀を構える。

[image: ]

　力みながら喋しやべる、血で右みぎ眼めを瞑つぶらされたこの貌かおは、きっと鬼のようになっているのだろう。

　矢や子こさんの歌が終わるが、潜在能力開放オープンアクトはすぐには下がらない。音楽の授業の後と同じだ。

「……そんな……こ、怖い……？　こ、この私が、お、男ごときを──お、怖おそれて……？」

　瑠る姫きは、恐怖という自分の感情に動揺している。

　きっと今までは恐怖を与える側で、感じる体験が無かったんだろう。

　だが、俺おれは──まだ立ち上がっただけだ。このままでは時間切れになる。

　柱時計を見れば、あと10秒で３分だ。

　俺に重さを送り込んでくる自分の影を、10秒以内になんとかしないと……！

　──その時。

「せーくん。ひなたぼっこは、ムダじゃないのよ」

　こんな時でも穏おだやかな、矢子さんの声。

　目だけでそっちを見ると、矢子さんはパーにした手の甲で右眼を隠し、人差し指と中指の間から左目で見み据すえていた。俺の──影を。

「至大タント──熾天閃ミラージユ！」

　──パァッ──！

　矢子さんの全身から発せられた閃光が、辺りを包む……！　光は強まり、壁かべに幾つもあった鏡に乱反射し、室内のあらゆる影が問答無用で消えていく。俺の影も、矢子さんの影も。

　──フッ──と、俺の体から重さが消える。

　影が無くなって、瑠姫の技がキャンセルされたんだ。

　真っ白な光に満ちた室内を、俺は駆ける。瑠姫の方へ。

　俺の時間切れを狙ねらったのか、自らの影に潜もぐろうとしていた瑠姫は──その影が消え、地上に押し返されて来るところだった。ちょうど、人が水からどうしても浮いてきてしまうように。

　今は床に座り込むような姿勢で、慌あわてている──そこに、俺が飛びかかった。

「傾かし巍ぎ──十じゆう字じッ！」

　発声と同時に、全身が半自動で躍動する。

　交差した双刀が鋏はさみのように瑠姫の首をとらえ、押し下げ──

「──ひっ！」

　悲鳴を上げる瑠姫を、どっ、と仰あお向むけに倒した。

　──ザクンッ！

　妖よう刕とうの先端が、同時に地面を深々と刺す。大鋏となった妖刕の交点は瑠姫の首の直上にあり、立ち上がれなくさせた。本来はそこで交点を踏んで、首を切断するべき技だが──

　ここで、３分──時間切れだ。俺は妖刕から手を放す。

「………」

　それにそもそも、俺が瑠姫の首に押しつけたのは……

　刀の、峰みねだった。左右共に。

　変則的だが、これは峰打ちの一種だ。そうしたんだ。斬きろうとした妖よう刕とうに逆らって、俺おれが。

　閃せん光こうが収まっていき……辺りが、今度はどんどん暗くなっていく。

　光に眩くらんで見えづらい左目にかわり、閉じていた右目の血を拭ぬぐって……

　周囲を見回すと、ここは……あの瑠る姫きの部屋……じゃ、ない。

　夜の居鳳いのう高のグラウンドに戻っている。何事も無かったかのように。

「そんな、常設絶ぜつ界かいが解けるなんて……？」

　さっき隠していた右目を頼りに周囲を見回す矢や子こさんが、呟つぶやく。

　グラウンドの地面は、２本の妖刕がＸ字になるように突き立っており……

　その下には首を断頭台ギロチンに捕らえられたような姿で、瑠姫が仰あお向むけに倒れていた。

「──敗北は……その姿を、人前で晒さらすのは──」

　閃光に眩んだらしい目で、虚こ空くうを見たまま……瑠姫が、呟く。

「死を上回る、屈くつ辱じよくよ。原はら田だ、銀弾を１つ持っているのでしょう。撃ちなさい。それなら……死ねるから」

　──俺の銃。そこに装そう塡てんされている、殲魔女弾マツキ・バスターの事を言ってるのか。気づいてたんだな。

　黒い陽炎かげろうを黒套コクドが収める中、俺は……

「殺さない。お前は女だしな」

　ビビの時にもやったような問答を、繰り返させられる。

「だが、まだ続けるって言うんなら弾はじくぞ。素人しろうと臭くさい言い方でアレだが、お前の魔力は何者かからの充電を受けて──どうせまた、回復が始まってるんだろ」

「……契約を解除されたわ、彼女には。敗北という、契約違反を犯したから。私はもう彼女の魔力を受けられない。あの常設絶界も保てなくなったから、もう戻れない」

　悔くやしさで赤面した、瑠姫は……

「笑いたければ笑いなさい。私は、私は本当は、自分１人では……大した式しきも使えない、劣等魔女なのよ。もう──私が愛したこの居鳳高にも、来られない。来れば私はこれからきっと、蔑さげすまれて、辱はずかしめを……」

　ぐすん、と鼻を鳴らして……おいおい……泣き始めちゃったよ。めそめそと。

　一応、矢子さんの方を振り返って、『大だい丈じよう夫ぶだと思うよ』的な頷うなずきをもらってから、

　瑠姫を縛いましめていた妖刕を取って、鞘さやに収め……

　両手で顔を隠して泣く瑠姫を、起こしてやる。

「違うぞ、瑠姫。俺は一つ、お前に謝る」

「……？」

　ようやく見えるようになってきたらしい目で、弱々しく俺を見てきた瑠姫の──

　さっきまでとのギャップに、俺はちょっとたじろいでしまう。

　な、なんだよ。可愛かわいいところもあるじゃないか。

　年上の女って、みんな可愛いのか？

「さっきは『虎とらの威いを借る狐きつね』とか言っちまったけど……戦って、分かった。瑠る姫きの強さは、人からの借り物だけじゃなかった。俺おれたちを陥おとしいれた罠わなや策略もそうだし、作戦上とはいえ俺に合わせて近接戦で挑んできた勇気──それは、瑠姫の強さだった」

「……っ……」

　瑠姫は、敵の健闘を称たたえるなんて概がい念ねんを持ってなかったんだろう。

　俺の発言に驚おどろいたように、目を見張ってる。

「これからは自分の器うつわ以上の術は使えなくなるかもしれないが、それも勉強すればまた使えるようになるかもしれないだろ。学校にも来いよ。学校は元々、勉強するための場なんだから。もし、お前の事をイジメるヤツがいたら……俺がブチのめしてやる。劣等生のよしみだ」

　瑠姫を追撃したがっていたビビの事も牽けん制せいするように、少し声を大きくして言うと……

　今度は……何だ？　瑠姫が、少し蕩とろけたような目つきになったな。

　よく分からない反応だが、どうも以前の元気はまだ戻ってないようだったので、

「それに──あの絶ぜつ界かいに籠こもって暮らすのも、おしまいにできて良かったじゃないか。お前が美人な事ぐらい、俺にも分かる。美は、見られてこそだろ」

　そう言って手を引いて立たせてやると、瑠姫は──

　ほとんど丸出しの自分の胸を、手で押さえるようにして俺から後ずさった。

　そして、ざっ。校庭の砂をピンヒールで鳴らして仁に王おう立ちし、きりっ。

　ようやく元の、ある意味元気なツンツン顔に戻ってくれた。

「──原はら田だ。桃もも井い。今回はこのぐらいで勘かん弁べんしてあげてもよろしくてよ」

　などと、負けたのに勝ったような事を言う瑠姫は、うーん……うーん……！

　と、その場で何やら力を振り絞るような仕草をして……ぱら、ぱらっ、ばらっ。

　残りの魔力で辛かろうじて出来たらしい、花びらに変わるような術を使い……消えていく。

　黒魔女によく似合う、黒い、影の中へ。




　──その晩、俺は高熱に苛さいなまれた。

　帰宅して黒套コクドを脱いだ途と端たん、『黒の圧壁プレシオン・ネロ』のダメージが出てきてしまい……さらに貘ばく曰いわく、そこに妖よう刕とうを使った疲労も重なって、複数の感冒を併発してしまったらしいのだ。

　これを人にうつしたらマズいと思って、別館に移った俺を──

「私は、病気にはまずかからないから……」

　と、制服姿の矢や子こさんが追ってきた。

　で、今。俺は黒套を掛け布ぶ団とんにして……寝室のベッドで、膝ひざ枕まくらされている。矢子さんに。

　むっちりとした、ちょっとだらしない感じの柔らかさのある太ももに、頭を乗せて……

　それだけでも凄すごい体験なのに、目を開ければ５cm上空にある、[image: １００]cmＪカップ。

　高熱でフラフラしてたから強制的にこの体勢にさせられちまったんだが、こんな凄い光景を見せられるものだったのか。膝ひざ枕まくらとは。

　帰るなりすあま20個を餅もち吸いのように食べた矢や子こさんは、式力も少しは回復したらしく……まずは俺おれの額の傷を、跡形もなく治してくれている。

　それから、体のあちこちを得意の快癒式ラジエルで順々に癒いやしてくれた。

　いちいち「痛いの痛いの、飛んでけー」とか俺を子ども扱いするから気恥ずかしかったが、おかげで……随ずい分ぶん、楽になった。熱も確実に下がってきてる。

「せーくん、調子はどうかな……？」

　夜も10時を回った頃ころ、眠いのをおして看病してくれた矢子さんが──こっくり、こっくり。

　ウトウトしながら、尋たずねてきた。

「ああ……お陰様で。もう元どおり動けそうだ」

「よかったぁ……じゃあ次は……あのね、私のことも看みててほしいの」

「矢子さんを？　さっきどこか、瑠る姫きにやられたのか……？」

「ううん。私はね、本来あんまり戦う異能じゃないから……ああいう力の使い方をした後は、少しすると筋肉痛みたいに『放心期』っていうのが来ちゃうの。仮死状態って程ほどじゃないけど、ボーっとしちゃって、お人形さんみたいになっちゃうの。明日のお昼ぐらいまでは、無防備になっちゃう。だから、せーくん……その間、私を守ってね……」

　そう語る矢子さんは、もう目をトローンとさせている。

　ただ眠いだけって感じじゃないな。その放心期が、もうすぐ来るのか。

「あっ、でも、触ったりしちゃダメよ……？　きっとスカートめくられても、気づかないから……その間に起きたことは、なんにも記憶できないし……」

　よ、余計な事を言うし。俺はそんなこと考えもしてなかったのに。

「それが、明けたら……せーくん、こないだの、ドライブの……つづき、しよ……？」

　ゆったりと両手を合わせた矢子さんは、ふらり、と小首を傾かしげておねだりのポーズを取った。

「続き……えっと、何をしたいんだ、矢子さんは」

「え、あ、えっと……じゃあ、ねぇ……いっしょに、レストランで、おしょくじ……」

「そのぐらいなら、お安い御ご用ようだ。何かおごるよ」

　矢子さんはそこで力尽きるように、

「やったぁ。せーくん……じゃあ、こ、ここで、はい、バトンタッチ、ね──」

　むにゅん。

　俺の顔面に巨大な胸を押しつけるようにタッチさせて、前のめりに倒れてしまった。

「……ッ……！」

　バ、バトンタッチは引き受けたがッ。こんな形状のバトン、いかがなものかと思うぞっ。




　夜の矢や子こさんは、ただ寝てるだけだったが……

　翌朝、午前中の彼女には心底悩ましい思いをさせられた。

　というのも矢子さんは本当に生き人形状態。呼吸はしてて目も半分開けてるけど、呼びかけても反応がない。キリコより無口・無反応な状態になってしまった。

　その究極の無防備っぷりには、得えも言われぬ不思議ないやらしさがある。邪よこしまな男だったら、ちょっと胸を触ったり、本当にスカートぐらいめくってしまいたくなるんじゃないだろうか。

　だがそこは『女は危険』がモットーの俺おれ。ベッドに寝かせて髪を整えてあげた以降は指一本触れることなく、双方にとって危険な時間帯を乗り切っている。

　そして、起きてきた矢子さんと居鳳いのう駅近くのレストランへ向かった昼過ぎ──

「えーっと。駐車場、駐車場……あ、あった。せーくん、ここに停とめるね」

　キキーッ！　と急ブレーキを掛け、ドリフト気味のターンでコインパーキングに入っていく２０００ＧＴの──ハンドルを握っているのは、矢子さんだ。

（よ、よかった……まだ生きてる、俺……）

　本人は何が起きてもノホホンとしてたが、ここまでの彼女の運転のヘタさに、俺はもう顔面蒼そう白はく。駅前には警察の派出所もあるから、運転を任せたんだが……

　ギャンッ！　とタイヤを鳴らして２０００ＧＴを駐車スペースに入れた矢子さんは、またの急ブレーキにつんのめって、パフッ。そのでかすぎる胸でクラクションを鳴らしちゃってる。

　どうして長方形の駐車スペースに斜めに車を停められるのこの人。

（や……矢子さんは本当に、外に出す時は俺がついてないとダメだな。アリスベルや祈いのりよりも危なっかしい。いろいろと……）

　ガクガク震ふるえる膝ひざで、命からがら車を降りて……

　矢子さんがネットで選んだというレストランを目指して、俺たちはＪＲ居鳳駅前の町に出る。

　あー……道行く男たちが、みんなこっちをチラチラ見てるよ。『冴さえない男が、夢のようにいい女を連れて歩いてる。なぜだ』的な目で。分かった、分かった、ていうか分かってるから。俺が分不相応な２人歩きをしてるって事は。そんなに睨にらまないでくれよ。

　で、到着したイタリアン・レストランは……隣となりが教会つきの、小さな結婚式場だった。

　たぶん２次会とかに使われるレストランなんだろうな。

　だが結婚式場を見た矢子さんは、

「……やっこちゃんぐ……！」

　わわわわ、わわわわわ、と口をパクパクさせてから、

「あっあの、ち、ちがうよ。私これは知らなかったの、ほんとに。私いくらなんでもそこまで焦あせってないからっ、ととと年上だからって、いくらっ、これは偶然なのっ、せーくんより」

　真まっ赤かになり、最後の方は英語のテストにある『この文章を正しい語順に並べよ』みたいな喋しやべり方をしてる。

　ちがうのちがうのちがうのよープレッシャーとか感じないでー！　などと意味の分からない事を言いながら涙目で立ちすくむ矢や子こさんが……通行人の迷惑になりつつあったので……

　俺おれは矢子さんの手を引っ張って、店内に入っていく。




　本当にヨーロッパっぽい内装の、そのレストランでは……昨日の決闘が噓うそだったかのように、穏おだやかな気持ちで食事ができた。窯かま焼きのカプリチョーザも美う味まかったしな。

（矢子さんが『はい、アーン』とか、食べさせてくれようとするのには困ったけど……）

　矢子さんと過ごす日常は、不思議なほど心が穏やかでいられる。フロ上がりや、スケスケのネグリジェ等の例外はけっこうあるが。

　これは異能がどうのじゃなく、矢子さんの人格による力なんだろう。

（いい人、だもんな……）

　超美味いものを食べると頰ほおが落ちると信じてるらしく、ウットリとほっぺたを押さえながら５皿目のパンナコッタを食べる矢子さんの大食い芸を鑑賞しながら……

　俺は、自分がつい微かすかな笑顔になってる事に気づかされる。矢子さんは、人を笑顔にさせる力も持ってるんだな。運転中やＯＡ機器操作中などの例外はけっこうあるが。
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　なんということでしょう。矢子許すまじ。

「ごめん、矢子さん。結局おごってもらっちゃって……」

「ううん、いいの。私、こう見えてもいちおう精神科学ＳＩ開発センターＩＣの月給取りだから」

　笑顔で話しながら石いし畳だたみの道を行く矢子は、せ、せ、静せい刃じ君に手を引っ張られています。

　矢子は方向音おん痴ちらしく、何度も道に迷っているようでしたが……

　あれはきっと、いいえ絶対、計算です。静刃君と手を繫つないで歩くための！

「──死刑デス・ペナルテイー！」

　街路樹の上に身を潜ひそめ、両手で矢子を指す私の隣となりでは──祈いのりが、

「１４００ヒトヨンマルマル……お姉ちゃん。もうこれはちょーっと祈も許せないかなあーあはははー」

　ちょっと味方につけて大だい丈じよう夫ぶだったか心配になるほどの、病んだムードを漂ただよわせています。




　　　　[image: ]




　駐車場前の路上で──マズいのに出くわした。

「……瑠る姫きっ……！」

　中世ヨーロッパ風のドレスを当たり前のように着た瑠姫ハニーリズ、本名・佐さ藤とうよし子こが──腕組みして待ち構えていたのだ。俺おれたちを。

　少し身構えた俺たちに、不機嫌そうな顔の瑠る姫きは……フン、と鼻を鳴らす。

「今週はお互い、停学中でしょ。私は今、それを利用して遊んでいるだけよ。何もしないわ」

　濃のう紺こん一色をしたパフスリーブのブラウス。大きく広がったロングスカート。羽根飾りつきの、大きな帽子。その全すべてが装飾過か剰じようだ。根っからの目立ちたがり屋なんだな、瑠姫は。

　そしてパッと見が普通の女の子なアリスベルとは違い、瑠姫は一目で分かる『魔女っぽい』服装が好みらしい。戦闘装しよう束ぞくにせよ、私服にせよ。

「それと言っておくけど、ここで出会ったのは偶然。決して、オープンカーに乗っているお前たちを見かけたからタクシーで尾行したりとかそういう事はしてないわ」

　……？　つまり、タクシーで尾行してたって意味かな？

　タクシーの運転手さんもビックリしたろうなぁ。こんなのが乗ってきたら。

「ところで……原はら田だ。桃もも井い。あなたたち、付き合ってるの？」

　なんだか分からん事を唐とう突とつに訊きいてきた瑠姫に──ぴょーん！

　矢や子こさんがその場でジャンプという特大リアクションでビックリしてる。

「そそそそんなっ、わ、私は年上だしっ！　で、でも世の中に無い話じゃないし、ゆくゆくはそういう事が夢のまた夢の可能性として無くも無くも無くもっ……」

「……？　何の話をしに来たんだ、瑠姫」

　テンパる矢子さんの横で俺が首を傾かしげると、瑠姫はこっちの２人の反応を見て「ふむ、ふむ。はしたない片思いといったところね、まだ」とか満足げな顔をしてる。なんなのもう。

「──お前たちは、私に恥をかかせた。あまつさえ殺しもせず、生き恥を晒さらさせた。その雪せつ辱じよく抜きに、私の人生はリスタートしないわ。だから２人とも、お互いの首を洗って待ってなさい。私、今は改めて黒魔術の猛もう勉強をしていてよ」

　お互いの首を……って。シュールな絵え面づらだなぁそれ。

　それに今お前自分は遊んでるっつってたろ。勉強してないじゃん。

　などとツッコミ所は多々あるが……放ほっとこう。コイツとはあんまり関かかわりたくないし。

「それはそうと、原田」

　と思ってたら名指しで来たよ。

「……なんだよ」

「私は誇り高き黒魔女よ」

「？」

「戦う前に約束した通り──欠片カラツトの事を、教えるわ」

　──っ……！

　その言葉には、矢子さんも今さらながら我に戻ったような顔をしている。

「欠片を……お前の契約者が持ってる、って話か？　それは本当なのか？　俺たちはそうとは考えてないぞ」

「美人はウソをつかなくてよ」

　ウソくせえな。

「じゃあ今すぐ教えろ。その契約者とやらはどこにいるんだ」

「フフッ、取りに行くつもりなのね」

　瑠る姫きは、俺おれが話に食いついた事にほくそ笑んでる。

　すぐには教えないつもりらしい。つくづく底意地の悪い女だな。

　美女にからかわれるのが好きな男もいるが、俺はそうじゃない。イライラするだけだ。

「どこだ。教えろッ」

「教えてあげてもよくてよ。ただし、その代わり……」

　そこで瑠姫は帽子を少し目ま深ぶかに下げ、その広い鍔つばで恥ずかしそうに目元を隠した。
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「……は、原はら田だ。戦いの後には友情が芽生えるもの。お前、私のお友達になりなさい」

「お、おともだち？　なに条件付け足してんだ」

「だって、勇者と魔女が組むのは常識でしょう」

「倒す魔王がいないだろ。いいから欠片カラツトの場所を──」

　押し問答になりかけた時、す……すす……ばぁっ！　孔く雀じやくの羽根のように──

「──ひいっ！」

　悲鳴と共に真まっ赤かになった顔を上げた瑠る姫きの、でかいスカートの背面が持ち上がった。

　な、何だそれ。スカートたくし上げの式しきか？　なんで今ここで使う。

　ていうか、どうせやるなら前面でやるべきだろこのシチュエーションでなら。

　などと俺おれが混乱し、矢や子こさんが顔を両手で覆おおって隠した時。

「何をするのっ！　無礼者！」

　瑠姫が後ろに放ったビンタから、ウィーン。

　モーター音を上げて、電動立ち乗り２輪車──セグウェイに乗った少女がそれを躱かわした。

　ターンしてこっちを向いたのは、玉みたいな髪飾りで銀髪をツインテールに結った……

「……キリコ！」

　先週末『探知した欠片カラツトへの対応をする』とか言って学校を休んでいた、キリコだった。

「瑠姫ハニーリズが問題を複雑化しようとしていたので、最速かつ安全に発話を停止させた」

　今のスカートめくりに対する一応の説明をした、キリコは……気配がまるで無かったから、俺もビックリだ。会話してる輪にいつの間にかいるとか、ある種の異能だろそれはもう。

「44個分の質量の欠片は、上。居鳳いのう上空の成層圏にある」

「……どうしてそれを……！」

　真上を指したキリコの話に、スカートを整えていた瑠姫が目を見開く。

「キリコが打ち上げたバルーン衛星サツトで確認した。その欠片は瑠姫の契約者の所有物と、瑠姫の発言から断定する。なお欠片の場所はキリコが教えたので、瑠姫は静せい刃じとの交こう渉しようができない。あきらめること」

　淡々と語るキリコの横で、瑠姫は「キィー！」と奇声を発しつつレースのハンカチを咥くわえて下に引っ張った。どうやらそれが、瑠姫が悔くやしい時の仕草らしい。

　本当に……あるってのか。欠片が、成層圏に。

「成層圏の欠片は、静刃が取りに行くこと」

　キリコが、俺にそう命令してくるが……

「せ、成層圏って。ほとんど宇宙じゃねえか。どうやって取りゃいいんだよそんなもん」

「京きよう菱びしで今、静刃のＰＡＤを造っている。それで行くこと」

「お、俺の……ＰパＡツＤド？」

　Personal Arsenal Dress──あのキリコが着てたような、アニメのメカみたいなやつか？

　イ……イヤな予感しかしないぜ。この話。







【　Episode 08　ストラトライン　】




　京きよう菱びしグループの工場は居鳳いのう町ちようの南端・居鳳いのうヶが浜はまにもあって、俺おれもチャリから見た事がある。

　そこでは海風を捕らえる風力発電機──ダリウス風車の白いプロペラが回っており、クリアブルーの真新しい建物はどれもキレイだ。夜はその各所にライトがピカピカ光る、夜景の名所でもある。

　ところが聞いて驚おどろいたことに、その現代的な工場は全すべてキリコのものなんだそうだ。

　というのもここは京菱イノベーティブという１つの会社で、キリコはその代表取締役。

　親会社は京菱重工。自衛隊の兵器を製造したりして多額の利益を上げている、大会社だ。

　京菱グループをネットで調べた貘ばくと、キリコ自身が語った話を俺なりにまとめると……

　つまりキリコはこの工場を使い、本社から貰もらった潤じゆん沢たくな資金であのアニメみたいな兵器・ＰパＡツＤドを（たぶん違法に）開発している、とんでもない女子高生なのである。

　──夕方。

　その京菱居鳳ヶ浜工場に、キリコの指名で招かれた俺とアリスベルは……

「静せい刃じ。アリスベル。こっち」

　敷地の外れにある施設の入口で、そのキリコに出迎えられた。

　なんでか、春なのにモコモコの厚着をしてる。ダッフルコートに、マフラーまで巻いてるぞ。

　キリコは小学生みたいなチビだから、服に埋もれてるみたいでなんか可愛かわいいけどな。

「お前が言うから妖よう刕とうと黒套コクドを持ってきたが、何に使うんだ」

「黒套はここで着ること。アリスベルも、これから支給する服に着替えること」

　俺の質問に答えず、キリコはアリスベルを京菱の女性社員に任せてスタスタ行ってしまう。

「静刃君。貘が、静刃君と一緒に行きたいそうです」

　工場まで２人してバスに揺られてきた時は何かと話しかけてきて、俺と喋しやべるのを楽しそうにしていたアリスベルだが……俺をキリコと２人にする事には、少し不満げだ。

　そんなアリスベルの肩に乗っていた貘は、ぴょん。黒套を着る俺の肩に飛び移ってきた。

「静刃。お前は私より頭が悪い。キリコの話を聞く際に私の知恵が必要になろう」

　偉そうに……ッ。だがまあ、ガチャ出身のアルパカにキレてたら俺の男が下がる。

　ここはガマンして、帰ったら洗濯機で俺のパンツと一緒に洗ってやろう。




　黒套を着て肩にアルパカを乗せた俺は、キリコを追って……ずいぶん離れたところにあった下りエレベーターに乗る。

　エレベーターには不規則な位置に途中階があり、地下10階ぐらいでそれが停止した。

「何の施設なんだ、ここは」

「サイロ。ここに静せい刃じのＰパＡツＤドを格納している。現在、ハイブリッド燃料に加える液体水素ＬＨ２と液体酸素ＬＯ２の注出入テスト中。サイロ内が低温なのは、その影えい響きようによるもの」

　独り言のように語るキリコに導かれて入った、そこは──

　この深さから地上の隔かく壁へきまでを円柱形に穿うがち、コンクリートで周囲を固めた深い穴だった。

　ライトが煌こう々こうと灯ともっており、巨大な筒の中にいるようにも見える。

　そして確かにとても寒く、空気が乾燥している。

　だが、それを俺おれが感じると……すぐ、黒套コクドの中が温かくなってきた。

　ヒーターみたいな事もできるのか。多芸だな黒套お前。

「静刃が、これのパイロット」

　と、キリコが手で下から遥はるか上まで示したのは──

「な、なんだよこれ……お前のＰＡＤと全然違うじゃねえか」

　先端部がまだ造りかけのようだが、まるでロケットのような形をした白い機体だった。

　ガンダムみたいなのを想像していた俺は、その意外な外観に呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「宇宙ロケットに見えるぞ。おいキリコ、これのどこが──」

「宇宙ロケットではない。そう見えるのは下部96％が全て高機動パッケージであるため」

「要するにロケットでいい、静刃。これはクラスター方式のロケットエンジンだ」

　貘ばくの認定が下りたから、もうロケットって事でいいや。

　と、半ばヤケクソ気味な俺は……

　キリコに導かれ、今度はクレーンみたいなエレベーターでロケットの脇わきを上っていく。

「デカイなぁ……」

　つい呟つぶやいた俺に、キリコと貘が、

「ナンセンス。これは成層圏にまで迅じん速そくに有人飛行できる装置としては極めて小さいもの」

「そうだぞ静刃。かつてソ連れんで似たようなロケットが造られていたが、全高が30ｍはあった。これはずっとコンパクトだ。比推力に不足は無いのか、キリコ」

「比推力は理論値上[image: ５８０]秒。実験の実測値でも平均[image: ５４４]秒」

「なんと……ばかげた数値を実現したものだ。まさに、お前も異能だな」

　などと勝手に語ってる。俺に理解できた単語は異能ぐらいだ。どこだよソレンって。

「第１段エンジン６基は京きよう菱びし製品を流用した物。中心の第２段エンジンはキリコが開発した電磁誘導型Ｈ磁気流Ｍ体力学Ｄエンジン。高機動パッケージも含め、全すべてが『RNC-OM-PAD-X1』。コードネーム、『白ハク刃ジ』」

　機体名についてだけは話についていけそうだったので、

「ハクジ……名前は日本語なのか？　シャノンとか、レタ＝デルオロと違って」

　とツッコむと、

「ナンセンス。準主役級の機体には、１つは日本名があるのが王道」

　名称についてすら意味不明な返しをされた。もう黙ってよう。

「しかしキリコ。これに静せい刃じを乗せる行為、少々政治的な火消しがし辛づらいぞ。暗黙の了解だが、宇宙開発に異能の人間を用いる行為は国際的に禁じられている。それにロケットとはそもそも兵器としての側面もある物だろう」

「キリコはモデルロケットの従事者ライセンスを持っている。国こつ交こう省には『キューブサットの打ち上げ実験』と申しん請せい済み」

「それにしてもだ。認可は下りなかろう」

　ちょっと口論するような貘ばくとキリコの話を聞き流しているうちに……

　エレベーターは、純白の機体に描えがかれた赤丸マークの横をゆっくり上昇していく。

「おっ、日の丸だな」

　俺おれが独り言すると、

「万一の時、自衛隊機に撃げき墜ついされる可能性を減らすため」

　キリコが、物ぶつ騒そうな説明をしてくれる。

「げ、撃墜って何だよ」

「やはり無認可打ち上げか……まあやむを得まい。静刃、腹を括くくれ」

「後日換装予定だが、白ハク刃ジは成層圏への往還機能を優先搭載している高機動特化型のＰパＡツＤド。冗長性は無い。ごく限られた兵装しか無いため、飛行中にＰＡＣ─３パトリオツト、Ｆイ─ー１グ５ル、Ｆ─２バイパーゼロなどに捕ほ捉そくされた場合は反撃できない」

「安心しろ静刃。この機体は速そうだ。自衛隊機が緊急発進スクランブルしても間に合うまい」

　今のは、断片的に理解できたが……

　つまり俺はこのミサイルみたいなロケットに乗って、日本の領空を無許可で飛ぶって事か。

　こいつは今週最大の違法行為だぜ。拳けん銃じゆうの不法所持なんか、可愛かわいいもんだったな。




　白刃の最上部は工事現場みたいな足場で囲まれており、そこでは……

「──まさかこんなモノで取りに行くとはね。一本取られた気分だわ」

　腕組みして白い息を吐く、毛皮のコートを着た瑠る姫きハニーリズがいた。

「なんでお前も来てるんだよ」

　足場に降り立った俺が言うと、

「さっきそのキリコに呼ばれて、鴉からすの事を教えにきたのよ。科学者ばかりが原はら田だの役に立つのは、赦ゆるし難がたいことだし」

　なんかよく分からんが……さっきの駅前で、瑠姫はキリコに対抗意識を持ったみたいだな。

　古流の魔女と、最先端の科学少女。分からんでもない。

「……鴉と言ったか、瑠姫」

　そこで俺の肩から、貘がシリアスな声を上げる。

　瑠る姫きはフフンと偉そうな顔になって、足場にあった箱の上に立ってから、

「そうよ。ルーマニアへの魔女留学から凱がい旋せん帰国した私はその後、天文学アストロジーと黒魔術を融ゆう合ごうした魔学に独自の天才的な発想を加え──高空に棲すむ鴉からすとのコンタクトを実現し、栄はえある契約を行ったのよ。化生ライカンの古代語も習得していた英えい俊しゆんなる私は、その契約で魔ま力りよくの受給権を……」

　ふんぞり返って、気分よさそうに喋しやべってる。

「もうその契約は打ち切られたんだろ。あとお前の説明は自慢話が途中にちょくちょく入って長ったらしい。要するに──お前に式力ちからを供給してたのが成層圏にいる鴉ってヤツで、欠片カラツトも持ってる。そういう理解でいいな？」

　俺おれが睨にらむと、自己アピール半分の話をしていた瑠姫は、

「……た、正しいわ」

　妖よう刕とうの出した『瑠姫攻略のヒント：叱しかられると弱気になる』通り、少し竦すくんでやっと黙った。

「鴉からすか……厄やつ介かいな相手だな」

　俺の肩で、貘ばくが呻うめく。

「知ってるのか、貘」

「名前からも想像がつくだろうが、鴉は私と同じ妖あやかしだ。位くらいは私より上だがな」

　想像もつかなかったし、化け物こいつらに地位があるという話も初耳だが……

　ここは黙って話を聞いておこう。

「下位の烏からすは日本各地にいて、大した事のない連中だが……その始祖の鴉は正体が杳ようとして知れない。ヤツは肉体を嫌い、精神の世界に生きている。遠い昔に自らの体をほとんど霞かすみ──エアロゾルの外がい殻かくに変え、ほぼ精神のみの存在となったと聞く」

「なんだそりゃ……ケムリみたいな生き物って事かよ。またブッ飛んだのがいるもんだな」

　だがまあ、世の中には魂たましいをヌイグルミに移し替えるようなヤツもいるんだ。

　今さら驚おどろくほどのことじゃないか。

「鴉は汚けがれた体を持つ人間たちの住む地上を嫌い、永らく天空を漂ただよっていると書物で読んだが……飛行機も往ゆかぬ、成層圏か。随ずい分ぶん嫌われたものだな、人間たちも」

「余計なお世話だ」

「ただ、鴉は人間の心には強い興味を持っていて……現代でいうヒステリックな乙女と契約を交わし、しばらく憑ついて心を観察する事もあるという。瑠姫は当代のそれだったのだろう」

「よ、余計なお世話よ」

「昔は契約者に特定の貴石を集めさせ、希まれに地上に降りては掠かすめ取っていたと聞いた事もある。しかし……それがまさか、鳳おおとりの欠片だったとは。うーむ……なぜだ」

「おい貘、１人であれこれ考え込むなよ。ソイツから欠片をどう奪うばえばいいかに絞って話せ」

「……難しいぞ。ヤツは人間との物理的な接触を頑かたくなに拒む。その霞の外殻は、尺しやつ貫かん法ほうでいう８町ちよう──約[image: ３００]ｍ以内に近づく人間や人工物を無差別に迎撃する、自タ動レ機ツ銃トのような物なのだ」

「キリコも、観測用バルーン衛星サツトを指向性エネルギー砲で迎撃された。衛星が接近した際には電波も妨ぼう害がいされている。後で、遠えん隔かくから撮影したエアロゾルの写真をメールする」

　貘ばくの話を、キリコが補足する。

　ホントに、いるんだな。成層圏に、そんなヤツが。

「つまり……遠距離からまず外がい殻かくを吹き飛ばし、固体の核コアに肉薄する必要があるのだ。質量物──欠片カラツトを保持できるのは、その核でだけだろうからな。だが、その核がどんな存在なのかは私も知らない」

「キリコも、エアロゾル内部の詳細は観測できていない。内部への対処は、機械では冗長性が足りない。静せい刃じがここに乗って、状況に応じて取ること」

　と、キリコが『安全第一』と書かれたポリエチレン・カバーを外すと、ツクシの先みたいに膨ふくらんだ白ハク刃ジの先端には……割と俺おれの想像に近いＰパＡツＤドが格納されていた。

　翼つばさを折りたたんだ小型戦闘機のような、白い機体だ。

　機体のカラーと俺の名前から１文字取って、白ハク刃ジってワケか。

　キリコのＰＡＤ同様、頭部は無いが……腰よう部ぶパーツの後ろに広がる、帯型のジェットパック……開閉箇か所しよがあちこちにある、翼みたいなフィン……フォルムは、かっこいいな。

　気に入らなくはないぞ。

「こっちは、砲手ガンナーのＰＡＤ──『クリムゾン・ベル』」

「砲手……？」

　促うながされて裏側を見れば、白いＰＡＤ──白刃は、もう一機ある紅あかいＰＡＤと抱だき合うようにしてロケットの先端に格納されていた。

「鴉からすの核コアに肉薄するには、エアロゾル外殻を敵の射程圏外から無力化する必要がある。重量が軽く、射程の長い無反動砲を比較検討した結果、術者及びＰＡＤの重量を含めても異能による攻撃が最適と判断した。砲は荷電粒子砲メビウスを採用。砲手はアリスベル」

　キリコがそう言った時、ガシャン……

　と、ロケットの裏側にあるエレベーターがこの足場まで上がってきた。

　乗っていた人物が、カン、カンと足場を踏みならして……途中で、立ち止まってる。

　ぴょこ、とＰＡＤの陰から顔だけ出してきたのは──

　ネコ耳みたいな赤い集音器を頭につけ、半透明の片メガネ型ＨＭＤをつけた、アリスベルだ。

「静刃、アリスベル、今から試乗すること」

　キリコが命令してくるが、

「こ、こんな姿で、なぜですか。このスーツは……そ、その……き、きついです！」

　なぜかアリスベルは、その体をこっちに見せない。

「きついのは、それが元々キリコ用のサイズで作った宇宙服であるため。アリスベル、こっちへ来ること」

　キリコが抑よく揚ようのない声で呼ぶと……カン、カン、とメカメカしい赤ブーツを鳴らし……

　真まっ赤かになったアリスベルが、おずおずと出てきて……っ……

（……っ……）

　アリスベルが着ていたものは──

　胸にはプロテクターのような、腰にはベルトのような機械がついているが……

　それ以外はピッチリと体に密着した、ラバーのような素材で出来たスーツだった。

　その生地が、すごく薄い。ヘソの形もクッキリ見えるほどだ。

「ど、どうして裸の上に着る必要があるのですか。せめて下着ぐらいつけさせて下さい！」

　えっ下着も!?　と俺おれがつい目を見開いたら、その部分を手で隠したアリスベルに睨にらまれた。

　瑠る姫きの方に視線を逃がしたら、瑠姫も俺を睨んでた。針はりのむしろだ。

「ナンセンス。そのデュアルスキン宇宙服は、肌はだに密着させる事で低真空における空気膨ぼう張ちようを防止する構造のもの。空気をはらむ下着の着用は禁止とする。衛生面も、キリコがテスト着用後に消毒液で洗浄してあるから心配は要いらない」

　ちょっとズレた事を言いながら、キリコはアリスベルを平然と見ている。

　下した唇くちびるを嚙かんでモジモジしながら俺を睨むアリスベルは……

　人の水着を着させられてるような感じなのかな。女同士でもイヤだろうな。

「おいキリコ。まさか俺も着るのか、ああいう宇宙服」

「白ハク刃ジの搭乗席には拡張性があるので、静せい刃じは通常の与よ圧あつ服での搭乗が可能。既すでに２人の試乗予定時刻を47秒超過している。早く乗ること」

　キリコが急せかすので、俺は貘ばくを瑠姫に預け……２本の妖よう刕とうをＸ字に、背に差した。

　そして２機のＰパＡツＤドを一いつ旦たんよじ登り、肩けん部ぶパーツからコクピットへズリズリと下りる。

　同じくＰＡＤによじ登ったキリコは、俺の顔に平然とスカートや胸の先端を擦こすり付けながらクリムゾン・ベル側の搭乗席に入ってきて、手動でハーネスを仮留めしてくれた。

　や、柔らかかったな。胸。一いつ瞬しゆんだったけど。ていうか恥ずかしくないのかよキリコは。

「貘に電話でヒヤリングした際、静刃はその刀があれば、あらゆる兵器が説明不要で扱えると聞いた。どうか」

　ちっとも恥ずかしくなかったらしいキリコが眼前でそんな事を言うので、少し『動かす』と意識すると──視みえてきた。表示ガイドだ。

　またゲームの画面がごっちゃになってるが、思ったより……簡単そうだぞ。これを操縦するのは。ていうかほとんど自動操縦らしいしな。

「……いけそうだ」

　なるほど。それで俺がパイロットってワケか。

　俺の答えに満足したらしいキリコはまた俺に胸とスカートを擦り付けるようにしながら出ていき……代わって、アリスベルの……

「静せい刃じ君っ。もっと後ろに下がってください……！」

「こ、これで限界だっ」

　ブーツに続き、ピチピチの極ごく薄うすスーツをつけた足が……

　矢や子こさんほどではないにせよ、肉づきのいい太ももが……

　お、下りて、くるっ。

「ジロジロ見ないッ！」

「は、はい」

　つい敬語で答えてしまったのは、目の前に来たアリスベルの下半身をつい本能でガン見してしまっていたからだ。ちなみに大事なところにはさすがにあて布があったね。

　怒られたので、視線を上に逸そらすと──

　──こ、今度は俺おれの頭、というか顔面に、むんにゅり。アリスベルの下した乳ちちが押しつけられた。

　キリコの時はサイズ的な理由で先端だけだったが、アリスベルのは88のＤ。

　載っちゃったよ、顔に。

「い、嫌いやっ、あ、あっ、えいーッ！」

　がりがり！　アリスベルはそこだけ硬質プラスチックみたいな素材の胸当てで俺の顔を引っ搔かきながら、一気に下りた。これが痛いの痛くないの。

「「………」」

　結果、なんとか操縦席コクピツトにつけたアリスベルは……完全に、俺と抱だき合ってるような体勢だ。

　胸は俺の胸に密着して、プロテクター越しに確かな弾力を俺の胸に伝えてきてる。

　俺の顔面には、アリスベルの頭がくっついている状態だ。シャンプーの香りと……ちょっとイチゴみたいな、甘あま酸ずっぱい、アリスベル本体のいいニオイがする。

　まるでアリスベルを抱きしめて、髪の匂においを嗅かいでるみたいだ。恥ずかしい。

　アリスベルももう恥ずかしさで死んじゃいそうな赤面具合で、うつむいたまま喋しやべらない。

　そんな俺たちを結びつけるように、キリコが白ハク刃ジとクリムゾン・ベルの上へプラスチックの輪っかを斜めにかけた。

「これは環かん剱けんの模型。環剱は、こうやって収納する。成層圏では、上下左右の感覚が薄れる。アリスベルは荷電粒子砲メビウスを発射する際、方向に留意するように。何か質問・要望があれば言うこと」

　アリスベルは俺に抱きついたまま黙ってるので、ここは男として俺がキリコの方を向く。

「質問・要望？　ありまくりだ！　なんでこんな狭い造りになってんだよ、このロケットは！　改造しろ、もっと離れられるようにッ」

「ナンセンス。有人カプセルの重量を上げる事は不可能。はい他ほかに何か」

　うわ、もう拒否された。

「他、他って……えっと、クリムゾン・ベル側についてるその部品は何だ」

「これはアシンメトリック・アクティブ・シールドの展開機。ＵＡＶドローンビットのシールド版」

「ドローン……何だそれ？」

「攻撃を受けた際に自律的にアリスベルを守る、拡張アーマー」

「つまり……バリヤを張る機械か？」

「静せい刃じがイメージしているものはＳＦに出てくるローレンツ力で敵弾を物理的に弾はじき返す物と推察するが、それと外観・用途は類似しても原理的に異なるものであり──」

「ああもうバリヤって事で理解する。気になったのは、白ハク刃ジにはついてないからだ。俺おれのにもつけろ」

「白刃のスロットが不足しているので不可能。静刃は攻撃を受けたら自分で何とかすること」

　何とかすること、ってオイッ。

「アリスベルからは質問が無く、静刃の質問は下らない物が多いため、以上で回答を打ち切る。続いて、アリスベル側のフォーマッティングを開始する」

　もう質問タイム終了かい。

　俺、説明これだけでロケット飛ばすのか？　表示ガイドがあるとはいえ、ひでえな。

「アリスベルの使用可能な言語は何と何で、普段物を考える時は何語で考えるか」

　大きめのスマホを手に、キリコがそんな事を訊きくと……アリスベルはまだ顔を伏せたまま、

「……日本語、英語、広東カントン語です。物を考えるのは日本語です」

　小声で答えてる。凄すごいな。トリリンガルなのか。

「では思考バイララテラル制御は日本語モードでフィックスする。ＰパＡツＤドは思考直結制御と、肉体動作によるマスター・スレイブ制御の両方で作動する。人体に近い形状をしているのは、そのため。なお保安上、攻撃機能だけは眼球運動や手動による最終確認を要する」

「わ、分かりました」

「ビタ一いち文もん分からん」

「では欠片カラツト奪だつ取しゆまでのブリーフィングを行う。以降、本作戦を『ストラトライン』と称する」

　待ったなしで、キリコが作戦の手順説明に入る。俺の存在、薄っ。

「鴉からすは瑠る姫きの直上──居鳳いのう直上から、未いまだ移動していない模様。対象の幾き何か高度は、約20kmの成層圏下中部。感覚的には『ほとんど宇宙』。大気密度は地上の４％で、気温はマイナス30度。静刃とアリスベルは白ハク刃ジで垂直に上昇し、鴉へ接近アプローチする。鴉の直下２kmでエンジンを停止し、そこからは地球重力で減速しつつ、慣性で接近する。最終的には、鴉と接触する瞬しゆん間かんに速度がゼロになる予定」

　真上に投げ上げた俺たちが上空で静止する時、鴉と接敵するって事か。

　一本線に見える、放物線──成層圏への線ストラトライン。

　それがこの白刃の航路であり、その頂点が、鴉がいる場所ってワケだ。

「接近したら、エアロゾル外がい殻かくの迎撃レンジ外からアリスベルが荷電粒子砲メビウスで攻撃。その後、保持を失って落下してくる欠片カラツトをキャッチする。打ち上げからここまで、１５２秒」

　たったの、２分半か。長い２分半になりそうだな。

「荷電粒子砲メビウスは装そう塡てんに13秒を要すると聞いた。狙そ撃げきのチャンスは少ない。覚えておくこと」

「……分かりました」

　こくり。アリスベルが、俺おれの腕の中で頷うなずいてる。

「アリスベルが砲撃に集中するため、欠片の確保は静せい刃じが行う。白ハク刃ジ搭載の電コ磁イ投ル擲ガ銃ンによるネット弾、もしくは静刃自身の手で欠片を確保すること」

　これは……今までで最大のムチャ振りだな。

　もしくは『手で』、って。聞くだに無理くさいぞ。できんのか。そんなこと。

「帰還フェーズについては、追って説明する。続いて、静刃とアリスベルはシミュレーション訓練を行う。その後、各モジュールのアラインメントが取れ次第、打ち上げ。以上」

「打ち上げって……いつだよ」

「キリコが国こつ交こう省に出した打ち上げ申しん請せいは、まるまる虚きよ偽ぎ。それが怪しまれたらしく、国交省から監査が来るという事前通告を受けた。また、鴉からすが居鳳いのう町ちようの上空から移動する可能性もある。結論。急いで打ち上げる必要がある」

「だからいつなんだよ」

「明日の朝」

　──おい！




　水深10ｍの屋外プールから、ＰパＡツＤドのモックアップがクレーンで引き上げられ……

（ヘルメットを外すのも、ダルいぜ……）

　それを降りた俺は、耐Ｇスーツみたいな与よ圧あつ服を着たままプールサイドに座り込んでしまう。

　接敵時の浮遊感を水の浮力で再現したシミュレーションだったんだが……欠片は『鴉』って書かれた箱からビリヤードの玉を取り出したら取った事にされた。

　アリスベルなんか「荷電粒子砲、発射」って言えば撃った事にさせられてたぞ。

　これのどこがシミュレーションだっつーの。

（想像もできない事に対する訓練なんか、やりようが無いって事か）

　とにかく『危ない橋を渡る』って事だけはヒシヒシと伝わってくる訓練だったよ。

「静刃君。ほとんどぶっつけ本番になりそうですが……臨機応変にいきましょう」

　同じくプールから上がってきたピチピチ宇宙服姿のアリスベルも、ヘルメットを取った顔は少し不安げだ。俺同様、この作戦の突とつ貫かんっぷりが身にしみて分かったらしい。

　ちなみに、アリスベルのヘルメットにはツインテールを収納する鞘さやみたいなケースが左右に垂れ下がっている。魔女は成層圏でも左右のバランスが大事なんだな。

「こうなりゃ、あと俺たちに出来ることは……よく食ってよく寝て、体調を整えとく事ぐらいだな」

　ヤケクソ気味に言う俺おれに、アリスベルは、にっこり。

「そうですね。こんな事になったので、さっきみんなにメールを出しておいたのですが……今から、ビビの発案で、壮そう行こう会かい・兼けん・親しん睦ぼく会かいのバーベキューをしてくれるようですよ」

　あれ？　なんか機嫌がいいみたいだな。

　ていうか、バーベキューか。何年ぶりだろう。

　リア充じゆう気質のビビじゃないと考えつかないなそりゃ。

「あっほら、祈いのりと矢や子こが来てます」

　アリスベルはフェンスの向こうに来ていた祈と矢子さんに手を振って、会え釈しやくなんかしてる。

　やっぱり機嫌がいい。

　食材をハミ出させるぐらい詰めたスーパーのビニール袋を手に、祈と矢子さんは……あれ、あっちは不機嫌そうだ。２人とも少し、むくれてる。

「ようこそ２人とも。私が、静せい刃じ君の同乗者に選ばれました。明日は静刃君と２人でしっかり務めを果たしてきますね。あなたたちではなく、私が。静刃君と」

　女子アナ声で強調するアリスベルは、そんなカッコでこんな仕事をさせられるってのに妙に誇らしげだ。

　祈や矢子さんとの何かの競争に、一歩リードしたような顔をしてる。

　全く、ワケが分からんな。俺は誰だれかが代わってくれるんなら代わってもらいたいのに。




　京きよう菱びし居鳳いのうヶが浜はま工場は広く、キリコの居住地──というか、豪ごう邸ていも敷地内にあった。

　夕方、そのリゾートホテルみたいな家の庭に、制服に着替えた俺とアリスベル、アルパカ、瑠る姫き、祈、矢子さん、キリコが集まっての壮行会が開催された。ビビはイベントとやらで少し遅れるらしい。

　京菱の女子社員がセットしてくれたバーベキューセットに、火は俺が入れた。こういう事になると風向きがどうの炭の配置がどうのと口うるさい貘ばくの指示に従いながら。

　貘はみんなで食うとなると、鍋なべ奉ぶ行ぎようとかをやりたがるタイプだな。ていうか俺はパイロットだぞ。こき使うんじゃねえよ。

　で、俺の隣となりを「これは私の正当な権利」的な謎なぞの笑顔でキープするアリスベルを睨にらみつつの祈と矢子さんが、食材を焼き始めた頃ころ……

「間に合ったみたいね」

　甲かん高だかめのエンジン音を立てながら、ビビが女だてらにバイクに乗って現れた。

　車種はオフロードを原型にスカチューンした、街乗りバイクのＴＷ２００だ。カッコイイな。

　ジーパンと春物のジャンパーも着こなしてて、様になってる。さすがアイドルだよ。

　ただ、ビビはデカい紙袋をヘルメットホルダーに提さげており、そこだけ不格好だ。

「間に合ってねーよ。準備も含めてバーベキューだろ。発案者のくせに遅刻すんな。ていうか、この一大事にどこ行ってたんだよ。その紙袋も食い物じゃなさそうだし」

　俺おれがそう指摘すると、

「うっうるさいわね、どこでもいいでしょ」

　バイクのスタンドを立てたビビはちょっと赤くなって、なんとツインテールを出す穴のあるジェットヘルメット（たぶん違法）を脱ぎ……ホルダーに掛けようとしたとき、べりっ。

　メットホルダーに掛かっていた紙袋の底が、抜けた。

　ばさばさっ。と、袋からバイクの横に……なんだ？　薄い本が何冊も散らばったぞ。

　表紙にはどれも、少女マンガみたいな、アニメみたいな、色とりどりの美少女が描えがかれてる。

　みんながそれに注目する中──ビビは「ニャー！」みたいな悲鳴を上げた。

　なんですかその悲鳴はビビニャンさん。

「イベントって何のイベントだったんだよ。仕事かと思ってたのに。このサボり魔め」

「……許してやれ、静せい刃じ。あれは同人誌。その即売イベントは、収集家にとって何よりも優先される事なのだ」

　眉まゆを寄せる俺に、貘ばくがワケの分からない説明をしてくれる。

「ふ、腐ふ女じよ子しとは違うんだからね！」

　真まっ赤かになってその同人誌とやらを搔かき集めるビビを手伝うフリをしつつ、ぺら、と中身を検けん閲えつした瑠る姫きが、

「バイセクシャル疑惑が裏付けられつつあるわね、ビビ」

「──エロガッパ！」

　とか、ビビと更さらに意味不明な会話を続けてる。

　ほんと、異能の世界は分からない事だらけだぜ。

　ちなみに叫んだ拍子に、ビビの口からはボタン電池が飛び出た。

　どうやら電気が好物（？）のビビは、それをキャンディーみたいになめてたらしい。

　よい子はマネしちゃならない、イケナイ魔法少女だな。

「……ほら、お前もバーベキューの世話しろよ。その本は見なかった事にするから。みんなも今あったことは忘れてやれ」

　と、武士の情けでビビにそう言ってやると……

「いいわよ別にっ。どうせ『今』は仮の時間軸。今のだって何もかも、無かった事に──」

　──ビビは慌あわてるあまり妙な事を口走り、それが失言だと思ったのか、ハッ、と黙った。

　そして、その勝ち気なツリ目で一同を……

　いま口を滑すべらせたセリフの裏に気づいた者がいないか、探るように見回してる。

　もしいれば、後で──闇やみ討うちでもしかねない、殺さつ伐ばつとしたムードだ。

　せっかくのリゾート気分が剣けん吞のんな雰ふん囲い気きになりかけた時、

「お、お兄ちゃん。お肉が焼けてきたよ」

「みんな、お野菜も焦こげないうちに食べましょう。仲良く、仲良くね」

　空気を読んだ祈いのりと矢や子こさんが、ちょっと引きつった笑顔で一同に食べ物を示してくれた。

　俺おれもここでまた異能同士が終末的なケンカでも始めたらたまらないので、

「よし、食うぞ。悪かったな祈、矢子さん。ほとんど任せちゃって……おっ、美う味まそうだな」

　ちょっとわざとらしくだが、楽しげな声で２人の方へ向かう。

　それでなんとか、食べ物の方に全員の注意が集まってきてくれたので……

　俺は安あん堵どの息をつきつつ、祈の頭を撫なでてやる。

　祈。今のはナイスフォローだった。

　それと、今さらながらだが……お前の超能力……ダウジングは、当たってたな。

『欠片カラツトの場所は、東西南北どっちでもない』──俺とアリスベルは解釈を間違えたが、それは正しかったんだ。成層圏、つまり、上だったんだから。




　食べ物が腹に入ると人間は機嫌がよくなる。それは異能も同じだったようで……

　その後バーベキューは和なごやかに進み、けっこう盛り上がった。

　アリスベルはジャンケンで最初にチョキを出す癖くせがあり、それはもうみんなにバレてるので、肉ではなく野菜ばかり食べさせられている。

　肩にバーベ奉ぶ行ぎようの貘ばくを載せてせっせと食材を炙あぶる祈は、パーフェクトな焼き加減の串くしを量産している。敢かん闘とう賞だ。時々『見て見てお兄ちゃん私の料理能力を』的な目でチラッとこっちを見てくるのに一いち々いち笑顔を返してやらないといけないのが面倒だけどな。

　一時は半ギレだったビビの事は……この一味きっての癒いやし系こと矢子さんがケアしてくれて、上う手まく懐なつかせてる。今は焼き肉をバンズに挟はさんだハンバーガーをパクパク食べて、ネコっぽいツリ目をニコニコさせてる。ホッとしたよ。

　ちなみに瑠る姫きは食うだけで食材を焼きもしないし、ジュースも自分では注つがない。そのくせ食材の安さに文句を垂れたりしてる。お前はもう食うな。

　そして、気づけばキリコは──

「……」

　庭にあるイスとテーブルにつき、深皿に例のシリアル食品とミルクを入れようとしてる。

　ったく。和を乱すヤツだな。和をもって貴とうとしとなすって、聖しよう徳とく太たい子しも言ってたろうが。

　俺もこういう全員参加のノリは本来大ッ嫌いだが、このバーベキューは日ひ頃ごろケンカしがちな異能たちの親しん睦ぼく会かいも兼ねてるんだ。みんなでうまくやっとかないと、今後の安全保障に関かかわる。

　ので……

「おいキリコ。お前、たまにはそれ以外のモノを食えよ」

「ナンセンス。これは必要な栄養素を正しく摂せつ取しゆする合理的な食事」

「それは前にもう聞いた。でもな、食事ってのは単純な栄養の摂せつ取しゆ行為じゃないんだ。ほら、俺おれのこれ分けてやるから。うまいぞ」

　と、肉の串くしを差し出すと……ふるふる。

　銀髪ツインテールを遠心力で広げるぐらいハッキリと、首を横に振ってる。

「キリコは肉は食べない」

　肉が嫌いなのか。どうりで異常に色白というか、血色が悪いと思ったぜ。

　それでなくてもキリコはチビだし、ほっそりしている。

　制服姿を見回すと、胸とかは女子高生らしくあるにはあるが、アリスベル中佐、ビビ中佐、祈いのり大佐、瑠る姫き少将、そして矢や子こ大だい元げん帥すい閣かつ下かを見回すと相対的に貧相な体つきに見えてしまう。

「じゃあ……ほら、こっちの串。しいたけなら食えるだろ。みんなで同じメニューを食べて、チーム意識を高めとくんだよ。そうしないと、ストラトライン作戦の成功率が下がるかもしれないぞ。失敗したら、何かは知らんがお前の願いもパーだ。それでもいいのか」

　と、団だん塊かい世代の上司ＶＳゆとり世代の部下みたいなノリでしいたけ串を押しつけると……

「……」

　ぱく。

　あ、食べた。なんだ。食べさせりゃ食べるんじゃん。
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　もぐもぐ……ぱく。

　もう一個、食べた。俺おれの持った串くしから。

　小動物に餌え付づけしてるみたいだなコレ。

「あーもー、キリコ。抜け駆けは協定違反よ」

「原はら田だ。お前、かなりのやり手のようね」

　などとそこにビビと瑠る姫きが湧わき、無表情にモグモグするキリコをしばらく見て……

　ぱく、と串からしいたけを食べたキリコに、２人して『なにこの可愛かわいい生物』的にゾクゾク来たような顔をした。

「うまいか？　キリコ」

　と俺が聞くと、もぐもぐしながら、こくり。うなずいてる。好きなんだな、しいたけ。

「美お味いしいなら、そういう顔をしなさいよ」

「できないなら、させてあげてもよろしくてよ」

　しいたけをゴックンしたキリコに、ビビと瑠姫がジャレつき、むに。

　ほっぺたに左右から手を当てて、キリコの口をムリヤリ笑顔にさせたりしてる。

　だが目はいつものどこを見てるか分からないキリコのまま。やっぱりキリコはキリコだな。

　作られた笑顔でも、キリコは整ったお顔をしてるから……それはそれで、可愛いんだが……

　ふと、俺はその時──いつか本物の笑顔を見てみたい気がしたのだった。この、キリコの。
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　私は疲れない。

　物事に飽あきるという事も無い。

　起きてから眠るまで、全すべての時間は目標へ向けた作業のために使う。

　居鳳いのうヶが浜はま工場が建てられた時には展示品だった、九五式軽戦車。

　工場のコントロール・センター中央に据すえたこの戦車が私の堅けん牢ろうな作業場であり、寝室。

　戦車内部は電脳の要よう塞さいに換装し、高精度・高出力の鉢ハチ巻マキアンテナを現役で用い、この工場を無線で統とう括かつしている。

（──集団にも、いろいろある）

　静せい刃じ、アリスベル、貘ばく、ビビは、私と戦争をした者たち。

　だが、戦後、私から逃げなかった者たちだ。今は私と同盟している。居鳳高の人間は、私を恐れないのだろうか。だとすれば、私は火の鳥の復活後も居鳳高に居い続ける事が望ましい。

　戦車内部に据えた無数のモニターが、私を照らす中──

　その晩、私は過去の戦争の記憶を夢で見た。

　私の、はじめての戦争の夢を。




　……──なぜだろうか。

　なぜこの集団は、私を執しつ拗ように攻撃するのだろうか。

　彼女たちは心を持っている。

　規律の多い全寮制の学校で、心に重ストレス反応が蓄ちく積せきしているものと推察する。

「旧財ざい閥ばつの娘だからって、図に乗るんじゃないわよ。挨あい拶さつぐらいできないの、このオタク」

「京きよう菱びしは国費で戦争の道具を造ってるんでしょ。お父様が言ってたわよ。この税金泥棒」

「私達のお父様は代議士。この星せい皇おう女じよ子しは、お前みたいな民間が来ていい学校じゃないのよ」

　私の髪をハサミで切り、衣服を剝はぐのはなぜだろう。

　ホースで水をかけたり、私に唾つばをはきかけるのはなぜだろう。

「やだ見て！　この民間、アニメのパンツはいてる！」

「幼稚だわ！　中学校じゃなくて、幼稚園に通うべきじゃないの？」

「そうよ、民間にこの気高い制服はいらないのよ」

「びしょ濡ぬれね、民間キリコ。そうだわ。あったまる火を焚たいてあげる」

　私の制服を燃やし、髪を燃やすのは、なぜだろう。

「うわー、髪が燃えるニオイって臭くさいわ」

「それ以前から臭いわ。血生臭くて油臭い、武器工場の娘」

「あら。お金だけは持ってるわね」

　私に推察できたのは、彼女たちが私の財布から現金を奪うばっていった理由だけ。

　私には彼女たちの行動の一切が理解できない。

　正しく心を持っていれば理解と回避が可能なのだろうか。きっとそうなのだ。




　昨日、校舎の２階から突き落とされたため、右みぎ膝ひざ側そく副ふく靭じん帯たいに損傷、下か肢し複数箇か所しよに内出血、擦さつ過か傷しようがある。

　しかし学校には、通えと言われたから、通う。

　通常より悪いバランス、遅い速度で歩き──時刻通り、教室に入る。

　……私の机の上に、小さな青銅の瓶びんに生いけられた１輪の花が置いてある。

　何者かが置いたと推察される。意図は不明。

「出席を取ります。朝あさ倉くらさん、宇う喜き田たさん、神楽かぐら坂ざかさん、京きよう……」

　担任教師の名めい簿ぼ読み上げが、私の所で停止した。

「──先生。ご理解ができないようでしたら、お父様からもお悔くやみの言葉をいただいて参りましょうか。京菱さんは、亡なくなられたのですわ」

「あ、え、ええ……そうだったわね……」

　生徒と教師の会話について、私は考察する。

　私には人間の力関係の強弱は理解できる。

　教師は生徒の親より権力的に弱い力関係にある。

　それにより、事実ではないことを事実と発言する事を強制されたのだ。

　しかし、クラスの生徒たちが私を笑っている理由が不明である。




　私の技術・家庭科の教科書に、カッターナイフによって９箇か所しよの裂さけ目が入れられている。

『バカ』『死ね』『学校くるな』『ウザい』『コミュ障しよう』──等、８箇所、赤色の油性筆記具による落書きがされている。

「機械女のお前が料理とか、冗談にも程ほどがあるわ」

「キリコ、これ飲みなさいよ。そしたら教科書、返してあげる」

　飲めと言われたから、飲む。

　その約６秒後、生理的な拒否反応が出た。

　私は毒物を飲んだものと推察される。

「やだこの子吐いてる！」

「汚いわ！」

「ほら、吐いたらおなか減っちゃったでしょ。食べなさいよ」

　頭部に、至近距離からトマトを投げつけられた。

　食べろという命令だったが、私が受け取れる速度では渡されなかった。理由は不明。

「もっとエサあげましょうよ」

「いいわね、民間の乞こ食じきに恵んであげるわ」

「ほら、これは高カロリーよ！　お前は最近瘦やせてきたから、嬉うれしいでしょう」

　生卵、生魚、カボチャ、鶏とり肉にくが四方八方から私に投げつけられる。

　バターの塊かたまりを目や鼻の回りに押しつけられ、口にねじ込まれた。全すべて、理由は不明。

　先生は逃げていった。教室を飛び交う物から身の安全を図ったものと推察される。

「写真とろ、写真。あはははっ！」

　毒物の影えい響きようで立っている事ができず、今うつぶせに倒れた私を撮影する生徒がいる。

　これも理由が不明。




　体育の授業──バレーボールの試合は終了したはずなのに、なぜ彼女たちは私にボールを衝しよう突とつさせるのだろう。

「あははっ、ブルマはいてるとホントにアニメキャラみたいね、この民間」

「幼児体型だし、目が赤いし、髪も白いし」

「ほら。体育でノド渇かわいたでしょ。またあれ飲ませてあげる」

　倒れた私の首が引き起こされ、口こう腔こう内に──味で記憶した──毒物を流入させられている。

「あと何日で死ぬかしら」

「今月中に20万賭かけてるんだもの。死んでもらわなきゃ困るわ」

　今の情報から、判断できた。

　彼女たちは、私を殺害する予定なのだ。

　──では、戦争。

「現在の１年１組の行動を先制攻撃と見み做なす」

　私がこの学校に入学してから初めて自発的に発声したところ、彼女たちは一時、黙った。

　それから、パイプ椅い子すを取ってきて、私の頭に振り下ろした。

　意識消失発作が起きる。以降の記憶は不可能。




　私は、兵器を造る。戦争のために。

　私はお母様に命じられた通り、幼い頃ころから京きよう菱びし重工の生産する兵器の設計図面を見てきた。

　そして思った。どうしてお母様やお姉様たちは、こんなに弱い武器を造るのだろうと。

　兵器は、強い方が良いのではないか。

　そして、私はより強い兵器を造れる。

　必要に応じてその開発を始めたところ、京菱の社員たちが普段とは異なる反応をした。心を持つ彼女らは、驚きよう愕がくしたものと推察される。

　今まで私を見もしなかったお母様も、大層喜ばれた。

　そして夜間のみ、私が工場を自由に使えるようにしてくださった。




　プールの授業の後、残れと言われたから、残った。

「ほら、この水着に着替えなさいよ。今、ここで」

「明日、授業でお前に着させるやつだから。ちゃんと水に溶けるか確認よ」

「授業中に裸になって、あのレズの先生に喜ばれなさいよ」

　ここで着替えろと言われたから、ここで着替える。

　女たちは赤面しながらも、笑って私を見ている。

「ちょっと泳ぎの練習させなきゃ」

「そうね。テストよ」

　生徒たちが私をプールの中に引き入れていく。

　虫食いのように、水着が溶け出した。水溶性繊せん維いで作られたものと断定する。

「ほら、潜もぐってごらんなさいよ」

「ちゃんと頭まで潜りなさい」

　水に頭を沈められた。

　呼吸のために顔を上げようとしても、沈め続けられる。

「ねえ、ここで事故ったことにしちゃおうか。もうすぐ月末だし」

「うーん。でももうちょっと遊びたいし。もったいないわ。ここは男子もいないし、学校と寮から出ることもできないんだから──娯ご楽らくがないと、ストレスたまっちゃう」

「それより、体にいろいろ書いちゃいましょ。先生が見たらびっくりするような、卑ひ猥わいな言葉とか」

「いいわね！　頭いいわ！」

　彼女たちは水に沈めた私の事を忘れて、喋しやべっている。

　窒ちつ息そくの症状を確認。私の血圧・脈拍が上昇している。痙けい攣れんが始まった。

　窒息の症状が進行。意識が途切れ始めた。

　意識消失後には、自力での回復は困難と断定する。

　従って──現在、私には死の危険がある。

　従って──開戦の已やむ無し。

　私は、私という国を守るために、自衛権を行使する。

「あら、死んじゃった？　動かないけど」

「えー、もったいないって言ったじゃない！」

　彼女たちが私の顔を水から出す。

　呼吸と発声が可能になった。

「キリコという国は、星せい皇おう女子中学校１年１組という国に、宣戦を布告する」

　私の発言に、彼女たちは顔を見合わせている。

「シャノン」

　私の声紋による『宣戦を布告』と『シャノン』の発声を認識して、校外の茂しげみや樹木の陰に配備していたＰパＡツＤド各ユニットとＵＡＶドローンビットが上昇し、飛来する。

　個数を目視で確認。全ユニット、正常に動作中。

「なに……あれ」

「えっ、ちょっと、ＵＦＯ？」

「こっちに来てるわ。なに、なに、逃げましょう」

　シャノンの各ユニットがプールに潜もぐり、ほぼ裸の私の体に着装されていく。

　敵は転進中。体育館方向。秒速２・３ｍ。現在距離、20・７ｍ。

「セットアップ、フォーマット・チェック、イニシャル・ローディング──オールグリーン」

　私はシャノンに掬すくい上げられるようにして、プールから空中へ浮かび上がる。

「目標コード、１年１組全生徒。３次元位相ＤＰレーダーで捕ロツク・捉オン・中トウー。βログ自動記録開始。ＵＡＶドローンビット展開率[image: １００]％」

　水着は穴だらけになっているが、シャノンの機能には影えい響きようしない。

　まずは敵が避難した、あの体育館を空くう襲しゆうする。

「ＰＡＤ・シャノン・プロトタイプ──ショータイム」

　私の空くう襲しゆうによって火災が起き、建造物が崩落し始め、悲鳴が連なる。

　だが、それは当然のこと。

　これは戦争だから。

　私は、戦争を始めたのだから。

　彼女たちが全員死ぬか、無条件降伏するまで、戦争は終わらない。
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　ロケットの打ち上げ準備が整った、という連絡で早起きした私は……

　キリコちゃんに言われて、せーくんと２人っきりにさせられたわ。

　その時は嬉うれしくて顔がにやけちゃったけど、その後２人で入らされた更衣室で……私は今、妖よう刕とうを持ったせーくんが与よ圧あつ服の中に黒套コクドを絞り込むようにして重ね着するのを手伝っている。

　これを着て、彼は命がけで鳳ほう凰おうの欠片カラツトを取りに行く。

　それに、私も荷担した。そういう事になるんだわ。この行為は。

（もし、せーくんの身に何かあったら……）

　ううん。そんな事を考えちゃダメ。気が気でなくなっちゃう。

　年上の私がせーくんの前で取り乱したら、みっともないもの。

　アリスベルちゃんが宇宙服を着るのは祈いのりとビビちゃんが手伝ってて、瑠る姫きさんはキリコちゃんとコントロール・センター──管制室にいる。

　だから今、私とせーくんは２人っきり。

　ああ……そう思うと頭がポーッとしてきちゃって、口数が減っちゃう。

　目と目も、合わせられなくなっちゃう。

　だって、だって、これから成層圏に行く覚悟を決めてるせーくんの横顔は……なんだか少し大人おとなびて見えて、でも年下な事は分かってて、かっこよくて、かわいくて──

「矢や子こさん、もし俺おれに何かあっても……」

「……そんな話、しないで。お願い。分かってるから」

　せーくんの背中に、彼の言葉を遮さえぎってそう返す。

　分かってるよ。私はもう、鳳凰を道連れに死のうなんて思ってない。

　体内に仕掛けられてた焉弾メガデスを崩しちゃったからだけじゃない。

　せーくんが止めてくれたからだけじゃない。

　生きていたく、なっちゃったの。

　生きて……せーくんと、過ごしたいって……そういう想おもいを、持っちゃったから。

（せーくん……）

　好き。好き。大好き。

　ああ、こんな気持ちになるなんて。

　一緒に過ごした、あの別館。その最後の夜の、あの言葉。そして、瑠る姫きさんとの戦い。

　たった数日間で、死に向かっていた私の人生はガラリと変わってしまった。生きる方へと。

　何もかも、変わってしまった。きみのおかげで。恋の、力で。

　でも……

　どうしてなのかしら。

（──伝わって、ないよね？）

　それが分かる。

　それだけは、ハッキリ分かる。

　せーくんは私のこの気持ちを、まるで恋慕の気持ちだけ選別してるかのように感じ取らない。

　その場その場では気づきかけるけど、すぐ忘れてしまうみたい。

　それがたまらなく、もどかしいけど……

　男の子って、そういうものなのかな。恋って、そういうものなのかな。

　まるで誰だれかが、私からの気持ちのこもった手紙を盗んでいってしまうように──

　伝わらない、ものなのかな。
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　六角形をした地上の隔かく壁へきが、昔のカメラシャッターのように開いていき──

　まだ明け切ってない空に、サーチライトが光の線を描えがく。

　俺おれとアリスベルはそれぞれのＰパＡツＤドのコクピットに、改めて抱だき合うような姿勢で乗り込む。

　２機の上部には、円えん錐すい形けいの透明なカバーがかけられ、ロックされた。

『セットアップ、フォーマット・チェック、イニシャル・ローディング──１段目水素タンク、酸素タンク、２段目・３段目ＨＭＤエンジン、電圧、油圧、気圧、気密、熱遮しや蔽へい、生命維持、転輪ジャイロコンパス、速度計、温度計、重力計、時間時計、時刻時計──オールグリーン』

　ロボットアニメみたいなデザインをしたヘルメットの内部スピーカーから、キリコが白ハク刃ジの各ステータスをチェックする声が聞こえてくる。

『こちらでも確認しました。環境、オールグリーン』

　機内でステータスを読み上げる係になっているアリスベルの声も、スピーカー越しだ。

　これから行く先は、空気のほとんどない高々度。

　通信機を介さずには、声を伝達できなくなるからな。

『こちらキリコ。現在時刻は午前６時47分。対流圏は晴れ。気温22度、南南東の風・風力１。打ち上げに問題無し。予定通り、秒読みカウントダウンを開始する。サイロ内からのホツト打ち上げローンチ、20秒前』

　ヘルメットの正面は半透明のディスプレイも兼ねていて、そこに各データが映っている。

『10秒前、９、８、７──１段目・２段目、点火』

　キリコが淡々と告げた直後、ズズズズ……ン。

　俺おれとアリスベルを、突き上げるような振動が襲おそう。

　15ｍ下でスカートのように広がるロケットエンジンが、一いつ斉せいに推力を発し始めたのだ。

　だが、白ハク刃ジはまだ上昇しない。支柱で宙吊づりにされたまま、噴射力を上げていく。

　打ち上げの瞬しゆん間かんは、その噴射力が白刃の重量より大きくなる瞬間だ。

『３、２、１──ゼロ。全推力解放。支柱アーム解除。ＰパＡツＤド・白刃、ショータイム』

　透明な円えん錐すいカバー越しに見上げた空は、白んでいる。夜明けだ。

「……白刃、離陸する！」

　この白刃は俺の機体なので、離陸の宣言を任されていた俺が叫び……

『高度計、速度計、値０から正常にカウントを開始。離り床しようを確認しました』

　アリスベルの声がする中、白刃が、ゆっくりと地上へ迫せり出していく。

　ヘルメット内には地上カメラの映像ウィンドウもあり、そこでは白刃の表面からバラバラと空気中の水蒸気が着氷していた氷が剝はく離りしていく光景も見えた。

　ジワジワとサイロから地上に出た、白刃は──そこから、速度を急激に速める。

　見渡せていた地表が、10秒もしないうちに視界の下部へ遠のいていく。

『お、お兄ちゃん、すごいよ……地上からはもう、真上を見るようにして見てるよ』

『せーくん大だい丈じよう夫ぶ？　まるで、火の玉に乗ってるみたい……！』

　コントロール・センターにいる祈いのりと矢や子こさんからの声も聞こえてきた。

「大丈夫だ。ずいぶんガタガタ揺れちゃいるけどな」

『順調に加速しています。現在高度[image: ３００]ｍ……[image: ６００]ｍ。姿勢も安定しています。針路、予定通り』

　アリスベルが読み上げる高度はぐんぐん上がり、もう地上は角度的に見えなくなった。

　もうジェットコースターどころじゃない。異能もビックリの、人知を超えた速度だ。

『こちらキリコ。白刃は遷音速トランスソ巡航中ニツキング。振動は間もなく収まる』

『高度２千………３千………５千ｍを超えました』

　パッ──と、白刃の先端から小さなリング状の雲が生じて広がり──

『超音速巡航スーパークルーズに入った。航路は予定通り０─０─90』

　キリコがそう告げた辺りで、機体の出す振動が一気に減った。

『高度、１万ｍを超えました。さらに加速中。機内重力、３Ｇ』

　様々なデジタル数字が、画面内でめまぐるしく切り替わっていく。

　３Ｄコンパスが小数点以下20桁けたまで精密に、白刃のＸ軸・Ｙ軸・Ｚ軸の角度を決めている。

「……？　視界が、暗くなってきた。さっき明けた所だったのに、なんでまた夜に……」

　呟つぶやいた俺に、キリコが応こたえる。

『それは夜になったのではなく、宇宙が近づいている証拠。対流圏突破。１段目、切り離しパージアウト』

　次の瞬間──ガキンッ、という音が白刃の外がい壁へきを通じて伝わってきた。

　外部カメラ映像で、カラになった６本のブースターが花開くように本体から離れていくのが見える。それで軽くなった白ハク刃ジは、さらに加速する。

　続けて──ガキンッ。今度は２段目のＨＤＭエンジンも切り離されて、墜おちていく。

　３段目エンジンの噴射が続き……高度はもう、１万８千ｍに至ろうとしている。

『こちらキリコ。鴉からすへのアプローチング・フェーズに入る──いま、機関停止』

　そこで、すっ──と、機内が静かになった。

　ここはもう……成層圏、なんだな。この体験、常識外れ過ぎて、気分は逆に冷静だ。

　カメラ映像で見る眼下には、三み浦うら半島、浦うら賀が水道、相模さがみ湾が見渡せる。

　俺おれたちは地球重力で減速しながら、まだ慣性で上昇している。

『……を確……アリ……応答せよ。現在、雑……鴉による、妨ぼう害がいと推測され……せ……』

　そこでキリコからの声が、急に途切れ途切れになり──聞こえなくなった。

「キリコ。そっちの音声が聞こえなくなった。応答しろ、キリコ」

　これは、何者か──いや、きっと鴉によるジャミングだろうな。

　ここからはキリコ達の指示なしで、自分たちでやるしかないって事だ。

　無線妨害は想定されていた事なので、白刃とクリムゾン・ベルの間には通信用の有線が渡されている。２kmまでならリールで伸びる、ＴＮＫという金属繊せん維いを縒より合わせたケーブルだ。

　減速が、続き、続き……

　俺たちの頭上にあった円えん錐すい形けいのカバーが、自動的に外されていく。

　ほとんど空気のないこの空間で、俺とアリスベルは──

　それぞれのＰパＡツＤドを装備した、かつてのキリコみたいな姿で空中に漂ただよい出た。

　風圧は感じない。見える物が雲すら無いので、感覚的にはその場に静止しているようだ。

　だが、俺たちは近づいているのだ。計器によれば、まだ新幹線より速い速度で。

　──鴉。そう呼ばれた、欠片カラツトを抱かかえる妖あやかしに。




　姿勢制御アポジエンジンモーターで軌道を微修正しながら、俺とアリスベルは横並びになって上昇を続ける。

　そして──ようやく、肉眼でも見えてきた。

　明らかに星や雲ではない、蛍けい光こうカラーの光の靄もやが。

　あれは、鴉のガス状外がい殻かく。エアロゾルの靄だ。それが太陽光を反射しているものだろう。

『……静せい刃じ君』

「何だ」

『落ち着いて聞いてください。いま、鴉から……コンタクトされました』

　緊きん迫ぱく感かんのあるアリスベルの声に、俺が振り向くと──

　アリスベルは目を見開いて、遠い光の方を見ている。

『クラノセリア──言語を超越した念話による、シグナルのようなものを送ってきたのです。ですが、シグナルが非常に難解なので、私にはその意味が分かりません』

　ＰパＡツＤドの望遠レンズで観測した鴉からすの姿は、光の繭まゆのようなものに見える。

　するとその繭が、俺おれに見られた事に気づいたかのように解ほどけていく。

　広がって……いく……翼つばさ？　いや、樹木のような形に──

『──セフィロト……！』

「どうした、何だ、アリスベル。あの形に見覚えでもあるのか」

『あれはセフィロトの樹き。10の幹セフイラと22の枝パスを持つ、生命の樹とも呼ばれる図形です。近代西洋魔術で用いられる、難解な式しきを発動させる魔法陣の１つなのです』

　式──って事は、迎撃準備をしてるってことか。

「だが、キリコのバルーン衛星が撮影した鴉は……あんな形じゃなかったぞ。靄もやだった」

『静せい刃じ君。鴉はきっと「本物の人間」が来たから、ただ迎撃するのではなく……対応を変えるつもりなのです。きっと、そんな式を準備している。それを、感じます』

　予定と異なる展開に焦あせり始めた俺の耳を、アリスベルが息を吞のむ音が打つ。

『ああ……そんな。あれは、イェサハクの体……っ!?　なんという、高度な……！』

　慌あわてる声を聞いて、ディスプレイの拡大図に目を凝こらすと──樹木図セフイロトの中央に──

　胎たい児じのように全身を丸めて眠る、幼い女の子の姿が見えた。

　だが、あれは人間じゃない。ディスプレイにはＰＡＤが観測したデータが表示され、極めて低温の存在である事が分かる。

　見た目の上でも、黒い翼のようなものが髪に混じるようにして生えている。

　その少女の両腕の間、両りよう腿ももの上に──

「……見えたぞッ、欠片カラツトだ！」

　鶏けい卵らんぐらいの大きさと形状をした、欠片が……ある！

　少女は抱卵するように、その欠片を抱かかえているのだ。

　俺がそれに目を見張った時、さらに不測の事態が視えた。

　これは妖よう刕とうの表示──『Alicebell is lockedアリスベルが捕捉されました』──ッ……!?

「──狙ねらわれてるぞアリスベルッ！」

　アリスベルが危機を感じたのに応じたか、クリムゾン・ベルの背部でスカートのように広がっていた４枚の拡張アーマーが切り離されて飛び出す。

　細長い物理シールドのような形状をしたそれらが、周囲に蛍けい光こうレッドのアシンメトリック・アクティブ・シールドを展開する。

　風車のように並んで回転しながら10ｍほど上昇したアーマーが、十字型の盾たてになり……

　その裏でアリスベルが、きら、きら、きら──

　ＰＡＤ上部にアタッチメントされた環かん剱けん上で、純金色の光を加速させ始めた。荷電粒子砲メビウスだ。

　俺も、白ハク刃ジに搭載されていた電コ磁イ投ル擲ガ銃ンを鴉へ向ける。

　だがこれは成層圏でも射撃できる代わりに、威い力りよくが弱い武器だ。

　思いっきり射程圏外だし、威い嚇かく射撃にしかならない。

　予定時刻の前に慌あわてて攻撃準備をする俺おれたちに対し、鴉からす側からは──

　きら、きら、きら……と、赤い光の粒の奔ほん流りゆうが飛来してくる。アリスベルの方へ。

『……精神拡散攻撃マインドプラスト……！』

　熱源じゃないし、重量物でもない。鱗りん粉ぷんのようなものだ。それがアリスベルに向かっている。

　得え体たいの知れない物質だ。だが、友好的なものには思えない。

　──攻撃なんだ。そう判断するしかない。

　だが、迫っているのは粉のようなもの。回避は困難だ。

　アリスベルのバリヤーは十字型のもので、飛来するものに応じてその角度を変える仕組みの盾たてらしい。それではダメだ。光は合間をスリ抜けて、アリスベルに当たってしまうだろう。

　妖よう刕とう、旋セン刃ジン駁バクで吹き飛ばすか──ダメだ、成層圏ここには空気がほとんど無い。

「──アリスベルッ！」

　俺は咄とつ嗟さに──

　姿勢制御アポジエンジンモーターでアリスベルの前に出て、身を盾にしてその光の粒を受け留めた。

　だが俺にも白ハク刃ジにも、衝しよう撃げきは無い。ただ、光る粉のようなものが接触しただけだ。

（……？）

　その瞬しゆん間かん、俺の耳……いや、頭の中に歌が響ひびき始める。

　今まで見えていた現実の光景とオーバーラップするように、世界が二重になっていく。

　絶ぜつ界かいか。いや、これは本質的にあれとは違う。幻げん覚かくが見えているのか。いや、それとも違う。

　……本能で、分かる。分かってしまう。今、何をされたのか。

　中に入ってきたんだ。何者かが。俺の、心の中へ……ッ……！

『せ、静せい刃じ君ッ……！』

　というアリスベルの声を最後に、俺は意識を失う──




　声が、聞こえてくる。頭の中で、反はん響きようするように。

「──条理を乱す者よ──」

　女の声だが、女にしては低い。

「──未進化なる者よ──」

　呼びかけてきている。信号を送ってくるかのように。

「──汝なんじらは、何だ。妾わらわならざる、汝らは、何だ。何が故ゆえに、触れなむとする不ふ遜そんを犯すか。矮わい小しようなる汝らが触れてはならぬ、御お鳳とり様さまに」

　諫いさめるような、声──

　コイツは、俺たちより高等な生き物だ。それが直感で分かってくる。

　瑠る姫きのように傍ぼう若じやく無ぶ人じんなヤツじゃなければ、竦すくんでしまうだろう。

　だが、会話ができるのなら──と、俺おれは伝わるかどうか分からないままに声を出す。

「お……お前が鴉からすなんだろう。俺たちが欲しいのは、その欠片カラツトだけだ。俺たちは……」

「妾わらわは、汝なんじを──學まなばんとす。御お鳳とり様さまのために」

　俺の発話が『聞こえなかった』というよりは『聞いていない』ムードで、鴉が返してくる。

　そして──

（うッ……！）

　入って、きた。より深く。引っ張り出してくる。俺の中から、何かを。

　何だ。こんな体験は初めてだ。意識をいじられてる。

　思い出さされる。何かを。ムリヤリに。頭が……割れるように痛い……痛いッ……！

　……な、何かが、見える。

　ちぎれた写真を使ったアニメのように、断片的な何かが。それで視界が埋まっていく。

　これは──記憶だ。俺の記憶。その何もかもだ。恐ろしいほどの超高速で、俺が思い出しているんだ。１年を１秒以下に圧縮した形で、読み取られているんだ。俺の過去が。

　夢を見ていて、それを夢だと認識できるような感覚に近い。

　それなら起きなければ。打ち払わなければ。

（この……攻撃を……！）

　そう思った時、12歳の時に行った神社の大おお酉とり祭まつりの記憶の辺りで──

　超高速の想起が、急に止まった。再生エラーを起こしたかのように。

　──俺の視界が、一いつ瞬しゆん、現実に戻る。

（い、今だッ……！）

　反撃できるのは、今しかない。

　右目──表示は、赤いアラートで埋め尽くされたようになっている。やっぱり妖よう刕とうもこれを攻撃と認識している。反撃しないと、きっと脳を壊されてしまう。この、未知の異能の攻撃で。

　俺は遥はるかな鴉に向けて、ＰパＡツＤドの兵装を展開する。

　いま搭載されている射撃兵器を──か、考える事が、できない。頭が痛い……！

　なッ、何でもいい、射程なんか関係ない！　とにかく斉せい射しやしろッ！

　再び、そこで視みえてくる。さっき一いつ旦たん止まったハズの映像が、パスワードを解かれたように再生され始める。断片的に、視界を邪じや魔ましてくる。

（う……ッ……！）

　見せるな。

　見せないでくれ。

　その記憶は──それは、忘れていたかったことなんだ！

　どうしても、思い出したくないことなんだ！

（やめろ、見せるな……！）

　アリスベル、アリスベル、もう13秒は経たった。荷電粒子砲メビウスは装そう塡てんできたハズだ。

　計器が見えないが、もう荷電粒子砲の射程圏内にも入ってるハズだ。

　撃て、撃て、アイツを──早くッ！




　　　　[image: ]




（荷電粒子砲メビウスが……う、撃てない……！）

　重ねて訪れた不測の事態に、私の集中が乱れます。

　鴉からすの妨ぼう害がいではありません。それは静せい刃じ君が自らの身を盾たてにして防いでくれた。

　成層圏では、環かん剱けん上で粒子加速リボルビングさせながら集束させるべき換価重力子マス・グラビトンが……散さん逸いつしてしまう。地上より重力が小さいから？　ここが低真空であるせい？　速度のせい？　オゾン層に入って、増加した紫し外がい線せんにジャミングを受けている？　もしくはその全すべて？

（粒子の光弾が、回しても回しても、なかなか大きくならない……！）

　予定の13秒では、撃てない。

　私は全ぜん身しん全ぜん霊れいで、粒子加速リボルビングに集中します。

　式力も、地上で撃つ時の３発分ほど注ぎ込んでいる。それでも、まだ大きさは不十分です。

　これでは撃っても、十分な効果が期待できない。

　慣性で進む私たちは、鴉が指向性エネルギー砲で反撃できる距離に近づいています。

　私はやむなく、ＰパＡツＤドの姿勢制御アポジエンジンモーターで急減速を掛けます。

　相対的に私より前進していく、静刃君が──

　錯さく乱らんしたような咆ほう吼こうと共に、ＰＡＤの兵装を開放して攻撃を始めました。

　11mm電コ磁イ投ル擲ガ銃ン。ＧＥモデル・Ｌ３ミニマム重イオン・バリスタ。京きよう菱びしのガウスライフル。白ハク刃ジの指弾フインガーロケットも、撃ちきっている。どれも射程圏外だというのに。

　さっきの赤い光は、精神拡散攻撃マインドブラストの一種と見て間違いありません。使用者の脳にも悪あく影えい響きようを及ぼすので使い手は希まれですが、通常は敵の大だい脳のう皮ひ質しつに衝しよう撃げきを与え、気絶させる式しきです。

　凄すごい。それの直撃を──私の代わりに受けたのに、なおも闘争心を保てるなんて。

（静刃君……！）

　乱れそうになる集中をなんとか保ち、ようやく膨ふくらんできた荷電粒子砲の光弾から──

　砲撃までの時間を計ります。おそらくあと、10秒……！

　私の射程圏内、鴉の射程圏外──なんとか、その範囲内で撃てる。１度きりなら。

（２発目は、とても撃てない……！）

　ああ、これがもし鴉に通じなかったら……その数秒後には、静刃君が慣性で鴉の射程圏内に入ってしまい、指向性エネルギー砲の迎撃を受けることでしょう。

　でも。でも、そんな事は決してない。

　──荷電粒子砲メビウス。

　それは私が編み出した、最新の攻撃式しき。

　最新の技に、返し技、防ぎ技は存在しないのです。

『予定時間をオーバーしています　帰還時・酸素欠乏症注意』

　ＰパＡツＤドの画面に、警告の文字が表示されます。

　およしなさい。今はそれどころではないのです。後のことは後で対処しますから。

　砲撃まで、あと７秒、６、５……

「……鴉からす……！」

　半精神体となったその姿、イェサハクの体は──ヘルメス文書の写本で見た事があります。ノストラダムスの諸世記並みに置テ換ム暗ラ号ーのかかった文書でしたから、解読は不完全でしたが。

　それは……神の栄光を帯びた、『至高の錬れん金きん術じゆつ師しの肉体』とされるもの。

　私たち近現代の魔女の解釈で言うと、天使の様態の１つです。ただし、まがいものの。

　いわば、天使のコピー。

　鴉。あなたが天使を気取るのであれば、お教えしましょう。

　人間は時に天にも逆らう、凶暴なものだということを。

　砲撃まであと３秒、２、１──

「いま……モーレツ……！」

　──ぱっ──

　と、十分な大きさになった荷電粒子砲メビウスの光弾が──蒼あおい成層圏を、翔かける。

　光弾への鴉からの迎撃は……ありませんでした。

　ムダな事と悟っていたのかもしれません。

　そして、とても静かに……流れ星のような光弾が、鴉に命中しました。

　ガス状外がい殻かくを散さん逸いつさせられ、虹にじ色いろに広がる光の中で体を伸ばした鴉が──

「──条理の紊びん乱らんは、自然に矯ためられる。因果は必ずや、条理の天てん秤びんを戻す──」

　それでも落ち着いた声で、シグナルを送ってきます。

「──其その律外に在ある分限を有するは、我ら生命条理を解する者のみと知れ──」

　……鴉。

　私は、本当は、ほんのすこし分かっているのです。

　あなたがなぜ、欠片を人の手の届かぬところへ持ち去ったのか。

　でも、あなたの想おもいを踏みにじって、私たちはそれを奪うばいにきた。

　ごめんなさい。償つぐないはしますから。

　やがて──その時が自然に来ることも、分かっていますから。
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　虹色の輝きの中で、俺おれの視界から……記憶のリプレイが、消えた。

　文字通り、悪夢から醒さめたかのように。

　見たくはなかった。だが、断片的に見てしまった。あの時の、ことを。

　意識が朦もう朧ろうとする。

　視界では少女の姿をしていた鴉からすが、捻ねじれるようにして消えていく。

　何らかの式しきで逃げたかのようにも見えたが──欠片カラツトは宇宙のような空に残り、漂ただよっている。

　鴉本体を護まもっていたガスは散さん逸いつして、無数の羽根に変わっていく。幻まぼろしのような光景だ。

　欠片と羽根は、同時に、降下……し始めている。地球の重力に引かれて。

　アリスベル……アリスベルは、俺おれよりずっと下にいる。位置も右にずれている。

　自律的には動けずにいるようだ。クリムゾン・ベルの姿勢制御アポジエンジンモーターが作動していない。

　ディスプレイの表示によれば、向こうは減速のために燃料を使い果たしてしまったらしい。

　もうアリスベルは、地球の重力に引かれて自由落下し始めている。

　欠片の自由落下するコースとは、交わらない。

（お、俺が、欠片……を……）

　取らなければ。

　だが俺は、気を失いつつある。それが……できるか、どうか、わからない。

　高度計・速度計の数値が、ほぼ止まっている。今、ここが、成層圏の線ストラトラインの頂点。

　落ちてくる。無数の羽根と共に、欠片が。

　さっきの俺はメチャクチャな機動をしていたらしく、白ハク刃ジの姿勢制御アポジエンジンモーターの燃料も残り僅わずかだ。それを使い切っても、自分の位置は微修正しかできなかった。

　欠片との距離が縮まった時、俺は電コ磁イ投ル擲ガ銃ンのネット弾を──だ、ダメだ、無茶な撃ち方をしていたせいで……壊れている……っ！

　す、すれ違ってしまう。欠片と。

　と、とどけ。

　それならこの手を伸ばせ、気を失う、まえに……

　だ、だめだ、手が、とどかない。あと50cmほど。落下コースが、僅かにずれている。

　俺と欠片がすれ違おうとする、まさにその瞬しゆん間かん。

　かちん。

　俺が、何かをした。ほとんど、無意識に。

　その数秒後、俺は気づく。

　──妖よう刕とう。

　無意識に抜刀した２刀の先端で、俺は、欠片を挟はさむようにして捕らえていたのだ。
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　降下が始まり──うんと広げたフィンの空気抵抗で減速・方向転換したクリムゾン・ベルが、白ハク刃ジを空中で抱だき留めました。

『ア、アリス、ベル……これを……』

　朦もう朧ろうとした静せい刃じ君が、震ふるえる手で欠片カラツトを私に託してきます。

「静刃君……」

　鴉からすの外がい殻かくが変化した羽根が、舞い落ちる中……

　私は欠片をクリムゾン・ベルのキャビネットに収め、静刃君と白刃を抱きしめます。

　自分の腕と、ＰパＡツＤドの腕で。しっかりと。

『──キ──応……静刃、アリスベル……応答せよ』

　鴉の消滅と共に、キリコからの通信が復活してきました。

「キリコ。聞こえますか。アリスベルです。鴉からの欠片奪だつ取しゆには成功しましたが、静刃君が負傷しています」

　ここからは、私が頑張らなければ。行きは静刃君と白刃に任せたのですから。

　頼みますよ、クリムゾン・ベル。

『了解。クリムゾン・ベル、メタルバリュートを展開。リターンパラソル・モードへ移行』

　キリコの声に続いて、私のＰＡＤの背部にあった翼つばさのようなユニットが──

　半透明の力場を発生させながら、逆さまにしたパラソルのような形状に変形していきました。

　私たちはそのパラソルの柄えの部分に収まっているような状態です。

『白刃とクリムゾン・ベルは予定軌道を外れている。軌道の完全な修正は不可能。パラソルの角度を調整し、可能な限りこちらに近づける形で滑かつ空くうさせる』

　対流圏への再突入──私には航空宇宙工学の知識はありません。

　でも、それが大変な危険を伴うものである事は分かります。

『ここからの生還確率は61％』

　言いにくい事をサラッと言うキリコに、少し呆あきれつつも──

　私は不思議と、恐怖を感じてはいませんでした。

　いいえ、不思議……ではないのです。

　理由は分かっています。

　それは、静刃君と一緒にいるから。

　だってほら、今……顔を合わせた静刃君は。

　疲れた顔で、それでも微笑ほほえんでくれた。その腕でまた、私を抱き返してくれた。

　安心しろ、なんとかなる、と言うかのように。

　それだけでもう、何もかも怖くなくなってしまう。

　それは異能ではない、私が彼から受ける不思議な力。

　だから、かつての矢や子こや今の鴉が言ったように──

　私が『鳳おおとり』という畏おそれ多いものに触れようとしている事実も、もう、怖くない。

　あらゆる恐怖が和やわらぐ。いいえ、無くなってしまう。静せい刃じ君と一緒なら。

　いいんです。もうなにもかも。何でもしてしまえる。あなたと一緒なら。

（静刃君……静刃君……）

　私は彼の体を、必要以上に強く抱だきしめてしまっています。

　恥ずかしい事ですが、必要に迫られてそうしているようなフリをしながら。

　空力加熱を和らげるために、低温のミストがクリムゾン・ベルの背面から噴射され──

　気化したミストが陽光を弾はじき、金色の長い尾を曳ひいています。

　私と静刃君は流れ星のようになって、地球の表面へ向かって落下していく。

　その流れ星の尾は、私たち側から見ると宇宙に立ち上っていく光の粒のように見えています。

　静刃君と私は抱き合って、それを見上げている。

　音の無いこの宙そらで、ただ、ただ、静かに。
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　抜けるような碧あお色いろに戻った、空へ──

　ばさばさっ、と、白ハク刃ジの背面ユニットから出されたパラシュートが広がっていく。

　今度は白刃がクリムゾン・ベルを抱かかえるような姿勢になって、上下の感覚が俺おれにも戻る。

　意識は、明めい瞭りようになってきた。ハッキリしてきた視界では、パラシュートに『友トモ達ダチ』『朋トモ友ダチ』『[image: トモ]トモ[image: ダチ]ダチ』『Friendトモダチ』などと文字が大きく書いてあるのが見えた。

（キリコがキリコなりに、万一ヘンな所に墜おちた時のために備えて書いたんだろうな）

　と、少し息苦しいヘルメットの中で苦笑いしながら……

　俺たちから切り離された耐熱板バリユートが先に降下していく、眼下を見る。

「……海だな。見渡す限り」

『ええ、予定とモーレツに違う帰還地点のようですね』

　海面が、ぐんぐん近づいてくる。

　着水の瞬しゆん間かんが近づいて、アリスベルが少し怯おびえるような目をしたので──

「こういう時に言うべきセリフを教えてやるよ。さっき、お前そんな顔してたし」

『？』

「なるようになれッ」

　ざぶんっ……！　と、着水した俺とアリスベルは──一いつ旦たん、海中に少し沈んだ。

　陽光に照らされた海は、透明度が高くて……周囲には魚が、それを囲むようにイルカがいるのも見えた。もう笑うしかないな。

　ぼすんっ、とくぐもった音が──水を伝わって、直接聞こえてくる。

　クリムゾン・ベル側で、でかいエアバッグの筏いかだが展開されたのだ。

　それで改めてＰパＡツＤドごと洋上に浮上した、俺とアリスベルは……

『居鳳いのうヶが浜はま沖５・９kmへの着水を確認。これよりキリコがクルーザーで回収に向かう』

　というキリコの声を最後に、お互いヘルメットを脱いで深呼吸した。

　空気が、うまい。海のニオイだ。生きて還かえってこられたんだな。あの成層圏から。

　白ハク刃ジのハーネスを解除して、大きいゴムボートみたいな筏いかだに降り立つと……

　アリスベルも、例のピチピチの宇宙服で降りてきた。

　そして、恥ずかしげもなく俺おれの前までやってくる。もう慣れたってことかな。その服に。

「しばらくは漂ひよう流りゆうだな」

「はい。でも、なるようになれです」

　身長差があるので、上うわ目め遣づかいで俺を見るアリスベルは……ヤケクソ気味の笑顔だった。

　きっと、俺もな。




　　　　[image: ]




　静せい刃じ君。静刃君。

　ああ、誰だれか、時を止めて。

　この美しい海の上で、いま、静刃君と２人きり。

　ここには私と静刃君しかいない。

　この時間を、大切にしたいのに──

「ところで静刃君。さっきはなぜ、あんな危険な行為をしたのですか。自分の身を盾たてにするだなんて。現実はマンガではないのですよッ」

　ああ、私はなんてモーレツに愚おろか者なんでしょう。

　どうしてこんな、つんけんした事を言ってしまうのでしょう。

　でも、静刃君への気持ちは自分でもコントロールがきかない。あまのじゃくになってしまう。

　そんな私に──

「なんでって……アリスベルを守らなきゃって思ったんだ。それだけだ」

　また、そういう事を言う……！

「バ、バカ……っ！」

　私はとうとう、そんな子供みたいな事しか言えなくなってしまって──

「それより、欠片カラツト。キリコの説によりゃ、これで63個集まったらしいぞ。あと１個だな」

　という静刃君の言葉に、無言でこくんとうなずくことしかできませんでした。

　ああ、どうしたらいいの。私、赤くなってる。絶対に。

　いっぱいいっぱいの私に、静刃君はトドメを刺すように──

「とにかく腹が減ったよ。帰ったらローストビーフを作ってくれ、今度こそ食べたい」

　そんな、天にも昇るほど嬉うれしい事を言ってくれたのでした。
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【　Allure　夜の女王の独ア唱リ曲ア　】
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　フェニックスの欠片カラツトが──揃そろう。

　その時が、近づいている。

　貘ばくの鑑定で、これで64個中63個が集まった事が確認されたわ。

　あと１つ。あと１つで、フェニックスが復活する。

　その時、あたしの願いが叶かなう。この時間を巻き戻し、過去を書き換えるという願いが。

（でも……）

　あたしは……楽しかった。

　あの、打ち上げ前のバーベキューが。同人の事でイジられたのはアレだったけど。

　アリスベルは静せい刃じに好意丸出しでムカつくけど、まっすぐないい子。

　あの子に憑ついてる貘も、天然ボケの憎にくめないヤツ。

　祈いのりと矢や子こ。静刃の妹と姉を自称してたけど、明らかに怪しい女たち。でも、悪人じゃない。

　キリコは、かわいい。あれだけ戦ってたのに、一緒にいると、そばにいたくなる。

　瑠る姫きは、まあ……残念可愛かわいいところもあるし。見てて飽あきない、面白い女だわ。

　そのみんなで、ああやって過ごした時間は……かけがえのない物にさえ思えた。

（でも……）

　──あたしは、この時間を巻き戻す。４年前の、あの日まで。

　それがどういう事なのか、正確なところは分からない。分からない事を、やろうとしている。

　ただ、想像はできる。過去の改かい竄ざん。それが時系列に何をもたらすのか。

　あたしが12歳に戻り、ルリとあの部屋でその後も暮らせば──

　あたしは、フェニックスを求めなかった事になる。

　その新しい時間では、居鳳いのう高でのキリコのターゲットはアリスベルに変わるハズ。そしたら、アリスベルは入学式の前夜に殺される。静せい刃じも居鳳高で誰だれかに──おそらく瑠姫に、殺される。祈いのりがそれを守る？　貘ばくはどう動く？　とにかく今とは全く違う歴史が、始まってしまう。

　その時間軸の上では、誰かがきっと死ぬ。みんな死ぬかもしれない。

　分からない。どうなるのかが。分からない。分からないわ。

　でも──たった一つ、分かってることがある。

　この現実、この日常は、無かった事になるのよ。

　静刃たちと屋上でお弁当を食べたあの日の事も、先週のあの楽しかった時間も。

（それは──許される事なの？）

　ルリとの日々のためになら、何もかもを壊していいの？

　あたしは迷っている。迷いながらも、タイムリミットは近づいている。

　きっとフェニックスはもうすぐ復活する。決断しなきゃならないんだわ。どこかで。

　過去の過あやまちを無かった事にするために、今を壊すのか。

　それとも過去を受け入れて、今を生き続けるのか。

　でも、そんな事……あたしには決められないよ。どうして運命は、あたしにできないような決断を迫るの？　望むという事は、どうしてこんな苦悩を伴うの……？

（あのお人好よしの静刃とのキスも、何もかも、なかったことに……）

　ウジウジと悩むのがイヤで……あたしは、現実逃避に走ってしまう。

　また学校も仕事もサボって、居鳳駅裏のゲーセンに来てしまった。

　ここはいつも客が少ないし、今は平日の昼過ぎ。客はあたし１人。

　気楽に……気を紛まぎらわせられるわ。

　ちょっと静刃に顔つきが似てるキャラを使って、ゲーセンの片かた隅すみで格ゲーをやってたら──

　──A NEW CHALLENGER──

　乱入者が現れた。

（向かいに誰かいたのね）

　鉄てつ拳けん６の筐きよう体たいは大きいから、姿は見えないけど……って……なによこいつ。強いわね。

　あー……えっ、負けちゃう。と思う間もなく負けた。秒殺された。このあたしが？

　しかも死体蹴げりまでしてきた。マナー悪いヤツね。

　と、眉まゆを寄せたとき。

「うびょびょ。鴉からすのあれはさすがに取れないかなーと思ったけど、人間は人間でなかなかやる生き物なんだじょ」

　向かいから聞こえてきた声に、あたしは飛び上がるようにして立つ。

　──鵺ぬゑッ……！

「ビビお前、よく働いたじょ」

　フリルつきのでかいリボンをつけた頭を、筐きよう体たいの横から出したのは──

　──鵺だ。久しぶりに出たわね。

　鵺は、厚底ブーツの足でスキップしていく。

　そしてゲーセンの中央辺りに立ち、にぃ、と笑いながら振り向いてきた。

　筐体から放たれる光が、鵺の影を床に落とさせる。いろんな動物を縫ぬい合わせたような、今そこにいる鵺とは明らかに異なる形の影を。

「ご褒ほう美びに、いいことを２つ教えてやるんだじょ。まず１つめ。最後の欠片カラツトは──びょ、びょ、びょお」

　鵺は自分の髪の色と似たピンクのブラウス、そのボタンを外していく。

　さらにスカートを引き下げるようにして……形のいいヘソを、見せてきた。

「……！」

　そこに煌きらめく２つのピアス──その先端に、見える。遊色の煌めきが。

　片方は燃えるような赤。もう片方は凍いてつくような青。

　赤い方は……間違いないわ。フェニックスの、欠片……！

「ちまちま集める王道は、バカのやる事だじょー。自分は１個持ってりゃよくて、バカが63個集めたら、最後に横から取るのがフェニックス・ゲームの覇道！　なんだじょなもし」

　にやり……と笑った鵺に、背筋が寒くなる。

　鵺は──鵺も、フェニックスを狙ねらってたっていうの？

　あたしに欠片をくれた時には、そんな素そ振ぶり、一切見せなかったのに。

　いや、それがそもそも罠わなだったんだ。コイツは初めから、あたしに欠片を集めさせるつもりだった。その用が済んだから、コイツはあたしを──殺しに……来た？

「ビビ、裏切れ。清算の時間だじょ」

　違う。殺す気じゃない。

　きっと、あたしにアリスベルたちから欠片を盗んで来させるつもりなんだ。

「それともう１つ。いい事を教えてやるじょ。うびょびょ」

　ばさ。ピンクの日ひ傘がさを広げて、ふわり。

　鵺ぬゑは空中を蹴けるようにして、筐きよう体たいを跳とび越えてきた。

　そしてコントローラーの上に立ち、こそっ、と、あたしに耳打ちしてくる。

　それを聞いて……

　気が、遠のく。

　そんな。

　そんなのって。

「……っ……そんなの……ウソよ！　そ、それじゃあ今まで戦ってきた意味が……！」

「ざーんねん。人生そんなもんなんだじょ。でもお前、これでこれ以上アリスベルたちにつく意味が無くなったじょ？　ぽんぽんのぽーん」

　ふわり、と再び笑うようにジャンプした鵺は……

　ビーマニの鍵けん盤ばんの上に立ち、くるりん。

　振り返って、あたしに笑いかけた。

「──ところでビビ。いい事を教えてやるじょ。この世には、お前たちと似た集団が、いる」

　今までの子供っぽい表情とは異なる、どこか空恐ろしいほど──妖あやしく、美しい顔で。

「似た運命の下もとに生まれた者たちは、似たような集団を作る。これは類るい感かん魔術の一種で、類るい族ぞく魔術というものなんだじょ。類族同士は、どこかで、繫つながってる。そして──やがて、出会う。やがて、戦う。鵺はその運命の導き手、水先案内人でもあるんだじょ」

　ウットリと自分に酔ようように語った、鵺は──

　まだ愕がく然ぜんとしているあたしの前で、歌い始めた。

　この歌は知っている。モーツァルトのオペラ、『魔ま笛てき』の一節。

　鵺は超絶技巧と呼ばれる顚てん動どう音おんを使いこなして、巧たくみなソプラノで歌う。

　ピンク色のツインテールを揺らして、歌う。




　──...O zitt re nicht, mein lieber Sohnおお　我が子よ　恐れることはない...!──




　その歌は、

　夜の女王の──

　──アリア。





── Love & Warfare Continues ──









　　　あとがき




　本作『やがて魔ま剱けんのアリスベル』には、妖よう刕とう使いの静せい刃じを始めとし、魔法少女、先端科学者、超能力者、魔女も黒魔女に白魔女などと、いろんな種類の異能が登場します。

　そして……

　よほど珍しい異能（たとえば妖刕使いは激レアです）でない限り、それぞれの異能は階級やランクのようなものを自分達に付けるのが一般的です。空手や剣道に段位があったり、相撲すもうに横よこ綱づなや大おお関ぜきといった番付があるようなイメージですね。

　この本では、貘ばくも『鴉からすは私と同じ妖あやかしだ。位くらいは私より上だがな』と言っていました。

　ので、今回は異能の中から『妖』の位について、本書の設定を少し解説させていただきます。




　現代の妖たちは主にアジア、ヨーロッパ、アフリカでそれぞれネットワークを持っています。

　アジアに限って言えば、大物の妖は中国にもゴロゴロいるものの、数は日本が断トツで多いようです。そのため、その位階の名称には日本語が用いられています。

　彼らが自分たちを格付けし始めたのは平安時代で、未いまだにその呼称が使われているので少し時代がかってはいるのですが──

　まず、【正しよう伝でん妖よう位い】という最も高い位の妖たちがいます。日本の鳳おおとり、中国の猴コウ（孫そん悟ご空くう）、龍りゆうといった、アジア中に知られている伝説クラスの存在です。

　次に、【従じゆ伝でん妖よう位い】。これは二番目に高い位で、鴉、玄げん武ぶなど、かつては鳳や龍と同格だった大物も希まれに含まれています。

　その下には玉たま藻も、伏ふし見み、白びやつ虎こといった【正しよう一いち位い】の妖がいて、この作品に出てくる貘や鵺ぬゑはさらにその１つ下の【従じゆ一いち位い】という地位にあります。この辺までが人間でいえば貴族階級。

　その下、正・従の【二位】には日本の妖よう狐この名前がよく見られます。Ｘ組の副担任・八や九く藻も先生はこの従二位に属する妖で……ちょっと偉い平民、といったところでしょうか。

　その下には狗いぬ、妖よう猫びよう、烏からす（烏は鴉のレッサーです）といった【三位】～【五位】の平凡な（？）妖怪たちが大勢いるわけです。

　これらの位階は妖たちが自分たちで『何となくの共通認識』としてお互いを格付けしており、戦闘力、知性、美び貌ぼうといったスペックも重視されますが、「伝説として有名かどうか」「人々に名を親しまれ、愛されているかどうか」も重視して決める習わしになっています。

　実は彼らの多くは、人にどう評価されているかをとても気にしているんです。そういう所は、私たち小説家に似た生き物なのかもしれません。見かけたら、誉ほめてやってくださいね。





２０１３年１月吉日　赤あか松まつ中ちゆう学がく
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